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は じ め に

「新潟県立長岡高等学校ＳＳＨガイドブック」の刊行に当たり、ご挨拶申し上げます。

まず、長岡高校スーパーサイエンスハイスクール(ＳＳＨ)事業はじめ本校のさまざまな

取組にご支援ご協力をいただいている皆様に、あらためて御礼申し上げます。

長岡高等学校ＳＳＨ事業は、平成14年度指定の３年間、平成25年度指定の５年間に継続

して、平成30年度から５年間の指定を受けました。平成29年度までの事業では、グローバ

ルな視野と世界を舞台に活躍できる力を備えた「科学技術人材」、「グローバル人材」の

育成と、その意義を理解し社会のリーダーとなるような人材を育成するための中核拠点を

長岡地域に形成することに取り組んできました。平成30年度からは、それまでの取組を発

展させ、論理的思考力・批判的思考力、ディスカッション能力、及び情報活用能力等を身

につけさせることにより、理数科では充実した探究活動による課題研究の深化を図り、普

通科では課題研究の推進に取り組み、生徒の主体性や課題解決力を高めてグローバルに活

躍する高度な科学技術人材を育成することとしました。研究開発課題を、

「『課題研究』を深化・推進するカリキュラムによって、高度な科学技術人材を育成する」

とし、次の研究開発内容を設定し、事業を進めています。

○ 理数科生徒に対して「課題研究」の実施期間を長くし、十分なテーマ設定時間と複数

の発表機会を設けることにより、研究の質を向上させる。

○ 普通科生徒に対して「課題研究」を全員に取り組ませることで、生徒の主体性と課題

解決力を高める。

○ 論理的思考力・批判的思考力及びディスカッション能力を高めるために、新たに「ク

リティカルシンキングトレーニング」、「ディベート」、「統計学」等を実施することで、

「課題研究」のレベルを向上させる。

○ 各教科の授業の中で、課題発見を促したり、情報収集やグループでの協議から根拠の

ある主張にまとめて発表する等、「課題研究」の手法をもとに探究的な活動を行い、思

考力・判断力・表現力等を育成する。

○ 生徒が、地域の科学技術・グローバル人材育成の中核拠点の取組に主体的に関わるこ

とで、主体性・協働性を育成すると共に、地域の理数系教育の推進を図る。

本冊子は、研究開発の主旨に沿い、課題研究の質を高めるために、これまで開発してき

た当校のカリキュラムのうち、「クリティカルシンキングトレーニング」「ＳＳ情報」「統

計学」「科学英語」「ディベート」「課題研究」について、授業計画、授業案、教材、評価

表、その他指導用に生徒に配付したプリントなどを、活用事例集としてまとめ、ガイドブ

ックとしたものです。不十分なところも多々あろうかと思いますが、ご高覧の上、ご意見、

ご指導をいただければ幸いです。

結びに、当校のＳＳＨ運営にご理解とご支援をいただいている文部科学省、科学技術振

興機構、新潟県教育委員会、及び当校ＳＳＨ運営指導委員の皆様をはじめ、関係大学や各

団体の皆様には多大なサポートをいただいています。改めて深く感謝申し上げるとともに、

今後とも変わらぬご指導、ご助言を賜りますようお願い申し上げ、巻頭のご挨拶といたし

ます。

令和３年３月

新潟県立長岡高等学校長 宮 田 佳 則
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研究㛤Ⓨに࠸ࡘて�
�

�ڦ 研究㛤Ⓨ課題ྡ�
「課題研究」を深化・推進するカリキュラムによって，高度な科学技術人材を育成する 

 
�␎研究㛤Ⓨの概 ڦ
㸦㸯㸧௬ㄝ�

これまでのＳＳＨ（第 1 期 H14～16，第 2 期 H25～29）で得られた研究の成果を踏まえ，第 3期で

は，論理的思考力・批判的思考力，ディスカッション能力，及び情報活用能力等を身に付けること

により，理数科では充実した探究活動によって課題研究の質的向上が図られ，普通科では新たに課

題研究を推進することより，生徒の主体性や課題解決力が高まり，グローバルに活躍する高度な科

学技術人材を育成することができる。 

 

㸦㸰㸧ෆᐜ�

〇 理数科生徒に対して学校設定科目『ＳＳＲＡ・Ｂ・Ｃ』を設定する。（Ｒ：research） 

学校設定科目 対象 内 容 

ＳＳＲＡ 
(２単位) 

理数科 
１年 

「課題研究Ａ」「ＳＳ情報」「科学英語Ⅰ」「統計学」 
「クリティカルシンキングトレーニング」 
「新潟県ＳＳＨ生徒研究発表会」「高大連携講座」 
「サイエンスイマージョン・プログラム」 

ＳＳＲＢ 
(２単位) 

理数科 
２年 

「課題研究Ｂ」「統計学」「ディベート」「科学英語Ⅱ」 
「新潟県ＳＳＨ生徒研究発表会」「キャリアデザインツアー」 

ＳＳＲＣ 
(１単位) 

理数科 
３年 

「課題研究Ｃ」「科学英語Ⅲ」「新潟県ＳＳＨ生徒研究発表会」 

 

〇 普通科生徒に対して学校設定科目『ＳＳＲⅠ・Ⅱ』を設定する。（Ｒ：research） 

学校設定科目 対象 内 容 

ＳＳＲⅠ 
(２単位) 

普通科 
１年 

「課題研究基礎」「ＳＳ情報」「科学英語Ⅰ」「統計学」 
「クリティカルシンキングトレーニング」 
「新潟県ＳＳＨ生徒研究発表会」「サイエンスツアー」 
「サイエンスイマージョン・プログラム」 

ＳＳＲⅡ 
(１単位) 

普通科 
２年 

「課題研究Ｂ」「ディベート」「科学英語Ⅱ」 
「新潟県ＳＳＨ生徒研究発表会」「キャリアデザインツアー」 

 

㸦３㸧校の学校タᐃ科┠の㐌⛬�

� � � � 本校は，各学年普通科 6 クラス（1～6 組），理数科 2 クラス（7，8 組）の計 8 クラスである。 

    2 年次より，普通科は文系（1～3 組）・理系（4～6組）に分かれる。 

 月 火 水 木 金 

１限      

２限 
1 年 1，2 組 

ＳＳＲⅠ 

1 年 3，4 組 

ＳＳＲⅠ 

1 年 5，6 組 

ＳＳＲⅠ 

  

３限   

４限      

５限  
1 年 7，8 組 

ＳＳＲＡ 

2 年 7，8 組 

ＳＳＲＢ 

  

６限  
2 年 1，2，3組 

ＳＳＲⅡ 

2 年 4，5，6組 

ＳＳＲⅡ 

７限    
3 年 7，8 組 

ＳＳＲＣ 
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授 業 計 画

学校設定科目
SSRⅠ・SSRA
SSRⅡ・SSRB
SSRC

授
業
計
画



地歴

ҽ໌͗ΖگͶͺ˕گ 物理 化学 生物 地学 情報 数学 公民

ݸ̐ 教34 教35 教38 教40 教30 教23 教50 教4 教13

ݸ̑ 教34 教35 教39 教40 教25 教22 教54 教9 教13

回 曜 時

数 日 限 地歴 地歴

物理 化学 生物 地学 情報 数学 公民 物理 化学 生物 地学 情報 数学 公民

1 4 13 月 2 オリエンテーション ○ ○ ○ ○ ○ ＳＳ情報(1) ○

2 4 13 月 3 ＳＳ情報(1) ○ オリエンテーション ○ ○ ○ ○ ○

3 4 20 月 2 科学英語Ⅰ(1) ○ ＳＳ情報(2) ○

4 4 20 月 3 ＳＳ情報(2) ○ 科学英語Ⅰ(1) ○

5 4 27 月 2 ＣＴＴ１［書き方］（１） ○ ＳＳ情報(3) ○

6 4 27 月 3 ＳＳ情報(3) ○ ＣＴＴ１［書き方］（１） ○

7 5 11 月 2 ＣＴＴ１［書き方］（2） ○ ＳＳ情報(4) ○

8 5 11 月 3 ＳＳ情報(4) ○ ＣＴＴ１［書き方］(2) ○

9 5 25 月 2 科学英語Ⅰ(2) ○ ＳＳ情報(5) ○

10 5 25 月 3 ＳＳ情報(5) ○ 科学英語Ⅰ(2) ○

11 6 1 月 2 ＣＴＴ１［書き方］（3） ○ ＳＳ情報(6) ○

12 6 1 月 3 ＳＳ情報(6) ○ ＣＴＴ１［書き方］（3） ○

13 6 8 月 2 ＣＴＴ２［生命倫理］(1) ○ ○ ＳＳ情報(7) ○

14 6 8 月 3 ＳＳ情報(7) ○ ＣＴＴ２［生命倫理］(1) ○ ○

15 6 15 月 2 ＣＴＴ２［生命倫理］(2) ○ ○ ＳＳ情報(8) ○

16 6 15 月 3 ＳＳ情報(8) ○ ＣＴＴ２［生命倫理］(2) ○ ○

17 6 22 月 2 科学英語Ⅰ(3) ○ ＳＳ情報(9) ○

18 6 22 月 3 ＳＳ情報(9) ○ 科学英語Ⅰ(3) ○

19 7 6 月 2 ＣＴＴ２［生命倫理］(3) ○ ○ ＳＳ情報(10) ○

20 7 6 月 3 ＳＳ情報(10) ○ ＣＴＴ２［生命倫理］(3) ○ ○

21 7 13 月 2 ＣＴＴ３［ＡＩ］(1) ○ ○ ＳＳ情報(11) ○

22 7 13 月 3 ＳＳ情報(11) ○ ＣＴＴ３［ＡＩ］(1) ○ ○

23 7 20 月 2 科学英語Ⅰ(4) ○ ＳＳ情報(12) ○

24 7 20 月 3 ＳＳ情報(12) ○ 科学英語Ⅰ(4) ○

25 8 31 月 2 ＣＴＴ３［ＡＩ］(2) ○ ○ ＳＳ情報(13) ○

26 8 31 月 3 ＳＳ情報(13) ○ ＣＴＴ３［ＡＩ］(2) ○ ○

27 9 8 火 2 ＣＴＴ３［ＡＩ］(3) ○ ○ ＳＳ情報(14) ○

28 9 8 火 3 ＳＳ情報(14) ○ ＣＴＴ３［ＡＩ］(3) ○ ○

29 9 14 月 2 科学英語Ⅰ(5) ○ 科学英語Ⅰ(5) ○

30 9 14 月 3 課題研究基礎オリエンテーション ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究基礎オリエンテーション ○ ○ ○ ○ ○

31 9 28 月 2 課題研究基礎（1）－１ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究基礎（1）－１ ○ ○ ○ ○ ○

32 9 28 月 3 課題研究基礎（1）－２ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究基礎（1）－２ ○ ○ ○ ○ ○

33 10 12 月 2 科学英語Ⅰ(6) ○ ＳＳ情報(15) ○

34 10 12 月 3 ＳＳ情報(15) ○ 科学英語Ⅰ(6) ○

35 10 26 月 2 課題研究基礎（2）－１ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究基礎（2）－１ ○ ○ ○ ○ ○

36 10 26 月 3 課題研究基礎（2）－２ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究基礎（2）－２ ○ ○ ○ ○ ○

37 11 2 月 2 科学英語Ⅰ(7) ○ ＳＳ情報(16) ○

38 11 2 月 3 ＳＳ情報(16) ○ 科学英語Ⅰ(7) ○

39 11 9 月 2 課題研究基礎（3）－１ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究基礎（3）－１ ○ ○ ○ ○ ○

40 11 9 月 3 課題研究基礎（3）－２ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究基礎（3）－２ ○ ○ ○ ○ ○

41 11 16 月 2 科学英語Ⅰ(8) ○ ＣＴＴ４［環境］（1） ○ ○

42 11 16 月 3 ＣＴＴ４［環境］（1） ○ ○ 科学英語Ⅰ(8) ○

43 11 30 月 2 課題研究基礎（4）－１ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究基礎（4）－１ ○ ○ ○ ○ ○

44 11 30 月 3 課題研究基礎（4）－２ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究基礎（4）－２ ○ ○ ○ ○ ○

45 12 14 月 2 科学英語Ⅰ(9) ○ 科学英語Ⅰ(9) ○

46 12 14 月 3 ＣＴＴ４［環境］（2） ○ ○ ＣＴＴ４［環境］（2） ○ ○

47 12 21 月 1 ＣＴＴ４［環境］（3） ○ ○ 統計(1) ○

48 12 21 月 2 統計(1) ○ ＣＴＴ４［環境］（3） ○ ○

49 1 18 月 2 課題研究基礎（5）－１ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究基礎（5）－１ ○ ○ ○ ○ ○

50 1 18 月 3 課題研究基礎（5）－２ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究基礎（5）－２ ○ ○ ○ ○ ○

51 1 26 火 4 サイエインスイマージョン ○ サイエインスイマージョン ○

52 1 26 火 5 サイエインスイマージョン ○ サイエインスイマージョン ○

53 1 26 火 6 サイエインスイマージョン ○ サイエインスイマージョン ○

54 2 1 月 2 ＳＳＲⅠ振り返り 統計(2) ○

55 2 1 月 3 統計(2) ○ ＳＳＲⅠ振り返り

56 2 22 月 2 課題研究基礎発表会準備 ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究基礎発表会準備 ○ ○ ○ ○ ○

57 2 22 月 3 課題研究基礎発表会準備 ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究基礎発表会準備 ○ ○ ○ ○ ○
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回 月 日

22

23

24

16

17

18

19

20

21

27

数学

担当（氏名）

理科 数学
英語 国語

25

２組

1

2

3

4

理科 数学
国語 英語 国語

担当（氏名） 担当（氏名）

内容
英語

理科

後日割り振り

後日割り振り

26

１組

9

10

5

6

7

8

11

内容

12

13

14

15

4



地歴

教○には教員名が⼊る 物理 化学 生物 地学 情報 数学 公民

２限 教32 教36 教38 教40 教25 教24 教54 教4 教13

３限 教32 教36 教41 教40 教27 教21 教53 教6 教19

回 曜 時

数 日 限 地歴 地歴

物理 化学 生物 地学 情報 数学 公民 物理 化学 生物 地学 情報 数学 公民

1 4 14 火 2 オリエンテーション ○ ○ ○ ○ ○ ＳＳ情報(1) ○

2 4 14 火 3 ＳＳ情報(1) ○ オリエンテーション ○ ○ ○ ○ ○

3 4 21 火 2 科学英語Ⅰ(1) ○ ＳＳ情報(2) ○

4 4 21 火 3 ＳＳ情報(2) ○ 科学英語Ⅰ(1) ○

5 4 28 火 2 ＣＴＴ１［書き方］（１） ○ ＳＳ情報(3) ○

6 4 28 火 3 ＳＳ情報(3) ○ ＣＴＴ１［書き方］（１） ○

7 5 12 火 2 ＣＴＴ１［書き方］（2） ○ ＳＳ情報(4) ○

8 5 12 火 3 ＳＳ情報(4) ○ ＣＴＴ１［書き方］(2) ○

9 5 19 火 2 科学英語Ⅰ(2) ○ ＳＳ情報(5) ○

10 5 19 火 3 ＳＳ情報(5) ○ 科学英語Ⅰ(2) ○

11 5 26 火 2 ＣＴＴ１［書き方］（3） ○ ＳＳ情報(6) ○

12 5 26 火 3 ＳＳ情報(6) ○ ＣＴＴ１［書き方］（3） ○

13 6 2 火 2 ＣＴＴ２［生命倫理］(1) ○ ○ ＳＳ情報(7) ○

14 6 2 火 3 ＳＳ情報(7) ○ ＣＴＴ２［生命倫理］(1) ○ ○

15 6 16 水 2 科学英語Ⅰ(3) ○ ＳＳ情報(8) ○

16 6 16 水 3 ＳＳ情報(8) ○ 科学英語Ⅰ(3) ○

17 6 23 火 2 ＣＴＴ２［生命倫理］(2) ○ ○ ＳＳ情報(9) ○

18 6 23 火 3 ＳＳ情報(9) ○ ＣＴＴ２［生命倫理］(2) ○ ○

19 7 7 火 2 ＣＴＴ２［生命倫理］(3) ○ ○ ＳＳ情報(10) ○

20 7 7 火 3 ＳＳ情報(10) ○ ＣＴＴ２［生命倫理］(3) ○ ○

21 7 21 火 2 科学英語Ⅰ(4) ○ ＳＳ情報(11) ○

22 7 21 火 3 ＳＳ情報(11) ○ 科学英語Ⅰ(4) ○

23 9 1 火 2 ＣＴＴ３［ＡＩ］(1) ○ ○ ＳＳ情報(12) ○

24 9 1 火 3 ＳＳ情報(12) ○ ＣＴＴ３［ＡＩ］(1) ○ ○

25 9 15 火 2 科学英語Ⅰ(5) ○ 科学英語Ⅰ(5) ○

26 9 15 火 3 課題研究基礎オリエンテーション ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究基礎オリエンテーション ○ ○ ○ ○ ○

27 9 29 火 2 ＣＴＴ３［ＡＩ］(2) ○ ○ ＳＳ情報(13) ○

28 9 29 火 3 ＳＳ情報(13) ○ ＣＴＴ３［ＡＩ］(2) ○ ○

29 10 6 火 2 課題研究基礎（1）－１ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究基礎（1）－１ ○ ○ ○ ○ ○

30 10 6 火 3 課題研究基礎（1）－２ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究基礎（1）－２ ○ ○ ○ ○ ○

31 10 20 火 2 科学英語Ⅰ(6) ○ ＳＳ情報(14) ○

32 10 20 火 3 ＳＳ情報(14) ○ 科学英語Ⅰ(6) ○

33 10 27 火 2 ＣＴＴ３［ＡＩ］(3) ○ ○ ＳＳ情報(15) ○

34 10 27 火 3 ＳＳ情報(15) ○ ＣＴＴ３［ＡＩ］(3) ○ ○

35 11 10 火 2 課題研究基礎（2）－１ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究基礎（2）－１ ○ ○ ○ ○ ○

36 11 10 火 3 課題研究基礎（2）－２ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究基礎（2）－２ ○ ○ ○ ○ ○

37 11 17 火 2 科学英語Ⅰ(7) ○ ＳＳ情報(16) ○

38 11 17 火 3 ＳＳ情報(16) ○ 科学英語Ⅰ(7) ○

39 11 24 火 2 課題研究基礎（3）－１ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究基礎（3）－１ ○ ○ ○ ○ ○

40 11 24 火 3 課題研究基礎（3）－２ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究基礎（3）－２ ○ ○ ○ ○ ○

41 12 1 火 2 科学英語Ⅰ(8) ○ ＣＴＴ４［環境］（1） ○ ○

42 12 1 火 3 ＣＴＴ４［環境］（1） ○ ○ 科学英語Ⅰ(8) ○

43 12 15 火 2 課題研究基礎（4）－１ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究基礎（4）－１ ○ ○ ○ ○ ○

44 12 15 火 3 課題研究基礎（4）－２ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究基礎（4）－２ ○ ○ ○ ○ ○

45 12 22 火 2 科学英語Ⅰ(9) ○ 科学英語Ⅰ(9) ○

46 12 22 火 3 ＣＴＴ４［環境］（2） ○ ○ ＣＴＴ４［環境］（2） ○ ○

47 1 12 火 2 ＣＴＴ４［環境］（3） ○ ○ 統計(1) ○

48 1 12 火 3 統計(1) ○ ＣＴＴ４［環境］（3） ○ ○

49 1 19 火 2 課題研究基礎（5）－１ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究基礎（5）－１ ○ ○ ○ ○ ○

50 1 19 火 3 課題研究基礎（5）－２ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究基礎（5）－２ ○ ○ ○ ○ ○

51 1 27 水 1 サイエインスイマージョン ○ サイエインスイマージョン ○

52 1 27 水 2 サイエインスイマージョン ○ サイエインスイマージョン ○

53 1 27 水 3 サイエインスイマージョン ○ サイエインスイマージョン ○

54 2 2 火 2 ＳＳＲⅠ振り返り 統計(2) ○

55 2 2 火 3 統計(2) ○ ＳＳＲⅠ振り返り

56 2 16 火 2 課題研究基礎発表会準備 ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究基礎発表会準備 ○ ○ ○ ○ ○

57 2 16 火 3 課題研究基礎発表会準備 ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究基礎発表会準備 ○ ○ ○ ○ ○
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国語
理科

8

10

1

2

6

7

5

3

4

11

３組 ４組

回 月 日
内容

担当（氏名）

内容

担当（氏名）

理科 数学
英語 国語

数学
英語

後日割り振り

後日割り振り

2020(R2)年度 SSRⅠ 授業計画 担当（氏名）

理科 数学
英語 国語

１年 3，4組  ⽕曜授業２，３限
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地歴

教○には教員名が⼊る 物理 化学 生物 地学 情報 数学 公民

２限 教32 教37 教39 教40 教27 教21 教50 教6 教19

３限 教32 教37 教41 教40 教30 教22 教53 教10 教19

回 曜 時

数 日 限 地歴 地歴

物理 化学 生物 地学 情報 数学 公民 物理 化学 生物 地学 情報 数学 公民

1 4 15 水 2 オリエンテーション ○ ○ ○ ○ ○ ＳＳ情報(1) ○

2 4 15 水 3 ＳＳ情報(1) ○ オリエンテーション ○ ○ ○ ○ ○

3 5 1 㔠 2 科学英語Ⅰ(1) ○ ＳＳ情報(2) ○

4 5 1 㔠 3 ＳＳ情報(2) ○ 科学英語Ⅰ(1) ○

5 5 13 水 2 ＣＴＴ１［書き方］(1) ○ ＳＳ情報(3) ○

6 5 13 水 3 ＳＳ情報(3) ○ ＣＴＴ１［書き方］(1) ○

7 5 20 水 2 ＣＴＴ１［書き方］（2） ○ ＳＳ情報(4) ○

8 5 20 水 3 ＳＳ情報(4) ○ ＣＴＴ１［書き方］(2) ○

9 5 27 水 2 科学英語Ⅰ(2) ○ ＳＳ情報(5) ○

10 5 27 水 3 ＳＳ情報(5) ○ 科学英語Ⅰ(2) ○

11 6 3 水 2 ＣＴＴ１［書き方］（3） ○ ＳＳ情報(6) ○

12 6 3 水 3 ＳＳ情報(6) ○ ＣＴＴ１［書き方］（3） ○

13 6 17 水 2 科学英語Ⅰ(3) ○ ＳＳ情報(7) ○

14 6 17 水 3 ＳＳ情報(7) ○ 科学英語Ⅰ(3) ○

15 6 24 水 2 ＣＴＴ２［生命倫理］(1) ○ ○ ＳＳ情報(8) ○

16 6 24 水 3 ＳＳ情報(8) ○ ＣＴＴ２［生命倫理］(1) ○ ○

17 7 15 水 2 科学英語Ⅰ(4) ○ ＳＳ情報(9) ○

18 7 15 水 3 ＳＳ情報(9) ○ 科学英語Ⅰ(4) ○

19 7 22 水 2 ＣＴＴ２［生命倫理］(2) ○ ○ ＳＳ情報(10) ○

20 7 22 水 3 ＳＳ情報(10) ○ ＣＴＴ２［生命倫理］(2) ○ ○

21 9 2 水 2 ＣＴＴ２［生命倫理］(3) ○ ○ ＳＳ情報(11) ○

22 9 2 水 3 ＳＳ情報(11) ○ ＣＴＴ２［生命倫理］(3) ○ ○

23 9 9 水 2 科学英語Ⅰ(5) ○ 科学英語Ⅰ(5) ○

24 9 9 水 3 課題研究基礎オリエンテーション ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究基礎オリエンテーション ○ ○ ○ ○ ○

25 9 16 水 2 ＣＴＴ３［ＡＩ］(1) ○ ○ ＳＳ情報(12) ○

26 9 16 水 3 ＳＳ情報(12) ○ ＣＴＴ３［ＡＩ］(1) ○ ○

27 9 23 水 2 ＣＴＴ３［ＡＩ］(2) ○ ○ ＳＳ情報(13) ○

28 9 23 水 3 ＳＳ情報(13) ○ ＣＴＴ３［ＡＩ］(2) ○ ○

29 9 30 水 2 課題研究基礎（1）－１ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究基礎（1）－１ ○ ○ ○ ○ ○

30 9 30 水 3 課題研究基礎（1）－２ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究基礎（1）－２ ○ ○ ○ ○ ○

31 10 14 水 2 科学英語Ⅰ(6) ○ ＳＳ情報(14) ○

32 10 14 水 3 ＳＳ情報(14) ○ 科学英語Ⅰ(6) ○

33 10 21 水 2 ＣＴＴ３［ＡＩ］(3) ○ ○ ＳＳ情報(15) ○

34 10 21 水 3 ＳＳ情報(15) ○ ＣＴＴ３［ＡＩ］(3) ○ ○

35 10 28 水 2 課題研究基礎（2）－１ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究基礎（2）－１ ○ ○ ○ ○ ○

36 10 28 水 3 課題研究基礎（2）－２ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究基礎（2）－２ ○ ○ ○ ○ ○

37 11 11 水 2 科学英語Ⅰ(7) ○ ＳＳ情報(16) ○

38 11 11 水 3 ＳＳ情報(16) ○ 科学英語Ⅰ(7) ○

39 11 25 水 2 課題研究基礎（3）－１ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究基礎（3）－１ ○ ○ ○ ○ ○

40 11 25 水 3 課題研究基礎（3）－２ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究基礎（3）－２ ○ ○ ○ ○ ○

41 12 9 水 2 科学英語Ⅰ(8) ○ ＣＴＴ４［環境］（1） ○ ○

42 12 9 水 3 ＣＴＴ４［環境］（1） ○ ○ 科学英語(8) ○

43 12 16 水 2 課題研究基礎（4）－１ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究基礎（4）－１ ○ ○ ○ ○ ○

44 12 16 水 3 課題研究基礎（4）－２ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究基礎（4）－２ ○ ○ ○ ○ ○

45 12 23 水 2 科学英語Ⅰ(9) ○ 科学英語Ⅰ(9) ○

46 12 23 水 3 ＣＴＴ４［環境］（2） ○ ○ ＣＴＴ４［環境］（2） ○ ○

47 1 13 水 2 ＣＴＴ４［環境］（3） ○ ○ 統計(1) ○

48 1 13 水 3 統計(1) ○ ＣＴＴ４［環境］（3） ○ ○

49 1 20 水 2 課題研究基礎（5）－１ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究基礎（5）－１ ○ ○ ○ ○ ○

50 1 20 水 3 課題研究基礎（5）－２ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究基礎（5）－２ ○ ○ ○ ○ ○

51 1 27 水 1 サイエインスイマージョン ○ サイエインスイマージョン ○

52 1 27 水 2 サイエインスイマージョン ○ サイエインスイマージョン ○

53 1 27 水 3 サイエインスイマージョン ○ サイエインスイマージョン ○

54 2 3 水 2 ＳＳＲⅠ振り返り 統計(2) ○

55 2 3 水 3 統計(2) ○ ＳＳＲⅠ振り返り

56 2 24 水 2 課題研究基礎発表会準備 ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究基礎発表会準備 ○ ○ ○ ○ ○

57 2 24 水 3 課題研究基礎発表会準備 ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究基礎発表会準備 ○ ○ ○ ○ ○
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数学
英語 国語

理科

1

2

3

4

回 月 日
内容

担当（氏名）

理科

後日割り振り

後日割り振り

2020(R2)年度 SSRⅠ 授業計画 担当（氏名）

理科 数学
英語 国語

１年 ̓，̔組  ਭ曜授業２，３限

䠑組 䠒組

内容

担当（氏名）

国語
数学

英語
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地歴

教○には教員名が⼊る 物理 化学 生物 地学 情報 数学 公民

̓限 教32 教37 教39 教40 教30 教21 教53 教10 教19

̔限 教32 教35 教38 教40 教25 教22 教54 教9 教13

回 曜 時

数 日 限 地歴 地歴

物理 化学 生物 地学 情報 数学 公民 物理 化学 生物 地学 情報 数学 公民

1 4 14 火 5 オリエンテーション ○ ○ ○ ○ ○ ＳＳ情報(1) ○

2 4 14 火 6 ＳＳ情報(1) ○ オリエンテーション ○ ○ ○ ○ ○

3 4 21 火 5 科学英語Ⅰ(1) ○ ＳＳ情報(2) ○

4 4 21 火 6 ＳＳ情報(2) ○ 科学英語Ⅰ(1) ○

5 4 28 火 5 ＣＴＴ１［書き方］(1) ○ ＳＳ情報(3) ○

6 4 28 火 6 ＳＳ情報(3) ○ ＣＴＴ１［書き方］(1) ○

7 5 12 火 5 ＣＴＴ１［書き方］（2） ○ ＳＳ情報(4) ○

8 5 12 火 6 ＳＳ情報(4) ○ ＣＴＴ１［書き方］(2) ○

9 5 19 火 5 科学英語Ⅰ(2) ○ ＳＳ情報(5) ○

10 5 19 火 6 ＳＳ情報(5) ○ 科学英語Ⅰ(2) ○

11 6 2 火 5 ＣＴＴ１［書き方］（3） ○ ＳＳ情報(6) ○

12 6 2 火 6 ＳＳ情報(6) ○ ＣＴＴ１［書き方］（3） ○

13 6 16 火 5 ＣＴＴ２［生命倫理］(1) ○ ○ ＳＳ情報(7) ○

14 6 16 火 6 ＳＳ情報(7) ○ ＣＴＴ２［生命倫理］(1) ○ ○

15 6 23 水 5 科学英語Ⅰ(3) ○ ＳＳ情報(8) ○

16 6 23 水 6 ＳＳ情報(8) ○ 科学英語Ⅰ(3) ○

17 7 7 火 5 ＣＴＴ２［生命倫理］(2) ○ ○ ＳＳ情報(9) ○

18 7 7 火 6 ＳＳ情報(9) ○ ＣＴＴ２［生命倫理］(2) ○ ○

19 7 14 火 5 ＣＴＴ２［生命倫理］(3) ○ ○ ＳＳ情報(10) ○

20 7 14 火 6 ＳＳ情報(10) ○ ＣＴＴ２［生命倫理］(3) ○ ○

21 7 21 火 5 科学英語Ⅰ(4) ○ ＳＳ情報(11) ○

22 7 21 火 6 ＳＳ情報(11) ○ 科学英語Ⅰ(4) ○

23 9 1 火 5 ＣＴＴ３［ＡＩ］(1) ○ ○ ＳＳ情報(12) ○

24 9 1 火 6 ＳＳ情報(12) ○ ＣＴＴ３［ＡＩ］(1) ○ ○

25 9 15 火 5 科学英語Ⅰ(5) ○ 科学英語Ⅰ(5) ○

26 9 15 火 6 課題研究Ａオリエンテーション ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究Ａオリエンテーション ○ ○ ○ ○ ○

27 9 29 火 5 ＣＴＴ３［ＡＩ］(2) ○ ○ ＳＳ情報(13) ○

28 9 29 火 6 ＳＳ情報(13) ○ ＣＴＴ３［ＡＩ］(2) ○ ○

29 10 6 火 5 科学英語Ⅰ(6) ○ ＳＳ情報(14) ○

30 10 6 火 6 ＳＳ情報(14) ○ 科学英語Ⅰ(6) ○

31 10 20 火 5 ＣＴＴ３［ＡＩ］(3) ○ ○ ＳＳ情報(15) ○

32 10 20 火 6 ＳＳ情報(15) ○ ＣＴＴ３［ＡＩ］(3) ○ ○

33 10 27 火 5 課題研究Ａ（1）－１ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究Ａ（1）－１ ○ ○ ○ ○ ○

34 10 27 火 6 課題研究Ａ（1）－２ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究Ａ（1）－２ ○ ○ ○ ○ ○

35 11 10 火 5 科学英語Ⅰ(7) ○ ＳＳ情報(16) ○

36 11 10 火 6 ＳＳ情報(16) ○ 科学英語Ⅰ(7) ○

37 11 17 火 5 課題研究Ａ（2）－１ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究Ａ（2）－１ ○ ○ ○ ○ ○

38 11 17 火 6 課題研究Ａ（2）－２ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究Ａ（2）－２ ○ ○ ○ ○ ○

39 11 24 火 5 課題研究Ａ（3）－１ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究Ａ（3）－１ ○ ○ ○ ○ ○

40 11 24 火 6 課題研究Ａ（3）－２ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究Ａ（3）－２ ○ ○ ○ ○ ○

41 12 1 火 5 科学英語Ⅰ(8) ○ ＣＴＴ４［環境］（1） ○ ○

42 12 1 火 6 ＣＴＴ４［環境］（1） ○ ○ 科学英語Ⅰ(8) ○

43 12 15 火 5 課題研究Ａ（4）－１ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究Ａ（4）－１ ○ ○ ○ ○ ○

44 12 15 火 6 課題研究Ａ（4）－２ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究Ａ（4）－２ ○ ○ ○ ○ ○

45 12 22 火 5 科学英語Ⅰ(9) ○ 科学英語Ⅰ(9) ○

46 12 22 火 6 ＣＴＴ４［環境］（2） ○ ○ ＣＴＴ４［環境］（2） ○ ○

47 1 12 火 5 ＣＴＴ４［環境］（3） ○ ○ 統計(1) ○

48 1 12 火 6 統計(1) ○ ＣＴＴ４［環境］（3） ○ ○

49 1 19 火 4 課題研究基礎（5）－１ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究基礎（5）－１ ○ ○ ○ ○ ○

50 1 19 火 6 課題研究基礎（5）－２ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究基礎（5）－２ ○ ○ ○ ○ ○

51 1 26 火 4 サイエインスイマージョン ○ サイエインスイマージョン ○

52 1 26 火 5 サイエインスイマージョン ○ サイエインスイマージョン ○

53 1 26 火 6 サイエインスイマージョン ○ サイエインスイマージョン ○

54 2 2 火 5 ＳＳＲ㻭振り返り 統計(2) ○

55 2 2 火 6 統計(2) ○ ＳＳＲ㻭振り返り

56 2 16 火 5 課題研究基礎発表会準備 ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究基礎発表会準備 ○ ○ ○ ○ ○

57 2 16 火 6 課題研究基礎発表会準備 ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究基礎発表会準備 ○ ○ ○ ○ ○

23

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

24

25

26

28

27

9

国語
理科

8

10

1

2

6

7

5

3

4

11

䠓組 䠔組

回 月 日
内容

担当（氏名）

内容

担当（氏名）

理科 数学
英語 国語

数学
英語

後日割り振り

後日割り振り

2020(R2)年度 SSR̘ 授業計画 担当（氏名）

理科 数学
英語 国語

１年 ̕，̖組  ⽕曜授業�，�限
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಼ ༲ 教Ռ
ޢࠅ 教� 教� 教�

教�� 教�2 教�3
教�4 教�� 教��
教�� 教�� 教��

ӵޢ 教�� 教�� 教��
Խֺ 教4�

�組 2組 3組
υΡϗʖφ ஏޮ 教�� 教�� 教��
Ռָӵޢᶚ ӵޢ 教�� 教�� 教��

回 曜 時 地歴 芸術

数 日 限 公民 音楽

1 4 9 木 6 ○ ○ ○ ○

2 4 16 木 6 ディベート(1) ○

3 4 23 木 6 ディベート(2) ○

4 4 30 木 6 課題研究(1) ○ ○ ○ ○

5 5 21 木 6 ディベート(3) ○

6 5 28 木 6 ディベート(4) ○

7 6 4 木 6 課題研究(2) ○ ○ ○ ○

8 6 11 木 6 科学英語Ⅱ(1) ○

9 6 25 木 6 ディベート(5) ○

10 7 2 木 6 ディベート(6) ○

11 7 16 木 6 科学英語Ⅱ(2) ○

12 9 10 木 6 科学英語Ⅱ(3) ○

13 9 17 木 6 課題研究(3) ○ ○ ○ ○

14 9 24 木 6 科学英語Ⅱ(4) ○

15 10 15 木 6 課題研究(4) ○ ○ ○ ○

16 10 22 木 6 科学英語Ⅱ(5) ○

17 10 29 木 6 課題研究(5) ○ ○ ○ ○

18 11 5 木 6 課題研究(6) ○ ○ ○ ○

19 11 12 木 6 科学英語Ⅱ(6) ○

20 11 19 木 4 課題研究(7) ○ ○ ○ ○

21 11 26 木 6 科学英語Ⅱ(7) ○

22 12 10 木 6 課題研究(8) ○ ○ ○ ○

23 12 17 木 5 科学英語Ⅱ(8) ○

24 1 7 木 6 課題研究(9) ○ ○ ○ ○

25 1 14 木 6 課題研究(10) ○ ○ ○ ○

26 1 21 木 6 課題研究(11) ○ ○ ○ ○

27 5 課題研究発表会 発表 ○ ○ ○ ○

28 6 課題研究発表会 発表 ○ ○ ○ ○

29 2 4 木 6 SSRⅡの振り返り

30 2 25 木 6 課題研究論文作成(1) ○ ○ ○ ○

課題研究論文作成（2～4） ○ ○ ○ ○31～33 卒業式後

木

ศ㔝内㻌୰㛫報࿌会

発表リ䝝ーサ䝹

発表

㏣研究䚸情報㞟

1 28

発表準備

発表リ䝝ーサ䝹

㏣研究䚸情報㞟

ཎ✏సᡂ

前半　全体オリエンテーション　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　AV教室・社会科教室
後半　課題研究オリエンテーション（課題研究担当者）
　　　　分野（国・社・英・音）希望調査用紙記入　→　4/13（月)　SHRで担任へ提出

䝕䜱䝧ー䝖䛾ㄝ᫂䚸テーマᥦ♧䚸⌜ศ䛡（2テーマ䚸8⌜）

⌜内ศ担Ỵ䜑䚸情報㞟

ศ㔝䛤䛸䛻䜾䝹ー䝥ศ䛡䚷䚷担当教ㅍỴᐃ䚷䚷テーマ᳨ウ

情報㞟䚸準備

情報㞟䚸準備

テーマ᳨ウ

オリエンテーション（英語䛾ᩥ⊩䜔䝕ー䝍䜢ㄞ䜐）

䝕䜱䝧ー䝖ᐇ㊶（１）2テーマ4⌜

䝕䜱䝧ー䝖ᐇ㊶（２）2テーマ4⌜

䝕ー䝍㞟䞉⪃ᐹ

୴ 

2020(R2)年度 SSRᶚ�ชܧ 授業計画
՟ୌڂݜ

ஏྼ
ޮ

２年 １，２，３組  曜授業̔限ʤ１ୱҒʥ

月 日 内容 取り組み 国語

担　当

英語

１，　２，　３組　共通

教○には教員名が⼊る

発表ᵓᡂసᡂ䞉発表ཎ✏సᡂ

情報㞟䚷䚷研究

研究テーマỴᐃ䚷䚷研究ス䝍ー䝖䚷情報㞟䚷䚷研究

ཎ✏సᡂ

情報㞟䚷䚷研究

後日割り振り

研究・発表した内容を論文にまとめる（A4版で2枚）

研究・発表した内容を論文にまとめる（A4版で2枚）

一年間の取組を振り返る
提出物の返却、振り返りシートへの記述、自己評価、ファイルの整理など

情報㞟䚷䚷研究

発表ᵓᡂసᡂ䞉発表ཎ✏సᡂ
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内　容 教科

数学 教23 教20 教25

教32 教33 教34

教35 教36 教37

教38 教39 教41

教40

ಖ体 教44 教45

ᐙᗞ 教59

㸲組 㸳組 㸴組

ディベート 地公 教16 教18 教15

科学英語Ⅱ 英語 教57 教55 教51

回 曜 時 地歴

数 日 限 公民

1 4 10 㔠 6 ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 4 17 㔠 6 ディベート(1) ○

3 4 24 㔠 6 ディベート(2) ○

4 5 8 㔠 6 課題研究(1) ○ ○ ○ ○

5 5 22 㔠 6 ディベート(3) ○

6 5 29 㔠 6 ディベート(4) ○

7 6 5 㔠 6 科学英語Ⅱ(1) ○

8 6 12 㔠 6 ディベート(5) ○

9 6 19 㔠 6 ディベート(6) ○

10 7 3 㔠 6 課題研究(2) ○ ○ ○ ○

11 7 17 㔠 6 科学英語Ⅱ(2) ○

12 8 28 㔠 6 課題研究(3) ○ ○ ○ ○

13 9 4 㔠 6 科学英語Ⅱ(3) ○

14 9 18 㔠 6 課題研究(4) ○ ○ ○ ○

15 9 25 㔠 6 科学英語Ⅱ(4) ○

16 10 16 㔠 6 課題研究(5) ○ ○ ○ ○

17 10 23 㔠 6 課題研究(6) ○ ○ ○ ○

18 10 30 㔠 6 科学英語Ⅱ(5) ○

19 11 6 㔠 6 課題研究(7) ○ ○ ○ ○

20 11 13 㔠 6 科学英語Ⅱ(6) ○

21 11 20 㔠 4 課題研究(8) ○ ○ ○ ○ ○

22 11 27 㔠 6 科学英語Ⅱ(7) ○

23 12 18 㔠 5 科学英語Ⅱ(8) ○

24 1 8 㔠 6 課題研究(9) ○ ○ ○ ○

25 1 15 㔠 6 課題研究(10) ○ ○ ○ ○

26 1 22 㔠 6 課題研究(11) ○ ○ ○ ○

27 5 課題研究発表会 ○ ○ ○ ○

28 6 課題研究発表会 ○ ○ ○ ○

29 2 12 㔠 6 SSRⅡの振り返り

30 2 26 㔠 6 課題研究論文作成(1) ○ ○ ○ ○

課題研究論文作成（2～4） ○ ○ ○ ○

月 日 内容 取り組み

卒業式後31～33

研究テーマỴᐃ䚷䚷研究ス䝍ー䝖䚷情報㞟䚷䚷研究

前半　全体オリエンテーション　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　AV教室・社会科教室
後半　課題研究オリエンテーション（課題研究担当者）
　　　　分野（数・理・体・ᐙ）希望調査用紙記入　→　4/14（ⅆ)　SHRで担任へ提出

䝕䜱䝧ー䝖䛾ㄝ᫂䚸テーマᥦ♧䚸⌜ศ䛡（2テーマ䚸8⌜）

⌜内ศ担Ỵ䜑䚸情報㞟

ศ㔝䛤䛸䛻䜾䝹ー䝥ศ䛡䚷䚷担当教ㅍỴᐃ䚷䚷テーマ᳨ウ

情報㞟䚸準備

情報㞟䚸準備

➨１回ᐇ⩦オリエンテーション（数Ꮠ䞉計⟬䛾表⌧）

䝕䜱䝧ー䝖ᐇ㊶（１）2テーマ4⌜

䝕䜱䝧ー䝖ᐇ㊶（２）2テーマ4⌜

担　当

2020(R2)年度 SSRᶚ�ཀྵܧ 授業計画
課題研究

理科

２年 ̒，̓，̔組  ۜ曜授業̔限ʤ１ୱҒʥ

ಖ体 ᐙᗞ

担　当

理科

㸲，　㸳，　㸴組　共通

数学 英語

テーマ᳨ウ

➨２回ᐇ⩦䚷䜾䝷䝣䞉䝏䝱ー䝖䛾ㄝ᫂

発表準備

ᐇ㦂䞉ほᐹ䞉䝕ー䝍ศᯒ

ᐇ㦂䞉ほᐹ䞉䝕ー䝍ศᯒ

ᐇ㦂䞉ほᐹ䞉䝕ー䝍ศᯒ

ᐇ㦂䞉ほᐹ䞉䝕ー䝍ศᯒ

➨䠒回䚷発表ᵓᡂసᡂ䞉発表ཎ✏సᡂ

ศ㔝内㻌୰㛫報࿌会

発表リ䝝ーサ䝹

教○には教員名が⼊る

後日割り振り

研究・発表した内容を論文にまとめる（A4版で2枚）

1 29 㔠

研究・発表した内容を論文にまとめる（A4版で2枚）

一年間の取組を振り返る
提出物の返却、振り返りシートへの記述、自己評価、ファイルの整理など

発表

発表

発表リ䝝ーサ䝹

➨３回ᐇ⩦䚷㐣ཤ䛾課題研究䛾ศᯒ䞉科学英語䛾表⌧䛾学⩦

ᐇ㦂䞉ほᐹ䞉䝕ー䝍ศᯒ

➨４回䚷㐣ཤ䛾課題研究䜢⏝䛔䛶䝥䝺䝊ンテーション䛾⦎⩦

➨䠑回䚷発᫂䞉䝖䝢䝑䜽㑅䜃

発表
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䡿䢚䡤䢉䢚䡬䢀

教○には教員名が⼊る 物理 化学 生物 地学 数学 䢎䡿䢚䡤䡲䢕 地公

�組 教57 教16

̖組 教55 教18

回 曜 時

数 日 限 䡿䢚䡤䢉䢚䡬䢀 䡿䢚䡤䢉䢚䡬䢀

物理 学 ⏕物 地学 数学 㺰㺡㺼㺆㺔㺷 地公 物理 学 ⏕物 地学 数学 㺰㺡㺼㺆㺔㺷 地公

1 4 15 Ỉ 5 オリエンテーション ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ オリエンテーション ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 4 15 Ỉ 6
３年⏕ᢏ発表会‽ഛ(S）
課題研究㹀（0）

○ ○ ○ ○ ○ ○
３年⏕ᢏ発表会‽ഛ(S）
課題研究㹀（0）

○ ○ ○ ○ ○ ○

3 4 22 Ỉ 5 ディベート(1) ○ ディベート(1) ○

4 4 22 Ỉ 6 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 5 1 㔠 5 ディベート(2) ○ ディベート(2) ○

6 5 1 㔠 6 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 5 20 Ỉ 5 ディベート(3) ○ ディベート(3) ○

8 5 20 Ỉ 6 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 5 27 Ỉ 5 ディベート(4) ○ ディベート(4) ○

10 5 27 Ỉ 6 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 6 3 Ỉ 5 科学英語Ⅱ(1) ○ 科学英語Ⅱ(1) ○

12 6 3 Ỉ 6 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 6 17 Ỉ 5 ディベート(5) ○ ディベート(5) ○

14 6 17 Ỉ 6 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○

15 6 24 Ỉ 5 ディベート(6) ○ ディベート(6) ○

16 6 24 Ỉ 6 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○

17 7 8 Ỉ 5 科学英語Ⅱ(2) ○ 科学英語Ⅱ(2) ○

18 7 8 Ỉ 6 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○

19 7 15 Ỉ 5 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○

20 7 15 Ỉ 6 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 28 ⅆ

21 9 9 Ỉ 5 科学英語Ⅱ(3) ○ ⤫ィ(1) ○

22 9 9 Ỉ 6 ⤫ィ(1) ○ 科学英語Ⅱ(3) ○

23 9 16 Ỉ 5 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○

24 9 16 Ỉ 6 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○

25 9 23 Ỉ 5 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○

26 9 23 Ỉ 6 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○

27 10 14 Ỉ 5 科学英語Ⅱ(4) ○ ⤫ィ(2) ○

28 10 14 Ỉ 6 ⤫ィ(2) ○ 科学英語Ⅱ(4) ○

29 10 21 Ỉ 5 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○

30 10 21 Ỉ 6 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○

31 11 4 Ỉ 5 科学英語Ⅱ(5) ○ ⤫ィ(3) ○

32 11 4 Ỉ 6 ⤫ィ(3) ○ 科学英語Ⅱ(5) ○

33 11 11 Ỉ 5 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○

34 11 11 Ỉ 6 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○

35 11 18 Ỉ 3 科学英語Ⅱ(6) ○ ⤫ィ(4) ○

36 11 18 Ỉ 4 ⤫ィ(4) ○ 科学英語Ⅱ(6) ○

37 12 2 Ỉ 2 科学英語Ⅱ(7) ○ ⤫ィ(5) ○

38 12 2 Ỉ 3 ⤫ィ(5) ○ 科学英語Ⅱ(7) ○

39 12 9 Ỉ 5 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○

40 12 9 Ỉ 6 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○

41 12 16 Ỉ 5 課題研究㹀　୰間発表会ճ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究㹀　୰間発表会ճ ○ ○ ○ ○ ○ ○

42 12 16 Ỉ 6 課題研究㹀　୰間発表会ճ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究㹀　୰間発表会ճ ○ ○ ○ ○ ○ ○

43 12 23 Ỉ 5 科学英語Ⅱ(8) ○ 科学英語Ⅱ(8) ○

44 12 23 Ỉ 6 ⤫ィ(6) ○ ⤫ィ(6) ○

45 1 13 Ỉ 5 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○

46 1 13 Ỉ 6 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○

47 1 20 Ỉ 5 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○

48 1 20 Ỉ 6 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○

49 1 27 Ỉ 5 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○

50 1 27 Ỉ 6 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○

51 2 3 Ỉ 5 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○

52 2 3 Ỉ 6 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○

53 2 17 Ỉ 5 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○

54 2 17 Ỉ 6 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○

55 2 24 Ỉ 5 SSR%の振り返り SSR%の振り返り

56 2 24 Ỉ 6 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○

57 3 17 Ỉ 5 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○

58 3 17 Ỉ 6 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 課題研究㹀 ○ ○ ○ ○ ○ ○

担当（氏名）

課題研究㻮
統計

科学
英語

２年̕，̖組  ਭ曜授業̓，̔限ʤ２ୱҒʥ
教32
教33
教34

教35
教36
教37

教38
教39
教41

教40
教23
教20

教31
教25

教23
教25

回 月 日
内容

担　　当

㸵　組 　㸶　組

内容

担　　当

課題研究㹀
⤫ィ

科学
英語

課題研究㹀
⤫ィ

科学
英語

6

7

8

9

10

1

2

3

4

5

➨㸶回᪂₲┴SSH⏕ᚐ研究発表会　LQ�(FKLJR�1A*A2.A　　୰間発表会ղ

13

14

15

16

12

11

17

後日割り振り

29

2020(R2)年度  SSR% 授業計画

24

25

26

27

28
後日割り振り

18

19

20

21

22

23
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物理 化学 生物 地学

教32 教35 教38 教40 教26 教29 教52 教49

教33 教36 教39 教28 教22 教56 教58

教34 教37 教41

サイエンス䝁ース

物理 化学 生物 地学

1 4 9 ᮌ 7 課題研究発表会準備 ○ ○ ○ ○ ○

2 4 10 㔠 7 課題研究発表会準備 ○ ○ ○ ○ ○

3 4 14 火 7 課題研究発表会準備 ○ ○ ○ ○ ○

4 4 15 水 7 課題研究発表会準備 ○ ○ ○ ○ ○

5 4 16 ᮌ 7 課題研究発表会準備 ○ ○ ○ ○ ○

6 4 17 㔠 5 ᨺ課（発表会準備） ○

7 4 17 㔠 6 ᨺ課（発表会準備） ○

8 4 17 㔠 7 ᨺ課（発表会準備） ○

6䡚8 4 18 ᅵ ༗後 㻿㻿㻴サイエンス䝁ース課題研究発表会（㻺㻯䝩ー䝹） ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 4 23 ᮌ 7 ㄽᩥసᡂ（日ᮏ語） ○ ○ ○ ○ ○

10 4 30 ᮌ 7
㛗ᒸᢏ⾡科学学学㛗ዡບ㈹表ᙲ
国発表会ฟሙ（⚄ᡞ）䞉䜰オー䝺英語䡿䢚䡤䡹䡲䡫䡸䡪䢙䚸䝫ス䝍ー英
語化䛩䜛䡴䢚䢕䡬䢈䢛䛾発表䚷䚷䚷䚷ㄽᩥసᡂ（日ᮏ語）

○ ○ ○ ○ ○ ○

11 5 7 ᮌ 7 ㄽᩥసᡂ（日ᮏ語） ○ ○ ○ ○ ○

12 5 21 ᮌ 7 ㄽᩥసᡂ（日ᮏ語） ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 5 28 ᮌ 7 ㄽᩥసᡂ（日ᮏ語）䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷ᥦฟ⥾ษ䚷䠑月２䠕日（㔠） ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 6 4 ᮌ 7 科学英語䊢䚷䚷ㄽᩥసᡂ（英語） ○ ○

15 6 11 ᮌ 7 科学英語䊢䚷䚷ㄽᩥసᡂ（英語） ○ ○

16 6 18 ᮌ 7 科学英語䊢䚷䚷ㄽᩥసᡂ（英語） ○ ○

17 6 25 ᮌ 7 科学英語䊢䚷䚷ㄽᩥసᡂ（英語）䚷䚷䚷ᡂ䚷ᥦฟ䚷䚷䚷 ○ ○

18 7 2 ᮌ 7 日ᮏ学生科学㈹䜎䛯䛿㧗ᰯ生科学ᢏ⾡䝏䝱䝺ンジฟရ⚊సᡂ ○ ○ ○ ○ ○

19 7 16 ᮌ 7 日ᮏ学生科学㈹䜎䛯䛿㧗ᰯ生科学ᢏ⾡䝏䝱䝺ンジฟရ⚊సᡂ ○ ○ ○ ○ ○

20㻘21 7 22 水 㻸㻴㻾後 ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 28 ᮌ ⤊日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

䠓組

22 8 27 ᮌ 7 ○

23 9 10 ᮌ 7 ○

24 9 17 ᮌ 7 ○

25 9 24 ᮌ 7 ○

26 10 8 ᮌ 7 ○

27 10 15 ᮌ 7 ○

28 10 22 ᮌ 7 ○

29 10 29 ᮌ 7 ○

30 11 5 ᮌ 7 ○

31 11 12 ᮌ 7 ○

32 11 26 ᮌ 7 ○

33 12 10 ᮌ 7 ○

34 12 17 ᮌ 7 ○

35 1 7 ᮌ 7 ○

36 1 14 ᮌ 7 ○

⮬↛科学ศ㔝䛾学⩦

⮬↛科学ศ㔝䛾学⩦

⮬↛科学ศ㔝䛾学⩦

⮬↛科学ศ㔝䛾学⩦

⮬↛科学ศ㔝䛾学⩦

⮬↛科学ศ㔝䛾学⩦

⮬↛科学ศ㔝䛾学⩦

⮬↛科学ศ㔝䛾学⩦

⮬↛科学ศ㔝䛾学⩦

⮬↛科学ศ㔝䛾学⩦

⮬↛科学ศ㔝䛾学⩦

⮬↛科学ศ㔝䛾学⩦

担当（氏名）

理科
数学

䝯䝕䜱䜹䝹䝁ース

内䚷容

英語

担当（氏名）

教○には教員名が⼊る

２̎２̎年度 SSR& 授業計画

回
数

月 日
曜
日

時
限

３年 ̕，̖組  曜授業 ̕限

内䚷容
理科

数学

課題研究（䝫ス䝍ーసᡂ）

課題研究（䝫ス䝍ーసᡂ）

課題研究（䝫ス䝍ーసᡂ）

課題研究（䝫ス䝍ーసᡂ）

課題研究（䝫ス䝍ーసᡂ）

௦䝊䝭ㅮᖌ䛻䜘䜛་⒪ㅮ₇会

௦䝊䝭ㅮᖌ䛻䜘䜛་⒪ㅮ₇会

௦䝊䝭ㅮᖌ䛻䜘䜛་⒪ㅮ₇会

ఇ日

課題研究（䝫ス䝍ーసᡂ）

課題研究（䝫ス䝍ーసᡂ）

⮬↛科学ศ㔝䛾学⩦

⮬↛科学ศ㔝䛾学⩦

⮬↛科学ศ㔝䛾学⩦

英語

課題研究（䝫ス䝍ーసᡂ）

科学英語䊢

科学英語䊢

課題研究（䝫ス䝍ーసᡂ）

課題研究（䝫ス䝍ーసᡂ）

課題研究（䝫ス䝍ーసᡂ）

課題研究（䝫ス䝍ーసᡂ）

課題研究（䝫ス䝍ーసᡂ）

課題研究（䝫ス䝍ー䞉ㄽᩥᥦฟㄝ᫂）

䜰オー䝺発表会準備

᪂₲┴㻿㻿㻴生ᚐ研究発表会㻌㼕㼚㻌㻱㼏㼔㼕㼓㼛㻙㻺㻭㻳㻭㻻㻷㻭䚷（䜰オー䝺㛗ᒸ）

䠔組
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Ｃ Ｔ Ｔ

SSRⅠ・SSRA
クリティカル
シンキング
トレーニング

Ｃ
Ｔ
Ｔ



- 1 -

ＣＴＴ１（書き方）①

ＳＳＲⅠ・ＳＳＲＡ
クリティカルシンキングトレーニング（ＣＴＴ）

■ＣＴＴ１（書き方）

回 学習活動 教材

○ＣＴＴの概要説明 ○プリント
１ ○原稿用紙の使い方説明 ○国語便覧

○「反論の訓練～基礎練習・型の習得」
１ 主張と根拠を確認する
２ 反論を考える

○「反論の訓練～基礎練習・型の習得」 ○プリント
２ ３ 型の提示と文章の作成 ○原稿用紙

○国語辞典

○相互評価 ○プリント
３ ○反論の推敲・清書 ○原稿用紙

○国語辞典

なぜ反論を学ぶのか？

●意見とは、本質的に先行する意見に対する「異見」として生まれ、たとえそれが具体的
な明確な形で現れなくても、対立する意見に対する「反論」という性質を持っています。

●反論は、真理を保証するための欠かせない方法です。自然科学と異なり、人文・社会科
学における意見のほとんどは何が真理であるかを直接的な形で証明することが困難です。
そこでは、議論という過程を通して反論に耐えうることが確認された立論こそが暫定的
な真理の座を射止めることができます。

●反論をすることにより、相手の議論を具体的に検討する習慣・技能が身につきます。ま
た、反論を記述することにより、相手に自分の考えをわかりやすく伝える力が身につき
ます。

●自分の「反論力」を向上させることにより、自分の考えに自分で反論し、自分の考えを
より深めていくことができます。

14



- � -

ＣＴＴ１（書き方）ṟ 反論のカ⦎㹼ᇶ♏⦎⩦࣭ᆺの⩦ᚓ㹼

１ ᙇ᰿ᣐを☜ㄆࡿࡍ

ࠖ̿ࡎࡣࡓ࠼⪏ࡣ▱㐣ಖㆤ͇̿⤖᰾࿌͆ࡶࡾࡲ࠶ࠕ 㚝 ⛱ᙪ
人はࡔれしもṚすき定めにある。≀ᚰついたなࡤࡽ、このᐇはࡔれも▱るとこࢁ

となる。つまり「Ṛ」はすての人に「࿌▱」されている。
ᖹᆒᑑがᅄ༑ṓそこそこであった明ᮇまでは、ᅄ༑を㉸せࡤもうけものと人ࠎは

考えたであࢁうし、その⠇┠を過ࡂれࡤいつṚんでもおかしくないと、それなりのぬᝅ
も⛎めたはࡎである。
ᜍࡽく、生がそのようにあまり㛗くなかったᡤⅭあࢁう。᫇の人㛫は᪥とはẚ㍑に

なࡎࡽ、ⱝくして成のឤをᢪかせる⪅がᑡなくなかった。そして、また༑௦、୕༑
௦の⤊わりまでにࡦとかどのをなしとࡆた。
⤊ᡓ直ᚋまで、᪥本人の᭱Ṛᅉは「⤖᰾」であった。そのᖺ㛫Ṛஸ⪅ᩘ༑人で、

᪥の⒴Ṛ⪅のそれとᕪない。いや、人ཱྀẚかࡽゝえࡤẚ㍑になࡽないᩘᏐであった。
ṇに「国Ẹ」であり、「Ṛに⮳る」であったが、「⤖᰾」というྡ࿌▱はᙜ然のዴ
くなされ、そして人ࠎもこれに耐えてきた。
ᅄ༑ᖺを⤒て、᪥では⒴がṚᅉのトࢵプにおどりฟた。しかし、 の⤖᰾ほどの

⊛ጾではない。ᅄ༑を過ࡂてできたᮎっᏊに対するぶのように、᪥人ࠎは「⒴」に対
して的なまでに過保ㆤになっている。「⤖᰾」の࿌▱に耐えた᪥本人が、「⒴」の࿌▱
に耐えࡽれないはࡎはないのである。そしてᐇ、すᕝ႐作、ᮧ清、༓ⴥᩔᏊẶࡽ
の㜚記で▱ࡽれるように、ᗄከの人ࠎがこのᐇを証ゝしている。
「⒴の࿌▱」がいつかࣈࢱࡽーどされた理⏤は᠈ できる。それは、ᙜは⒴がまࡔ

⌋しく、་⒪⪅もこれにᡞᝨって対ฎする⾡を見いࡔせࡎ、ከくが「Ṛに⮳る」とな
ったかࡽである。
、ࡧれたẼとなった。ゝうまでもなく、ᖹᆒᑑがᘏࡩが᪥、⒴はᴟめてありࡔ

ᖹ行して⒴ᖺ㱋ᒙ̿⒴は༑௦、භ༑௦がࣆークを༨める̿が㣕㌍的にቑຍしたかࡽで
ある。⒴のためにⱝくして↓ᛕのṚを㏄えࡤࡡなࡽないものはそうከくはないのである。
ᮧ清Ặはそのᩘᑡないእ⪅であったが、それでもᙼは⒴と▱ってึめて、めくる
めくような生の㍤きをさながࡽ᐀教的回ᚰのࡈとく体㦂している。Ṛを直どし、₩くこ
れをཷᐜすることが、人㛫の人㛫たるᑛཝの✲ᴟの証しであࢁう。
「⒴の࿌▱」をཷᐜできるかྰかは、「Ṛにࡺく」のシ࣐ࣗࢻࢼンがいࡌࡳくも

ᣦしているように、その人の生きࡊまのいかんにすてがかかっている。よくṚࡠた
めには、われわれはよく生きࡤࡡなࡽないのである。

ࠗ⏘⤒᪂⪺࠘1��� ᖺ 1� ᭶ 11 ᪥記より

࠙➹⪅（㚝Ặ）のᙇࠚ

࠙᰿ᣐࠚ
㹙⒴（か࡚ࡘの）⤖᰾の㢮ఝⅬ㹛

ձ

ղ

࠙論⌮ࠚ㸻࠙᰿ᣐࠚを࠙ࡶ➹⪅（㚝Ặ）のᙇࠚを論⌮ⓗ書ࠋ࠺ࡼࡳ࡚࠸

15



- � -

㸰 反論を⪃ࡿ࠼

࠙反論ࠚ㸻㹙⒴（か࡚ࡘの）⤖᰾のᕪ␗Ⅼ㹛

反

論

ձ

反

論

ղ

反

論

ճ

㸱 ᆺのᥦ♧ᩥ❶のసᡂ

ḟの型にᚑって、ඵⓒᏐで反論を書いてࡳよう。

⚾は㚝Ặの意見に反対である。

論⌮

しかし、この論理はおかしい。⤖᰾と⒴とでは、「࿌▱」というၥ㢟を考える上で、
↓どできないきな㐪いがあるかࡽである。
➨୍に、͐͐ 反論ձ

➨に、͐͐ 反論ղ

➨୕に、͐͐ 反論ճ

௨上の理⏤により、㚝Ặの論理は成り立たない。

16
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１年　　　組　　　番　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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㹁㹒㹒㸯「᭩ࡁ᪉」մホ౯⾲       � ᖺ㸦� � 㸧⤌㸦� � � 㸧␒� Ặྡ㸦� � � � � � � � � � � � � � � � 㸧    
ホ౯⪅㸯                          1 年（  ）組（   ）␒ Ặྡ（                ） 

㻌 Ｉ(Ideas)  

基礎的知識 

Ｃ(Connections) 

基礎的知識間のつながり 

Ｅ(Extensions) 

知の応用 

ཎ✏用⣬の࠸᪉ 

᭩き᪉な 

ṇし࠸ཎ✏用⣬の࠸᪉ができる。 

 。体である「であるࠊࡔ」

語ྃの࠸᪉が㐺ษでࠊ文ពの通ࡌな࠸とこࢁ

がな࠸。 

ᤵᴗで学ࡔࢇ論の基本のᙧᘧで文❶が᭩かれ

て࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

ㄞ解に࠸ࡘて ➹⪅の主ᙇを㐺ษにまとࡵて࠸る。 ➹⪅の主ᙇの᰿ᣐを㐺ษにグ㏙して࠸る。 ➹⪅の主ᙇと᰿ᣐをࠊ᥋⥆語を࠸論理的にࡘな

 。る࠸てグ㏙してࡆ

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

論に࠸ࡘて １ࡵࡘの論が㏙られて࠸る。 １ࡵࡘの論の㐺ษな᰿ᣐが㏙られて࠸る。 論と᰿ᣐをࠊ᥋⥆語を࠸論理的にࡘなࡆてグ

㏙して࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

論に࠸ࡘて ２ࡵࡘの論が㏙られて࠸る。 ２ࡵࡘの論の㐺ษな᰿ᣐが㏙られて࠸る。 ⮬身の考えと課題文のㄞྲྀࡳりをࡘなࡆてグ㏙

して࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

論に࠸ࡘて ３ࡵࡘの論が㏙られて࠸る。 ３ࡵࡘの論の㐺ษな᰿ᣐが㏙られて࠸る。 ⮬分⮬身でㄪて得た情報ࡶ活用してࠊ論を組

 。る࠸てて❧ࡳ

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

 �ント   ྜ計Ⅼ      㸭3࣓ࢥ

 

ホ౯⪅㸰                          1 年（  ）組（   ）␒ Ặྡ（                ）�

㻌 Ｉ(Ideas)  

基礎的知識 

Ｃ(Connections) 

基礎的知識間のつながり 

Ｅ(Extensions) 

知の応用 

ཎ✏用⣬の࠸᪉ 

᭩き᪉な 

ṇし࠸ཎ✏用⣬の࠸᪉ができる。 

 。体である「であるࠊࡔ」

語ྃの࠸᪉が㐺ษでࠊ文ពの通ࡌな࠸とこࢁ

がな࠸。 

ᤵᴗで学ࡔࢇ論の基本のᙧᘧで文❶が᭩かれ

て࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

ㄞ解に࠸ࡘて ➹⪅の主ᙇを㐺ษにまとࡵて࠸る。 ➹⪅の主ᙇの᰿ᣐを㐺ษにグ㏙して࠸る。 ➹⪅の主ᙇと᰿ᣐをࠊ᥋⥆語を࠸論理的にࡘな

 。る࠸てグ㏙してࡆ

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

論に࠸ࡘて １ࡵࡘの論が㏙られて࠸る。 １ࡵࡘの論の㐺ษな᰿ᣐが㏙られて࠸る。 論と᰿ᣐをࠊ᥋⥆語を࠸論理的にࡘなࡆてグ

㏙して࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

論に࠸ࡘて ２ࡵࡘの論が㏙られて࠸る。 ２ࡵࡘの論の㐺ษな᰿ᣐが㏙られて࠸る。 ⮬身の考えと課題文のㄞྲྀࡳりをࡘなࡆてグ㏙

して࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

論に࠸ࡘて ３ࡵࡘの論が㏙られて࠸る。 ３ࡵࡘの論の㐺ษな᰿ᣐが㏙られて࠸る。 ⮬分⮬身でㄪて得た情報ࡶ活用してࠊ論を組

 。る࠸てて❧ࡳ

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

 �ント   ྜ計Ⅼ      㸭3࣓ࢥ

 

ホ౯⪅３                          1 年（  ）組（   ）␒ Ặྡ（                ） 

㻌 Ｉ(Ideas)  

基礎的知識 

Ｃ(Connections) 

基礎的知識間のつながり 

Ｅ(Extensions) 

知の応用 

ཎ✏用⣬の࠸᪉ 

᭩き᪉な 

ṇし࠸ཎ✏用⣬の࠸᪉ができる。 

 。体である「であるࠊࡔ」

語ྃの࠸᪉が㐺ษでࠊ文ពの通ࡌな࠸とこࢁ

がな࠸。 

ᤵᴗで学ࡔࢇ論の基本のᙧᘧで文❶が᭩かれ

て࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

ㄞ解に࠸ࡘて ➹⪅の主ᙇを㐺ษにまとࡵて࠸る。 ➹⪅の主ᙇの᰿ᣐを㐺ษにグ㏙して࠸る。 ➹⪅の主ᙇと᰿ᣐをࠊ᥋⥆語を࠸論理的にࡘな

 。る࠸てグ㏙してࡆ

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

論に࠸ࡘて １ࡵࡘの論が㏙られて࠸る。 １ࡵࡘの論の㐺ษな᰿ᣐが㏙られて࠸る。 論と᰿ᣐをࠊ᥋⥆語を࠸論理的にࡘなࡆてグ

㏙して࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

論に࠸ࡘて ２ࡵࡘの論が㏙られて࠸る。 ２ࡵࡘの論の㐺ษな᰿ᣐが㏙られて࠸る。 ⮬身の考えと課題文のㄞྲྀࡳりをࡘなࡆてグ㏙

して࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

論に࠸ࡘて ３ࡵࡘの論が㏙られて࠸る。 ３ࡵࡘの論の㐺ษな᰿ᣐが㏙られて࠸る。 ⮬分⮬身でㄪて得た情報ࡶ活用してࠊ論を組

 。る࠸てて❧ࡳ

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

 �ント   ྜ計Ⅼ      㸭3࣓ࢥ

 

⮬ᕫホ౯                          1 年（  ）組（   ）␒ Ặྡ（                ）�

㻌 Ｉ(Ideas)  

基礎的知識 

Ｃ(Connections) 

基礎的知識間のつながり 

Ｅ(Extensions) 

知の応用 

ཎ✏用⣬の࠸᪉ 

᭩き᪉な 

ṇし࠸ཎ✏用⣬の࠸᪉ができる。 

 。体である「であるࠊࡔ」

語ྃの࠸᪉が㐺ษでࠊ文ពの通ࡌな࠸とこࢁ

がな࠸。 

ᤵᴗで学ࡔࢇ論の基本のᙧᘧで文❶が᭩かれ

て࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

ㄞ解に࠸ࡘて ➹⪅の主ᙇを㐺ษにまとࡵて࠸る。 ➹⪅の主ᙇの᰿ᣐを㐺ษにグ㏙して࠸る。 ➹⪅の主ᙇと᰿ᣐをࠊ᥋⥆語を࠸論理的にࡘな

 。る࠸てグ㏙してࡆ

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

論に࠸ࡘて １ࡵࡘの論が㏙られて࠸る。 １ࡵࡘの論の㐺ษな᰿ᣐが㏙られて࠸る。 論と᰿ᣐをࠊ᥋⥆語を࠸論理的にࡘなࡆてグ

㏙して࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

論に࠸ࡘて ２ࡵࡘの論が㏙られて࠸る。 ２ࡵࡘの論の㐺ษな᰿ᣐが㏙られて࠸る。 ⮬身の考えと課題文のㄞྲྀࡳりをࡘなࡆてグ㏙

して࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

論に࠸ࡘて ３ࡵࡘの論が㏙られて࠸る。 ３ࡵࡘの論の㐺ษな᰿ᣐが㏙られて࠸る。 ⮬分⮬身でㄪて得た情報ࡶ活用してࠊ論を組

 。る࠸てて❧ࡳ

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

 �ント   ྜ計Ⅼ      㸭3࣓ࢥ
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20 

長岡高校 ＳＳＲＡ・ＳＳＲⅠ 

ＣＴＴ２ 「生命倫理（クローンペット）」授業計画（授業３時間） 

参考：ＣＴＴ；クリティカルシンキングトレーニング 

『ＳＳＲＡ』，『ＳＳＲⅠ』の目的・期待される効果 （申請書より） 

 情報活用や，教科科目の枠を超えた内容を扱い，論理的思考力・批判的思考力を養うことで，課題研究を行うため

の基礎的技能と思考力等を身につける。 

「ＣＴＴ」 

・論理的思考力・批判的思考力を養うためのプログラムを全校体制で実施する。

・資料を読み，資料に対しての自らの考えを要約し，それを小グループで発表し相互評価するという過程を複数回経

験させる。

・その都度，一つの資料に対して複数教科の教員が異なる視点での解説を行い，多角的・多面的，複合的な視点で事

象をとらえる力を養う。

・要約を実際に書くことで表現力や論理的思考力を向上させる。

・発表では「ＩＣＥモデル」を活用したルーブリックにより生徒間での相互評価を行う。

・コンセプトマップ，フィッシュボーン等の思考ツールを用いた思考スキル，また，ＫＪ法等，発想の発散･収束の

方法を学ぶ。

・資料は国語科，地歴・公民科，数学科，理科，英語科，家庭科など複数教科が連携して作成する。

ＣＴＴの中での指導の位置づけ 

ＣＴＴの２展開目の授業である。１展開目は書き方について国語の教員からの指導が行われた。 

実際に一つのテーマで複数教科の教員が指導する初めての展開であるので，複数の教員の異なる

視点での解説を行うことについての意義を話す。 

指導内容の概要 ： クローンペットに関する文章をもとにして反論を書く。 

①（１時間目）反論を書くにあたって公民科，理科（生物）の教員から考えるための情報を学ぶ。 

②（２時間目）実際に反論を書く。（600 字から 800 字）

③（２時間目～３時間目）書きあがった反論をお互いに読んで評価し，清書する。

指導上の留意点 

クローンペットについては、それを推進する意見や反対する意見を述べている。どちらの意見に

も理由があり、どちらか一方だけの意見が正しいというような結論が出ている問題ではない。 

 今回の授業では反論を学ぶ授業の題材として、一方の意見をもとに反論を書くように指導してい

るが、個人の立場や考え方などにより自分の意見とは異なる意見を書いている生徒も多くいること

だと思われる。多様な意見があり、それぞれの意見は尊重されなければならないことも指導したい。 

評価について 

授業後に生徒は原稿・評価表・清書を提出する。この提出物で担当者は評価する。 

評価のポイント 

すべての提出物が出されている。 

生徒からのお互いの評価を参考にする。 

教員は清書を読み，評価されたポイントが改善されているのか確認する。 

※できるだけ早く生徒に返却する。→ 生徒自己評価のため

20
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2� 

ＣＴＴỖΏ 授業（授業はクラスࡈとに公民科と理科の中でỴめた担当者が進行する） 

１時間目（�� 分） 

㡯目 授業内容 留意点 

導ධ 

（�分） 

授業の内容目的の説᫂ 

「反論することで論理的に物事を考える力を養

うことが目的」 

「考える材料として͆ クローンペットの作成͆ を

用する」 

「この課題は㈶成の立場の人と反対の立場の人

がいて，どちらの考え方も尊重されるべきもの

である」 

「今᪥は反論を考えるために一方の意見を⤂

するが，みなさんにはこれをᶵに方のᙇ

に⪥をഴけてしい」 

課題文：「ペットをኻった㣫い $さんの想い」 

㓄ᕸ㸰㸫㸯 

授業では提♧された課題文に対

しての反論を書くが，Ỵして課

題文の考え方が間㐪っていると

いうことを教えようとしている

のではないことを᫂確にする。 

※出Ḟ≧ἣの࢙ࢳック

展開１ 

（�0 分） 

ྛ自で課題文を読ࡴ。 

課題文の理解をຓける問題を解く。  

展開２ 

（�0 分） 

理科（生物）の教員が「クローン」について、

基礎▱㆑のプリントを読ࡴように指♧する。 

㸰㸫㸰 㓄 内容のポイント： 

・クローンとは

・クローンの✀㢮と点，Ḟ点

生徒はまだ「㑇ఏᏊ」について

の学⩦を行っていないので、ᅗ

説の参考ペーࢪを⤂する。 

・生Ṫのしくみ࠙��0ࠚ����

・クローン࠙ࠚ���

展開３ 

（�0 分） 

公民科の教員が「クローン」について、倫理お

よࡧ法ᚊのഃ面からプリントを用いて説᫂す

る。 

㸰㸫㸱 㓄 内容のポイント： 

・生命倫理とは

・クローンのつ制に関する法ᚊ

展開㸲 

（�� 分） 

・㸲人程度のグループを作ってお互いに資料の

内容を理解できているのか確認し合う。

・どのような反論が考えられるのかを᳨ウし、

プリントにグධする。

・௦表グループにどのような意見が出たのか確

認する。

教員の㉁問もཷけける。 

まとめ 

（�分） 

ḟ回の内容の⤂ 

この資料に基づいて反論を書くことを説᫂ 

さらに自分自身で資料をㄪべて

くることも指導する。 

Ḟᖍ者の対ᛂ：㓄ᕸ資料をΏし，ḟ回までにྛ自で読んでおくように指導する。 
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２時間目（�� 分） 

㡯目 授業内容 留意点 

導ධ 

（�分） 

๓回の授業を確認する。 

資料がフイルに⥛ࡌられていることを確認す

る。 

評価表と原稿用⣬を㓄ᕸする。 

原稿用⣬はᶓ書きの 800 字 

展開１ 

（�0 分） 

反論を書く。 

実際に原稿用⣬に反論を書いてみる。 

（ୗ書き原稿）600 字から 800 字程度 

論理的に反論するということを

確認する。 

早く⤊わった生徒には読み返し

てみることや評価のポイントを

㋃まえているのかを確認させ

る。 

ᆺࢱイマーで時間表♧する。 

展開２ 

（�� 分） 

互いに評価する。 

� 人一⤌のグループを作る。 

グループ内で互いに論文を読みあい，評価する。 

原稿用⣬と評価表をセットにしてグループ内の

自分௨እの人にΏす。 

ྛ自で者のୗ書き原稿を読んで評価する。 

（２人分評価できるとⰋい） 

うまく人数がりษれない場合

には �人⤌にする。�人௨上の評

価をᡭにධれるため。 

Ḟᖍ者は後᪥グループにຍえ

る。 

書きあがっていない生徒は書き

⥆ける。ḟ回までに成させる

ことを確認する。 

ᆺࢱイマーで時間表♧する。 

まとめ 

（�分） 

ḟ回も⥆けて評価しあうことを説᫂する。 

Ḟᖍ者の対ᛂ：㓄ᕸ資料をもとに，ḟ回までに原稿を作成するように指導する。 

３時間目（�� 分） 

㡯目 授業内容 留意点 

導ධ 

（�分） 

๓回の授業で書いた原稿があることを確認。 

論理的に反論することを確認する。 

評価を開する。 

書いた原稿をᛀれてきた生徒に

ついては者の評価だけを行

う。 

展開１ 

（�� 分） 

๓回とྠࡌ �人一⤌のグループを作る。 

グループ内で互いに原稿を読みあい，評価する。 

原稿用⣬と評価表をセットにしてグループ内の

自分௨እの人にΏす。 

読んで評価する。（３人目の評価） 

᭱後に自己のୗ書きを評価する。 

Ḟᖍなどでうまくグループを作

れない場合にはグループを解体

させてูの⤌にりる。�人௨

上の評価をᡭにධれるため。 

ᆺࢱイマーで時間表♧する。 

展開２ 

（�0 分） 

㸲人分（３人㸩自分）の評価をもとに清書する。 

まとめ 

（�分） 

評価表・清書を �⤌にして提出する。 清書が⤊わらない場合には１㐌

間௨内に担当者に提出すること

を指♧する。 
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2� 

指導用資料（生徒には㓄しない）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

ࠗ課題文のẁⴠᵓ成࠘ 

・ᙇ：クローンペットを作る

・理由：ペットを作ࢁうと思った理由

・ペットのおかれる現実：多くのペットがẅฎ分される

・クローンペットの現実：実際に作られた（ࢱレント≟・㆙ᐹ≟）

・クローンのูな面：␆⏘の用

・クローンの作成方法：約 10ࣨ᭶後に生まれる

・クローンペット作成の㈝用：３ࣨ国で異なる

・結論：法的なつ制はない

反論として、考えられることۻ

クローン作成の科学的ഃ面ۑ

・成ຌ⋡のపさ、それを⿵うための多数の༸の᥇ྲྀ、௦理ẕの用意

→ １༉生ࡴためにの多くの命を≛≅にしている。

→ 目的の命ができなかった場合、ᏳᴦṚ

クローン用の目的の㐪いۑ

・␆⏘の用とペット（కື物）の作成では意が㐪う

→ 多くの人のᖾせのためにわれるべき

倫理的ഃ面ۑ

・Ａさんは、ᮏ当はペットを生き返らせてḧしいと思っている。

その௦わりとしてクローンを作ることの㠀

・そもそも自分のዲみに合った生命を作っていいのか、という問

・Ᏻ᫆にクローンが作れることから生まれる生命の㍍視

→ また作ればいい、命がモࣀとྠࡌ価್になってしまう

→ ペットがいいなら、ࣄトでもいいのではないか。

᱁ᕪのຓ長ۑ

・㔠㖹的ഃ面からクローンを作れる人と作れない人が出てくる。
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「ࠗクローンື物の作成について」をテーマに反論を書く࠘

䛆ㄢ㢟ᩥ䛇䝨䝑䝖䜢ኻ䛳䛯㣫䛔 䠝䛥䜣䛾䛔

ついඛ᪥、ࡎっと一⥴にᬽらしていたイࢾが事ᨾでṚんでしまった。⚾㐩家᪘は生まれ

てすࡄに家に᮶たこのᏊの成長を見Ᏺって 10 ᖺ௨上生活してきた。ᮏ当にᡃがᏊのよう

に扱った。もし生き返らせることができるのなら、⚄様にお㢪いしたい。ㄪべてみると、

��000 ᖺ௦にධってペットのクローンを作成する♫があることが分かった。家᪘で༑分

に話し合い、㈝用がかかってもクローンを作ってもらうことにした。

ペットをኻって、⚾㐩家᪘はⅆのᾘえたような家になってしまった。あのᏊがいれば、

今㡭こんなことをして㐟んでいたのに・・・と、ఱかにつけて考えてしまう。こういうẼ

ᣢちをペットロスというのだࢁうか。ఱでも、ペットをஸくした㣫いの約 � がᚰ理的

なをᝈうというㄪᰝもあるそうだ。「᪂しいイࢾを㈙えばⰋいのでは」と㐩にゝわれ

たが、のイࢾではこのẼᣢちは⒵やせない。どうしてもあのᏊがいないといけないと思

っている。

᭱㏆はペットをᤞててしまう人㐩が問題となっている。ඛのこともよく考えࡎにື物を

㣫⫱し、༑分なしつけやᗣ⟶理をしなかったり、自分の都合でື物をಖᡤなどにᘬき

ྲྀりに出す人がいるそうだ。それらのື物は᪂しい㣫いにಖㆤされるか、᭱ᝏではẅฎ

分されてしまう。᪂₲┴ではື物ឡㆤセンࢱーに収容された≟の ��1 㸣、⊧では �1�1 㸣が

ẅฎ分されている。もし⚾㐩がクローンペットをᡭにධれたら、⤯対に㑇Რすることはな

い。いままでかわいがっていたあのᏊが、ࡧᡠってくるのだから。

現ᅾ中国では、ࢱレント≟として活㌍しているイࢾのクローンを作成し、₇技のカ⦎を

しているそうだ。ࢱレント≟は � ṓ。人間でゝえば �0 ௦で、体力的に↓理ができなくな

ってきている。そのクローンは㣧み㎸みが早く、࢜リࢼࢪルとྠࡌようにᫎ画などに出₇

させるணᐃなのだそうだ。また、㆙ᐹも㆙ᐹ≟のクローンを作っている。数多くの≟の中

から⣲㉁のある≟を㑅ูし、カ⦎して㆙ᐹ≟に⫱てていくが、クローンであればそのᡭ間

が┬けるということだ。

␆⏘の分㔝でもクローン∵は実際に研究されている。∵は１回の出⏘で１㢌、１㢌で 10
回どしかᏊ∵を⏘まない。⫗㉁のⰋい∵や∵ஙをたくさん出す∵はそのୡ௦だけでṚん

でしまってはもったいない。ရ㉁のⰋい∵のཷ⢭༸を用い、ཷ⢭༸クローンを作成し、

㔞にྠࡌရ㉁の∵を作り出せれば、多くの人に႐んでもらえると考えられる。

クローンペットの作り方もㄪべてみた。ペットの≟の⓶などから２࣑リᅄ方の体⣽⬊

を᥇ྲྀする。その後、体⣽⬊から᰾をྲྀり出し、ูの༸にධれ、௦理ẕのᏊᐑに⛣᳜する。

約 10 ࣨ᭶後に生まれてくる≟がお目当てのクローンだ。

問題があるとすれば、成ຌ⋡がపいことだ。௦理ẕでの出⏘はὶ⏘する確⋡が高く、↓

事に生まれるのは３程度だそうだ。そのため複数の༸を作り、多くの௦理ẕをって一

度にྠࡌクローンを複数作ることで成ຌ⋡を上ࡆている。

中国・㡑国・⡿国にクローンື物を作る業がある。㡑国では約 1100 、⡿国では

クローン⊧で約 ��0 の㈝用だ。中国ではクローン≟が約 ��0 、クローン⊧が約 ��0
の価᱁で、ẚ㍑的Ᏻ価にできる。これを高いと思うかᏳいと思うかは個ࠎの人ࠎの価

್ほだと思う。⚾㐩家᪘にとって出せない㔠㢠ではない。

現ᅾ、クローン人間の作成は法ᚊで⚗ࡌられているが、クローンペットについて᫂確な

つ制はない。上グのようにいࢁいࢁとㄪべた結ᯝ、⚾㐩の家᪘であったイࢾもクローンを

作成してもらうことにỴめたのだ。

ＳＳＲⅠ・ＳＳＲＡඹ㏻ ＣＴＴ２
䠎䠉１
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࠙ὀពࠚㄢ㢟ྲྀり⤌ࡴ๓・・・
ペットのクローン作成については、それを推進する意見や反対する意見の୧方がありま

す。この問題はどちらの意見にも理由があり、どちらか一方の意見だけが正しいというよ

うな問題ではありません。

今回の授業では反論を学ぶ授業の題材として、一方の意見をもとに反論を書くように指

導していますが、この文章を書いた人たちの考え方が間㐪っているということをఏえたい

わけではありません。

ୡの中には多様な意見があり、それぞれの意見は尊重されなければなりません。反論を

考えることは、人の意見を理解することからጞまります。個人の立場や考え方などによ

り、今回の課題では自分の意見とは異なる意見を書くことになる人もいるかも▱れません。

しかし、論理的にものを考える⦎⩦のための題材であることを意㆑して、課題にྲྀり⤌ん

でください。

内容理解のために・・・・・
㹏１㸬ペットのクローン௨እにも、どのようなことでクローン技⾡が生かされているか。

㹏２㸬クローンを作る㈝用について、Ａさんはどう思っているか。

㹏３㸬Ａさんは文中では、クローン作成の問題点はఱとゝっているか。

㹏㸲㸬Ａさんは、２௦目のペットがṚんでしまった時、どうすると考えられるか。

㹏㸳㸬ＡさんはṚんだペットがもう一度自分のとこࢁにᖐってくると思っているのだࢁう

か。

0(02

１ᖺ ⤌ ␒ Ặྡ
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䠟䠰䠰䠎 䜽䝻䞊䞁ື≀䛾సᡂ䛻䛴䛔䛶 䡚 ⏕≀ᏛⓗどⅬ

生物ᅗ表㹮１㸳３

クローンとは㸽۔

もともと、͆ 小ᯞ͇を意するࢠリシࣕ語で、ྠ一の㑇ఏ情報をᣢつ⣽⬊や個体（の㞟

ᅋ）をぶ。ྂくから᳜物ではᤄしᮌでቑやしたりして、クローンを作ってきた。᪥ᮏの

ᱜの㒊分が「࣓ࢯイࣚシࣀ」で、これもクローンでቑやしている。また、ື物でもཷ⢭

でቑえるのではなく、ぶの体の一㒊からቑṪする͆↓ᛶ生Ṫ͇でቑえた個体はクローンで

ある。ື物のでは、ࢬ࣑クラࢤやࢻࣄラ、プラࢼリなどがあり、ங㢮では↓ᛶ生Ṫ

はない。ື物では㑇ఏᏊの多様ᛶが重要だったのではないかと考えられる。

1��0 ᖺ௦にイࢠリスの研究者が「୧生㢮」であるࢱ࢜マࣕࢪクシの体⣽⬊からクロー

ン࢚࢞ルを作ることに成ຌした。その後、研究ではங㢮のクローンに成ຌし、現ᅾங

㢮のクローンには２✀㢮あることが▱られている。

１㸬体⣽⬊クローン

体⣽⬊をᇵ養し、そこから᰾をྲྀり出す。その᰾を、᰾を㝖いたูのᮍཷ⢭༸に

⛣᳜し、⬇┙⬊までᇵ養。それを㞤のᏊᐑに⛣して発生させる。ぶと全くྠࡌ㑇ఏ

Ꮚをᣢつ。1��� ᖺイࢠリスで⨺を用いて初めて成ຌし、「ࢻリー」とྡけられた。

その後、マ࢘ス・࢘シ・ブ࢘・ࢱマ・ࢿコ・イࢾなどがㄌ生している。

２㸬ཷ⢭༸クローン

家␆などで研究されている。ཷ⢭༸が分し 1� ～ �� ⣽⬊になったとこࢁで⣽⬊

をࣂラࣂラにしてᇵ養する。その⣽⬊の᰾を、᰾を㝖いたูのᮍཷ⢭༸に⛣᳜し、

⬇┙⬊までᇵ養。それを㞤のᏊᐑに⛣して発生させる。１つのཷ⢭༸から㔞のྠ

。ではないࡌ個体をᚓる。୧ぶと㑇ఏ的にはྠࡌ

クローンの問題点ۑ

現ᅾ、クローンペットを作るにあたり、いくつかの問題点が指されている。

①成ຌ⋡のపさ

௦理ẕはὶ⏘⋡が高く、↓事に生まれるのは３程度。そのため、用意する体⣽

⬊の᰾、᰾を⛣᳜する༸の数、௦理ẕの数を一ᐃ数ᥞえなければならない。100 㸣

に㏆い数にするには、ḧしい数の３ಸを用意するᚲ要がある。௦理ẕの数だけでな

䠎䠉䠎
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く、༸を᥇ྲྀするために࣍ルモンをᢞされる㞤など、多くの㞤にかなり㈇担を

かける。またṚ⏘や、ወᙧなどのඛኳ異ᖖをᣢっている確⋡も高く、その多数は

ᏳᴦṚさせられる。

②Ṛஸ⋡の高さ

᭱初に成ຌしたࢻリーは異ᖖなⱝさで⾶ᙅし、㸴ᖺᙅでṚஸした。これは一⯡的

な⨺のᑑ命よりも㠀ᖖに▷い。

③㑇ఏ的にはྠ一だが、全くྠࡌではない

一༸ᛶ生ඣを想ീしてみると分かるが、ጼᙧがྠࡌᘵでもᛶ᱁が㐪うことは

よくある。クローンの場合、ᖺ㱋の㐪う一༸ᛶ生ඣという見方もでき、ඖの生物

と全くྠࡌではない。㣫いがồめるඖのペットとྠࡌものができるとは㝈らない。

クローンの点ۑ

・⫗∵などのクローンを作ることで、ྠࡌᙧ㉁（⫗㉁）をᣢつ∵を㔞に生⏘すること

ができる。

・㆙ᐹ≟などのように、多くの個体から㑅ูして㐺ᛶのある≟を㑅ぶより、すでに実⦼

のある≟のクローンを作った方が時間や㈝用の面でຠ⋡よく数をᥞえることができる。

⫣参考文ۑ ニューステーࢪ生物ᅗ表（ᓥ書ᗑ）

※生物学的視点からẼづいたこと
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 ＳＳＲⅠ・Ａ 
       Ｃ㹒㹒 生理                     㸰㸫３ 
 
 
 
 

 - 1 - 

 ⌮（bioethics）とは㸽⏕ۑ
࠸ࡘの㒊ရである≀質にࡕの࠸ࠊ生≀学では。࠸ㄝ᫂するのは㞴し「とはఱか㸽ࡕの࠸」 

てࡉࠊまࡊまなことが分かってきて࠸る。しかしࡑࠊの㒊ရを上ᡭに組ࡏࢃྜࡳれ࠸」ࡤの

は生まれてこな「ࡕの࠸」次のࠊのからしかࡶのある「ࡕの࠸」か㸽࠺ࢁࡔはసれるの「ࡕ

人ࠊか㸽また࠺ࢁࡔるのࡵやって決࠺りをㄡがࢃ⤊のጞまりと「ࡕの࠸」のࡑࠊでは。࠸

の࠸のࡕを᭱ඃඛに考えることがⰋ࠸ことなのか㸽ࡑれをᢅ࠺㡿ᇦ（学ၥ）が生理学で

す。 
 ල体的にはࠊたࢇࡉࡃのに࠸ࡘて考えられて࠸ます。 
 Ṛ⬻ࠊᑛཝṚࠊるのか・・・ᏳᴦṚࡵりはㄡが決ࢃ⤊のࡕの࠸・ 
 ・་⒪のྍྰはㄡが決ࡵるのか・・・・・ᮍ成年の་⒪ࠊㄆ▱の་⒪ࠊ⮚ჾ⛣᳜ 
 のಖㆤ✀ࠊるのか・・トリアージࡵのඃඛ㡰位はㄡが決ࡕの࠸・ 
 ⢭Ꮚバンクࠊるのか・・・・・ฟ生๓デ᩿ࡵの質はㄡが決ࡕの࠸・ 
 ௦理ẕࠊ⤯るのか・・・ዷፎ୰ࡵのጞまりはㄡが決ࡕの࠸・ 
生ࠊなၥ題に┤㠃することがฟてきます。㠀࠺このよࠊる限り࠸が生きてࢇࡉなࡳ 

理に࠸ࡘて考えてࡳてୗ࠸ࡉ。 
 
 ἲᚊ（つไ）ۑ

2��1�6（ン技術つไἲ࣮ࣟࢡ）「トに㛵するクローン技術等のつไに㛵するἲᚊࣄ」・ ⾜ 

 

第 � ᮲㸦⚗Ṇ⾜Ⅽ㸧 ఱ人ࠊࡶ人クローン⬇ࣄࠊト動≀㞧⬇ࣄࠊト性⼥ྜ⬇ཪはࣄト 

性㞟ྜ⬇を人ཪは動≀の⫾内に⛣᳜してはならな࠸。 

第 �� ᮲㸦⨩๎㸧 第 3 ᮲のつ定に㐪した⪅は1ࠊ� 年௨ୗのᠬᙺⱝしࡃは 1����  

௨ୗの⨩金にฎしࠊཪはこれをే科する。 

  

ͤこのἲᚊはࠊ≉定の人とྠࡌ㑇ఏᏊᵓ㐀をࡘࡶクローン人㛫やࠊ人と動≀を㞧ࡏࡉたಶ

体をసりฟすことのᙳ㡪にかࢇがࡳてไ定ࡉれた 

 

2��1）「トに㛵するクローン技術等のつไに㛵するἲᚊ⾜つ๎ࣄ」・ ⾜・᭱⤊ᨵṇ 2�2��3） 

  クローン技術つไἲに定ࡵる≉定⬇のస成・ㆡཷ等のᒆฟのᡭ⥆き等をヲ⣽に定ࡵる 

  ͤ≉定⬇㺃㺃㺃㺃人㛫や動≀の⬇と⣽⬊からࡃࡘられる≉Ṧな⬇ 

 

・「≉定⬇のྲྀᢅ࠸に㛵するᣦ㔪」（2��1 ⾜・᭱⤊ᨵṇ 2�2��3） 

  ⛣᳜用⮚ჾのస成ࠊᝈࣔデル動≀のస成によるែ解᫂や⸆なከᵝな目的の研究

を進ᒎࡏࡉるたࡵにᪧᣦ㔪をᨵṇ 

  

ͤ動≀のクローンಶ体のస〇に㛵してはࠊ⏘␆」ࠊ科学研究ࠊᕼᑡ✀のಖㆤ等に࠸࠾てࠊ大

きなព⩏を᭷する୍᪉で人㛫の理のၥ題等に┤᥋ゐれるࡶのではな࠸ことからࠊ情報බ㛤

を進ࡘࡘࡵ㐺ᐅ推進する」（ᖹ成 9 年ライࣇサイエンスに㛵する研究㛤発基本計⏬）と࠺࠸

基本᪉㔪のࡶとࠊᐙ␆での実用化研究が⾜ࢃれて࠸る 
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 - � - 

2�18 年にዪඃ・ḷᡭのバーࣈラ・ストライサンࢻはឡ≟のクローンをసり㣫って࠸ること

を᫂らかにした。୰ᅜや㡑ᅜでは࣌ࠊットのクローンをస成するࣅジࢿスがᗈがって࠸る。

ไస㈝は୍༉ 6��～1��� 。⌧ᅾ࣮ࣟࢡࠊンࢵ࣌トにᑐするᅜ㝿ⓗなコンࢭンࢧスࡸつไ

�࠸なࡋᏑᅾࡣ

 

 ఱを基‽に考えるかۑ

・人㛫生活の向上 

 Ѝ ࣌ットロス対⟇（࣌ットロスにⱞしࡴ人をᩆえる） 

 Ѝ ࣌ットࣅジࢿスの活性化にࡘながる 

 Ѝ 能力の高࣌࠸ットをࡃࡘりࡏࡔる 

 

・クローンをసることは「生ᑛཝ」を⬣かす（理学的どⅬ） 

 Ѝ クローン動≀のṚஸ⋡の高ࡉや␗ᖖࡶከࡃ報࿌ࡉれて࠸る 

 Ѝ 人㛫の୍Ꮡで生き≀の㑇ఏᏊをࡃࡘりかえてࣆࢥーをࡃࡘりࡔして࠸࠸ࡶのか㸽  

⚄の㡿ᇦを≢して࠸な࠸のか㸽 ⮬↛のᦤ理にするのでは㸽 

 

・Ᏻ᫆にクローンがసれると㺃㺃㺃㺃㺃 

 Ѝ Ẽになってࠊࡶまたసれ࠸࠸ࡤ。୍༉୍༉のに向きྜࢃなࡃなる 

 Ѝ がࣔࣀとྠࡌ౯್になってしま࠺ 

 Ѝ ࣌ットࡔけでなࣄࠊࡃトで࠸࠸ࡶのではな࠸かࠊとṑṆࡵがなࡃなる 

 

・クローン࣌ットのస成㈝用 

 Ѝ クローン࣌ットのస成を౫㢗できる人はᐩ⿱ᒙである 

 Ѝ 高࠾࠸金をᡶってクローン࣌ットをࡃࡘるよりࠊࡶᩆ࠸をồࡵて࠸るከࡃの動≀に対

して࠾金を࠺きでは㸽 

 

・「動≀⚟♴」の考え᪉ 

動≀が⢭⚄的・⫗体的に充分ᗣでࠊᖾ⚟でありࠊ⎔ቃとࡶㄪして࠸ること 

（බ┈♫ᅋἲ人 ᪥本動≀⚟♴༠会Ｈ㹎より） 

 Ѝ Ẽᣢࡕの思࠺ままにࠊẼの向࠸たときࡔけにか࠸ࢃがることはࠊ動≀⚟♴が‶たࡉれ 

て࠸るとはゝえࠊࡎ「か࠸ࢃがって࠸る㸻⚟♴に㓄៖して࠸る」とはゝ࠸ษれな࠸ 

 Ѝ 人㛫にはࠊ㣫育ୗある࠸は人㛫によってไ限ࡉれた⎔ቃに࠸る動≀たࡕができる限り 

  ᛌ㐺にࠊできる限りⱞ③をཷけࡎに生活できるよ࠺にする⩏ົと㈐௵がある 

 Ѝ クローンはࠊ動≀に≛≅と㈇ᢸをᙉ࠸る⦾Ṫἲである 

  

㸺ཧ考文⊩㸼 
  はࡵࡌて学ࡪ生理 ᑠᯘளὠᏊ ⴭ ࡃࡕまプリマー新᭩ 1�� ��11 ����㸩⛯ 

ᾏ㐨大学 Ᏻ⾨生本㒊ᩍᤵ ▼ဴஓ 
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 ＳＳＲⅠ・Ａ 
       Ｃ㹒㹒 生理                     㸰㸫３ 
 
 
 
 

 - � - 

 㸟࠺な論が考えられるのか᳨ウしよ࠺のよۑ
 
（࣓ࣔḍ） 
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㹁㹒㹒㸰「࣮ࣟࢡンࢵ࣌ト」� ホ౯⾲  1 年（  ）組（   ）␒ Ặྡ（                ）      
ホ౯⪅㸯                                1 年（  ）組（   ）␒ Ặྡ（                ） 

㻌 Ｉ(Ideas)  

基礎的知識 

Ｃ(Connections) 

基礎的知識間のつながり 

Ｅ(Extensions) 

知の応用 

ཎ✏用⣬の࠸᪉ 

᭩き᪉な 

ṇし࠸ཎ✏用⣬の࠸᪉ができる。 

 。体である「であるࠊࡔ」

᥋⥆モをって࠸る。また，࠸᪉が論理をㄝ

᫂するのに㐺ษである。 

１ᒎ㛤目で学⩦したことが生かࡉれて，論の文

❶が᭩かれて࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

論理的なㄝ᫂のできる᰿ᣐが

 。るか࠸れてࡉ♧

課題文の୰の᰿ᣐをあࡆて࠸る。 ᰿ᣐを㐺ษに解㔘して論理的にㄝ᫂して࠸る。 ⮬分⮬身の考えをドᣐにࡘなࡆてグ㏙して࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

論に࠸ࡘて ┦ᡭの考えを㐺ษにまとࡵて࠸る。 ┦ᡭの考えに࠸ࡘて論できて࠸る。 ⮬分の考えが論理的に♧ࡉれて࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

理学的・生≀学的な㠃 理学及び生≀学的ほⅬからクローンに࠸ࡘ

て理解して࠸る。 

ᤵᴗで学ࡔࢇ▱㆑を踏まえて⮬分のពぢをグ

㏙して࠸る。 

ᤵᴗで学ࡔࢇ▱㆑௨እにࡶ新たな考えや発を

生ࡳฟして࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� ３� � 㸰� � 㸯� � 㸮�

 ント   ྜ計Ⅼ      㸭25࣓ࢥ

 

ホ౯⪅㸰                                1 年（  ）組（   ）␒ Ặྡ（                ） 

㻌 Ｉ(Ideas) Ｃ(Connections) Ｅ(Extensions) 

ཎ✏用⣬の࠸᪉ 

᭩き᪉な 

ṇし࠸ཎ✏用⣬の࠸᪉ができる。 

 。体である「であるࠊࡔ」

᥋⥆モをって࠸る。また，࠸᪉が論理をㄝ

᫂するのに㐺ษである。 

１ᒎ㛤目で学⩦したことが生かࡉれて，論の文

❶が᭩かれて࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

論理的なㄝ᫂のできる᰿ᣐが

 。るか࠸れてࡉ♧

課題文の୰の᰿ᣐをあࡆて࠸る。 ᰿ᣐを㐺ษに解㔘して論理的にㄝ᫂して࠸る。 ⮬分⮬身の考えをドᣐにࡘなࡆてグ㏙して࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

論に࠸ࡘて ┦ᡭの考えを㐺ษにまとࡵて࠸る。 ┦ᡭの考えに࠸ࡘて論できて࠸る。 ⮬分の考えが論理的に♧ࡉれて࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

理学的・生≀学的な㠃 理学及び生≀学的ほⅬからクローンに࠸ࡘ

て理解して࠸る。 

ᤵᴗで学ࡔࢇ▱㆑を踏まえて⮬分のពぢをグ

㏙して࠸る。 

ᤵᴗで学ࡔࢇ▱㆑௨እにࡶ新たな考えや発を

生ࡳฟして࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� ３� � 㸰� � 㸯� � 㸮�

 ント   ྜ計Ⅼ      㸭25࣓ࢥ

 

ホ౯⪅３                                1 年（  ）組（   ）␒ Ặྡ（                ） 

㻌 Ｉ(Ideas) Ｃ(Connections) Ｅ(Extensions) 

ཎ✏用⣬の࠸᪉ 

᭩き᪉な 

ṇし࠸ཎ✏用⣬の࠸᪉ができる。 

 。体である「であるࠊࡔ」

᥋⥆モをって࠸る。また，࠸᪉が論理をㄝ

᫂するのに㐺ษである。 

１ᒎ㛤目で学⩦したことが生かࡉれて，論の文

❶が᭩かれて࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

論理的なㄝ᫂のできる᰿ᣐが

 。るか࠸れてࡉ♧

課題文の୰の᰿ᣐをあࡆて࠸る。 ᰿ᣐを㐺ษに解㔘して論理的にㄝ᫂して࠸る。 ⮬分⮬身の考えをドᣐにࡘなࡆてグ㏙して࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

論に࠸ࡘて ┦ᡭの考えを㐺ษにまとࡵて࠸る。 ┦ᡭの考えに࠸ࡘて論できて࠸る。 ⮬分の考えが論理的に♧ࡉれて࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

理学的・生≀学的な㠃 理学及び生≀学的ほⅬからクローンに࠸ࡘ

て理解して࠸る。 

ᤵᴗで学ࡔࢇ▱㆑を踏まえて⮬分のពぢをグ

㏙して࠸る。 

ᤵᴗで学ࡔࢇ▱㆑௨እにࡶ新たな考えや発を

生ࡳฟして࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� ３� � 㸰� � 㸯� � 㸮�

 ント   ྜ計Ⅼ      㸭25࣓ࢥ

 

⮬ᕫホ౯                                1 年（  ）組（   ）␒ Ặྡ（                ） 

㻌 Ｉ(Ideas) Ｃ(Connections) Ｅ(Extensions) 

ཎ✏用⣬の࠸᪉ 

᭩き᪉な 

ṇし࠸ཎ✏用⣬の࠸᪉ができる。 

 。体である「であるࠊࡔ」

᥋⥆モをって࠸る。また，࠸᪉が論理をㄝ

᫂するのに㐺ษである。 

１ᒎ㛤目で学⩦したことが生かࡉれて，論の文

❶が᭩かれて࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

論理的なㄝ᫂のできる᰿ᣐが

 。るか࠸れてࡉ♧

課題文の୰の᰿ᣐをあࡆて࠸る。 ᰿ᣐを㐺ษに解㔘して論理的にㄝ᫂して࠸る。 ⮬分⮬身の考えをドᣐにࡘなࡆてグ㏙して࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

論に࠸ࡘて ┦ᡭの考えを㐺ษにまとࡵて࠸る。 ┦ᡭの考えに࠸ࡘて論できて࠸る。 ⮬分の考えが論理的に♧ࡉれて࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

理学的・生≀学的な㠃 理学及び生≀学的ほⅬからクローンに࠸ࡘ

て理解して࠸る。 

ᤵᴗで学ࡔࢇ▱㆑を踏まえて⮬分のពぢをグ

㏙して࠸る。 

ᤵᴗで学ࡔࢇ▱㆑௨እにࡶ新たな考えや発を

生ࡳฟして࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� ３� � 㸰� � 㸯� � 㸮�

 ント   ྜ計Ⅼ      㸭25࣓ࢥ

 すてのホ౯のྜ計Ⅼ          

㸭1�� 
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①ＣＴＴ３「AI」授業計画 

㛗ᒸ高校 ＳＳＲＡ・ＳＳＲⅠ                          

 

Ｃ㹒㹒３ 「Ａ㹇（人ᕤ▱能）」ᤵᴗ計⏬（ᤵᴗ３㛫） 

 

 

ཧ考：Ｃ㹒㹒㸹クリティカルシンキングトレーニング 

�
ࠗＳＳ㹐㸿࠘㸪ࠗＳＳ㹐Ⅰ࠘の┠ⓗ・期ᚅࢀࡉるຠᯝ� 㸦⏦ㄳ᭩よࡾ㸧 

  情報活用や，ᩍ科科目のᯟを㉸えた内容をᢅ࠸，論理的思考力・批判的思考力を㣴࠺ことで，課題研究を⾜࠺たࡵ

の基礎的技能と思考力等を身にࡘける。 

 

「Ｃ㹒㹒」 

・論理的思考力・批判的思考力を㣴࠺たࡵのプログラムを校体ไで実する。 

・㈨ᩱをㄞࡳ，㈨ᩱに対しての⮬らの考えをせ⣙し，ࡑれをᑠグループで発表し┦ホ౯すると࠺࠸㐣⛬を」数ᅇ⤒

㦂ࡏࡉる。 

ከゅ的・ከ㠃的，」ྜ的などⅬで，࠸⾜の㈨ᩱに対して」数ᩍ科のᩍဨが␗なるどⅬでの解ㄝをࡘ୍，の㒔度ࡑ・

象をとらえる力を㣴࠺。 

・せ⣙を実㝿に᭩ࡃことで表⌧力や論理的思考力を向上ࡏࡉる。 

・発表では「㹇Ｃ㹃ࣔデル」を活用したルーࣈリックにより生徒㛫での┦ホ౯を⾜࠺。 

た思考スキル，また，㹉㹈ἲ等，発の発ᩓ㺃᮰の᪉࠸ーン等の思考ツールを用࣎ィッシュࣇ，プトマップࢭンࢥ・

ἲを学ࡪ。 

・㈨ᩱはᅜ語科，ᆅṔ・බẸ科，数学科，理科，英語科，ᐙᗞ科な」数ᩍ科が連携してస成する。 

 

  

 

Ｃ㹒㹒の୰でのᣦᑟの位⨨࡙け 

Ｃ㹒㹒の３ᒎ㛤目のᤵᴗである。１ᒎ㛤目は᭩き᪉に࠸ࡘてᅜ語のᩍဨからのᣦᑟが⾜ࢃれた。 

２ᒎ㛤目ではࠊබẸ科ࠊ理科（生≀）のᩍဨから「生理」に࠸ࡘてのពぢに対しࠊ実㝿に論

を᭩ࡃ⦎⩦を⾜った。ᅇはูのテーマに対しࠊ論を᭩ࡃ⦎⩦をする。 

 

 

ᣦᑟ内容のᴫせ ： Ａ㹇（人ᕤ▱能）に㛵する文❶をࡶとにして論を᭩ࡃ。 

   ձ（１㛫目）論を᭩ࡃにあたってᅜ語科，数学科のᩍဨから考えるたࡵの情報を学ࡪ。 

   ղ（２㛫目）実㝿に論を᭩6）。ࡃ�� Ꮠから 8�� Ꮠ） 

   ճ（２㛫目～３㛫目）᭩きあがった論を࠾࠸にㄞࢇでホ౯し，Ύ᭩する。 

 

 

 ᣦᑟ上の␃ពⅬ 

Ａ㹇（人ᕤ▱能）に࠸ࡘてはࠊከࡃの人がࡑれを推進するពぢや対するពぢを㏙て࠸る。

るၥ題で࠸な⤖論がฟて࠺よ࠺࠸と࠸けのពぢがṇしࡔらか୍᪉ࡕࠊ理⏤がありࡶらのពぢにࡕ

はな࠸。またࠊ技術的にこのඛのよ࠺に進Ṍしてࡃ࠸のか㏱᫂な㒊分ࡶከࡃ。生徒の▱㆑᩿ࡶ

∦的なࡶのであると考えられる。 

ᅇのᤵᴗでは論を学ࡪᤵᴗの題材として୍ࠊ ᪉のពぢをࡶとに論を᭩ࡃよ࠺にᣦᑟして࠸

るがࠊಶ人の❧ሙや考え᪉なにより⮬分のពぢとは␗なるពぢࡶあることに␃ពࡏࡉた࠸。またࠊ

本ᣦᑟを通してࠊこれからồࡵられる人材・能力なに࠸ࡘてࡶ考えるዎᶵとした࠸。 
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①ＣＴＴ３「AI」授業計画 

〇課題文࠙௨ୗࠊＣ㹒㹒３㸫１とグ㍕ࠚ 

 「Ａ㹇ではなࡃならな࠸」 

 ᏳᏯ人Ặ（ࣖࣇー・ࢳーࣇストラテジーࣇ࢜ィサー）の論考 

 インࢱーࢿットグ ࣅジࢿスインサイࢲージャࣃン ２㸮１７年２月１４᪥ 

 

 

〇ཧ考㈨ᩱ࠙௨ୗࠊＣ㹒㹒３㸫２  ࠚＣ㹒㹒３㸫３とグ㍕ࠊの㈨ᩱ࠙௨ୗࡵ論のたࠊࠚ

 「ᖹ成２㸶年∧情報通ಙⓑ᭩」（⥲ົ┬） 

 「Ａ㹇（人ᕤ▱能）まるࢃかり」（ྂ᫂ᆅṇಇ・㛗㇂ె᫂ⴭ㸭᪥⤒文ᗜ） 

 「人ᕤ▱能がよ～ࢃࡃかる本」（⚄ᓮὒⴭ㸭⚽システム） 

 「数理科学」（サイエンス♫） 

 新の新⪺グ᭱ࠊのࡑ

 

 

〇ホ౯に࠸ࡘて 

   ᤵᴗᚋに生徒はୗ᭩き・ホ౯表・Ύ᭩をᥦฟする。このᥦฟ≀でᢸᙜ⪅はホ౯する。 

 

ホ౯の࣏イント 

 すてのᥦฟ≀がฟࡉれて࠸る。 

 生徒からの࠾࠸のホ౯をཧ考にする。 

     ᩍဨはΎ᭩をㄞࡳ，ホ౯ࡉれた࣏イントがᨵၿࡉれて࠸るのか☜ㄆする。 

     ͤできるࡔけ᪩ࡃ生徒に㏉༷する。Ѝ ࣏ート࢛ࣇリ࢜              

 

 

㹙ཧ考 ⏦ㄳ᭩より㹛 

 
 ホ౯᪉ἲの研究ۑ
・ 『ＳＳＲＡ』，『ＳＳＲＢ』，『ＳＳＲＣ』と࠺࠸新たな学校設定科目を設⨨す

るにあたり，ホ౯᪉ἲの研究ࡶ実する。 
・ ᑗ᮶に࠸࠾て主体的に学び⥆ける人材を育成するたࡵに，⮬ᕫホ౯を㔜どする。 
・ 本校で第２期ᣦ定期㛫୰にస成した学校⊂⮬のルーࣈリックを用࠸て，課題研究

発表会なでの生徒による⮬ᕫホ౯・⪅ホ౯を実する。 
イルを活用してసရやసရに㛵する⮬ᕫホ౯のࣇ，ࡶに㛵して࢜リ࢛ࣇート࣏ ・

グ㘓やᩍဨによるホ౯のグ㘓をṧすྲྀ組を⥆ける。 
・ ᅜのＳＳＨᣦ定校の「ルーࣈリック」や「࣏ート࢛ࣇリ࢜」なከᵝなホ౯᪉

ἲに࠸ࡘてㄪᰝをしながら，本校のホ౯᪉ἲをᨵၿする。 
・ ᅇ，これらのホ౯にຍえて「㹇Ｃ㹃ࣔデル」を活用したホ౯᪉ἲの研究を⾜࠺。

「㹇Ｃ㹃ࣔデル」は㹇(,Geas)：基礎的▱㆑，Ｃ(&RQQecWLRQs)：基礎的▱㆑㛫のࡘ
ながり，㹃(([WeQsLRQs)：▱のᛂ用の３ࡘの␗なるレベルでのホ౯をࡶとに㹇Ｃ㹃
ࡶて活用する࠸࠾表をస成し，ホ౯と学⩦の୧㠃にࢻーࢲンࢱーマンス・ス࢛ࣇࣃ
のである。 

・ これらのᵝࠎなホ౯᪉ἲを活用することで，きࡵ⣽か࠸研究ᣦᑟと生徒୍人୍人
の課題解決力の☜実なఙ㛗を図る。 

・ ホ౯に㛵するᩍဨ研ಟをእ㒊からの講ᖌをᣍ࠸て定期的に実する。 
�
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①ＣＴＴ３「AI」授業計画 

ＣＴＴ３ ᤵᴗ（ᤵᴗはクラスࡈとにᅜ語科と数学科の୰で決ࡵたᢸᙜ⪅が進⾜する） 

 

１㛫目（55 分） 

㡯目 ᤵᴗ内容 ␃ពⅬ 

ᑟධ 

（2 分） 

 主にᅜ語 

ᤵᴗの内容目的のㄝ᫂ 

「論することで論理的に≀を考える力を㣴

 「ことが目的࠺

「考える材ᩱとしてＡ㹇（人ᕤ▱能）を用す

る」 

「この課題は㈶成の❧ሙの人と対の❧ሙの人

が࠸て，ࡕらの考えの人の考え᪉ࡶᑛ㔜ࡉれ

るきࡶのである」 

「᪥は論を考えるたࡵに୍᪉のពぢを⤂

するが，ࡳなࢇࡉにはこれをᶵ会に᪉の主ᙇ

に⪥をഴけてし࠸」 

 

課題文：「Ａ㹇ではなࡃならな࠸」（ࣅジࢿ

スインサイࢲージャࣃン）㓄ᕸ㹁㹒㹒３㸫㸯 

ᤵᴗではᥦ♧ࡉれた課題文に対

しての論を᭩ࡃが，決して課

題文の考え᪉が㛫㐪って࠸ると

る࠸として࠺ことをᩍえよ࠺࠸

のではな࠸ことを᫂☜にする。 

 

ͤฟḞ≧ἣの࢙ࢳック 

ᒎ㛤１ 

（15 分） 

 主に数学 

数学科のᩍဨが「Ａ㹇（人ᕤ▱能）」に࠸ࡘての

基礎▱㆑のプリントをㄞࡴよ࠺にᣦ♧する。 

㹁㹒㹒３㸫㸰㸦３ࢪ࣮࣌㸧㸪㹁㹒㹒３㸫３㸦㸰࣌

 ：イント࣏㸧 㓄付 内容のࢪ࣮

・Ａ㹇（人ᕤ▱能）とは 

 な技術か࠺のよ・

・ᛂ用な 

数学科のᩍဨがＡ㹇に࠸ࡘてㄝ᫂する。 

 

 

ᒎ㛤２ 

（1� 分） 

主にᅜ語 

各⮬で課題文㹁㹒㹒３㸫㸯をㄞࡴ。 

課題文の理解をຓけるၥ࠸を解ࡃ。 

 

ᒎ㛤３ 

（15 分） 

ᅜ語 

数学 

ᅜ語科のᩍဨが「Ａ㹇」に࠸ࡘて課題文㹁㹒㹒

３㸫㸯に対するㄝ᫂を⾜࠺。 

数学科のᩍဨが㈨ᩱのㄞྲྀࡳり㹁㹒㹒３㸫３に

 。࠺⾜てのㄝ᫂を࠸ࡘ

 

ᒎ㛤４ 

（1� 分） 

主にᅜ語 

・４人⛬度のグループをసって࠾࠸に㈨ᩱの

内容を理解できて࠸るのか☜ㄆしྜ࠺。 

ࠊな論が考えられるのかを᳨ウし࠺のよ・

プリント㹁㹒㹒３㸫３にグධする。 

・௦表グループにのよ࠺なពぢがฟたのか☜

ㄆする。 

ᩍဨの質ၥཷࡶけ付ける。 

㛫が㊊りな࠸ሙྜはࠊ次ᅇま

でに各⮬で考えてࡃ࠾よ࠺にᣦ

♧する。 

まとࡵ 

（3 分） 

主にᅜ語 

次ᅇの内容の⤂ 

この㈨ᩱに基࡙࠸て論を᭩ࡃことをㄝ᫂ 

てらに⮬分⮬身で㈨ᩱをㄪࡉ

 。ᣦᑟするࡶることࡃ

Ḟᖍ⪅の対ᛂ：㓄ᕸ㈨ᩱをΏし，次ᅇまでに各⮬でㄞࢇでࡃ࠾よ࠺にᣦᑟする。  
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①ＣＴＴ３「AI」授業計画 

２㛫目 

㡯目 ᤵᴗ内容 ␃ពⅬ 

ᑟධ 

（5 分） 

๓ᅇのᤵᴗを☜ㄆする。 

㈨ᩱがࣇイルに⥛ࡌられて࠸ることを☜ㄆす

る。 

ホ౯用⣬とཎ✏用⣬を㓄ᕸする。 

ཎ✏用⣬はᶓ᭩きの 8�� Ꮠ 

 

ᒎ㛤１ 

（45 分） 

論を᭩ࡃ。 

実㝿にཎ✏用⣬（㓄付）㹁㹒㹒３㸫㸲に論を

᭩࠸てࡳる。       Ќ 

CTT1（書き方）と同様のもの 

論理的に論すると࠺࠸ことを

☜ㄆする。 

᪩ࢃ⤊ࡃった生徒にはㄞࡳ㏉し

てࡳることやホ౯の࣏イントを

踏まえて࠸るのかを☜ㄆࡏࡉ

る。 

大ᆺࢱイマーで㛫表♧する。 

まとࡵ 

（5 分） 

次ᅇはࠊグループ内で࠸にホ౯しあ࠺ことを

ㄝ᫂する。 

᭩き⤊ࢃらな࠸生徒は期限まで

に᭩࠸てࡃるよ࠺にᣦᑟする。 

Ḟᖍ⪅の対ᛂ：㓄ᕸ㈨ᩱをࡶとに，次ᅇまでにཎ✏をస成するよ࠺にᣦᑟする。  

 

 

 

 

 

 

３㛫目 

㡯目 ᤵᴗ内容 ␃ពⅬ 

ᑟධ 

（2 分） 

๓ᅇのᤵᴗで᭩࠸たཎ✏があることを☜ㄆ。 

論理的に論することを☜ㄆする。 

᭩࠸たཎ✏をᛀれてきた生徒に

⾜けをࡔては⪅のホ౯࠸ࡘ

 。࠺

ᒎ㛤１ 

（3� 分） 

4 人୍組のグループをసる。 

グループ内で࠸に論文をㄞࡳあ࠸，ホ౯する。 

 

ཎ✏用⣬とホ౯表をࢭットにしてグループ内の

⮬分௨እの人にΏす。 

ㄞࢇでホ౯する。（6 分�1） 

᭱ᚋに⮬ᕫホ౯を実する。（6 分�1） 

Ḟᖍなで࠺まࡃグループをస

れな࠸ሙྜにはグループを解体

てูの組にりる。3ࡏࡉ 人௨

上のホ౯をᡭにධれるたࡵ。 

 

大ᆺࢱイマーで㛫表♧する。 

ᒎ㛤２ 

（2� 分） 

⮬分⮬身のホ౯をࡶとにΎ᭩する。  

まとࡵ 

（3 分） 

ཎ✏・ホ౯表・Ύ᭩を 1 組にしてᥦฟする。 

 

Ύ᭩が⤊ࢃらな࠸ሙྜには 1 㐌

㛫௨内にᢸᙜ⪅にᥦฟすること

をᣦ♧する。 
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࠙課題ᩥ、ཧ⪃㈨ᩱをㄞ࡛ࢇ௨ୗのၥ࠸に⟅࠼なࠋࠚ࠸ࡉ �

ձ  課題文の主ᙇはのよ࠺なことですか。 

  

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

࠙㸰ᅇ┠のᤵᴗの‽ഛࠚ�

 ２ᅇ目のᤵᴗでは課題文に対して論を᭩きます。グループでᅇのᤵᴗに࠸ࡘてࢃࠊかったことࢃࠊ

からなかったことをᩚ理してࠊ論を᭩けるよ࠺に‽ഛをしまし࠺ࡻ。 

ࡑのᩍ育は≦⌧ࠊな力がᚲせになりますか。また࠺のよࠊにはࡃᴗにᑵ⫋࠸ᴗの௦᭰ྍ能性のప⫋ی 

の力を㣴って࠸ると࠸えるか考えてࡳて࠸ࡉࡔࡃ。 

 

ղ  ⫋ᴗ௦᭰のྍ能性が高࠸⫋ᴗとప࠸⫋ᴗはࡑれࡒれࠊのよ࠺な≉ᚩがありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ͤ１ 論を᭩ࡃたࡵに⮬分でࡶ㈨ᩱを探すなの‽ഛをしてきて࠸ࡉࡔࡃ。 

 ͤ２ 㓄付したプリントは࢛ࣇルࢲーに⥛ࡌてࠊ次ᅇのᤵᴗにᚲࡎᣢཧして࠸ࡉࡔࡃ。 

࣓ࣔ�
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࠙課題ᩥ、ཧ⪃㈨ᩱをㄞ࡛ࢇ௨ୗのၥ࠸に⟅࠼なࠋࠚ࠸ࡉ �

ձ  課題文の主ᙇはのよ࠺なことですか。 

  

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

࠙㸰ᅇ┠のᤵᴗの‽ഛࠚ�

 ２ᅇ目のᤵᴗでは課題文に対して論を᭩きます。グループでᅇのᤵᴗに࠸ࡘてࢃࠊかったことࢃࠊ

からなかったことをᩚ理してࠊ論を᭩けるよ࠺に‽ഛをしまし࠺ࡻ。 

ࡑのᩍ育は≦⌧ࠊな力がᚲせになりますか。また࠺のよࠊにはࡃᴗにᑵ⫋࠸ᴗの௦᭰ྍ能性のప⫋ی 

の力を㣴って࠸ると࠸えるか考えてࡳて࠸ࡉࡔࡃ。 

 

ղ  ⫋ᴗ௦᭰のྍ能性が高࠸⫋ᴗとప࠸⫋ᴗはࡑれࡒれࠊのよ࠺な≉ᚩがありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ͤ１ 論を᭩ࡃたࡵに⮬分でࡶ㈨ᩱを探すなの‽ഛをしてきて࠸ࡉࡔࡃ。 

 ͤ２ 㓄付したプリントは࢛ࣇルࢲーに⥛ࡌてࠊ次ᅇのᤵᴗにᚲࡎᣢཧして࠸ࡉࡔࡃ。 

࣓ࣔ�

反論の型

○反論の型を参考に、反論を書いてみよう。

私は、筆者の意見に反対である。 【自分の立場の表明】

筆者は、

【事情（問題）の説明】

ＣＴＴ３－３「①課題文の主張」をもとに筆者の主張をまとめよう。 【反論する箇所の引用】

と主張している。

しかし、この考えはおかしい。 【反論】

ＣＴＴ３－３「反論のための資料」や自分で調べたことをもとに反論を書こう。

このように考えて、私は筆者の主張に反対する 【まとめ】
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㹁㹒㹒３「㸿㹇㸦人ᕤ▱⬟㸧」ホ౯⾲ 1 年（  ）組（   ）␒ Ặྡ（                ）       
ホ౯⪅㸯                                1 年（  ）組（   ）␒ Ặྡ（                ） 

㻌 Ｉ(Ideas)  

基礎的知識 

Ｃ(Connections) 

基礎的知識間のつながり 

Ｅ(Extensions) 

知の応用 

ཎ✏用⣬の࠸᪉ 

᭩き᪉な 

ṇし࠸ཎ✏用⣬の࠸᪉ができる。 

 。体である「であるࠊࡔ」

᥋⥆モをって࠸る。また，࠸᪉が論理をㄝ

᫂するのに㐺ษである。 

１ᒎ㛤目で学⩦したことが生かࡉれて，論の文

❶が᭩かれて࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

論理的なㄝ᫂のできるドᣐが

 。るか࠸れてࡉ♧

ドᣐをあࡆて࠸る。 ドᣐを㐺ษに解㔘して論理的にㄝ᫂して࠸る。 ⮬分⮬身の考えをドᣐにࡘなࡆてグ㏙して࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

論に࠸ࡘて ┦ᡭの考えを㐺ษにまとࡵて࠸る。 ┦ᡭの考えに࠸ࡘて論◚できて࠸る。 ⮬分の考えが論理的に♧ࡉれて࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

人ᕤ▱能に㛵する▱㆑・理解 人ᕤ▱能に㛵する用語が㐺ษにࢃれて࠸

る。 

人ᕤ▱能に㛵する▱㆑をࡶとにしてグ㏙して

 。る࠸

ᤵᴗ内で学ࡔࢇ人ᕤ▱能に㛵する▱㆑௨እにࡶ

⮬身が学⩦してきたことをࡶとにグ㏙して࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

グラࣇのㄞྲྀࡳり グラࣇのㄞྲྀࡳりができる。 グラࣇのㄞྲྀࡳりを論に活用して࠸る。 ⮬身の考えとㄞྲྀࡳりをࡘなࡆてグ㏙して࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

 �ント   ྜ計Ⅼ      㸭3࣓ࢥ

 

ホ౯⪅㸰                                1 年（  ）組（   ）␒ Ặྡ（                ） 

㻌 Ｉ(基礎的知識) Ｃ(基礎的知識間のつながり) Ｅ(知の応用) 

ཎ✏用⣬の࠸᪉ 

᭩き᪉な 

ṇし࠸ཎ✏用⣬の࠸᪉ができる。 

 。体である「であるࠊࡔ」

᥋⥆モをって࠸る。また，࠸᪉が論理をㄝ

᫂するのに㐺ษである。 

１ᒎ㛤目で学⩦したことが生かࡉれて，論の文

❶が᭩かれて࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

論理的なㄝ᫂のできるドᣐが

 。るか࠸れてࡉ♧

ドᣐをあࡆて࠸る。 ドᣐを㐺ษに解㔘して論理的にㄝ᫂して࠸る。 ⮬分⮬身の考えをドᣐにࡘなࡆてグ㏙して࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

論に࠸ࡘて ┦ᡭの考えを㐺ษにまとࡵて࠸る。 ┦ᡭの考えに࠸ࡘて論◚できて࠸る。 ⮬分の考えが論理的に♧ࡉれて࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

人ᕤ▱能に㛵する▱㆑・理解 人ᕤ▱能に㛵する用語が㐺ษにࢃれて࠸

る。 

人ᕤ▱能に㛵する▱㆑をࡶとにしてグ㏙して

 。る࠸

ᤵᴗ内で学ࡔࢇ人ᕤ▱能に㛵する▱㆑௨እにࡶ

⮬身が学⩦してきたことをࡶとにグ㏙して࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

グラࣇのㄞྲྀࡳり グラࣇのㄞྲྀࡳりができる。 グラࣇのㄞྲྀࡳりを論に活用して࠸る。 ⮬身の考えとㄞྲྀࡳりをࡘなࡆてグ㏙して࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

 �ント   ྜ計Ⅼ      㸭3࣓ࢥ

 

ホ౯⪅３                                1 年（  ）組（   ）␒ Ặྡ（                ） 

㻌 Ｉ(基礎的知識) Ｃ(基礎的知識間のつながり) Ｅ(知の応用) 

ཎ✏用⣬の࠸᪉ 

᭩き᪉な 

ṇし࠸ཎ✏用⣬の࠸᪉ができる。 

 。体である「であるࠊࡔ」

᥋⥆モをって࠸る。また，࠸᪉が論理をㄝ

᫂するのに㐺ษである。 

１ᒎ㛤目で学⩦したことが生かࡉれて，論の文

❶が᭩かれて࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

論理的なㄝ᫂のできるドᣐが

 。るか࠸れてࡉ♧

ドᣐをあࡆて࠸る。 ドᣐを㐺ษに解㔘して論理的にㄝ᫂して࠸る。 ⮬分⮬身の考えをドᣐにࡘなࡆてグ㏙して࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

論に࠸ࡘて ┦ᡭの考えを㐺ษにまとࡵて࠸る。 ┦ᡭの考えに࠸ࡘて論◚できて࠸る。 ⮬分の考えが論理的に♧ࡉれて࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

人ᕤ▱能に㛵する▱㆑・理解 人ᕤ▱能に㛵する用語が㐺ษにࢃれて࠸

る。 

人ᕤ▱能に㛵する▱㆑をࡶとにしてグ㏙して

 。る࠸

ᤵᴗ内で学ࡔࢇ人ᕤ▱能に㛵する▱㆑௨እにࡶ

⮬身が学⩦してきたことをࡶとにグ㏙して࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

グラࣇのㄞྲྀࡳり グラࣇのㄞྲྀࡳりができる。 グラࣇのㄞྲྀࡳりを論に活用して࠸る。 ⮬身の考えとㄞྲྀࡳりをࡘなࡆてグ㏙して࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

 �ント   ྜ計Ⅼ      㸭3࣓ࢥ

 

⮬ᕫホ౯                                1 年（  ）組（   ）␒ Ặྡ（                ） 

㻌 Ｉ(Ideas)  

基礎的知識 

Ｃ(Connections) 

基礎的知識間のつながり 

Ｅ(Extensions) 

知の応用 

ཎ✏用⣬の࠸᪉ 

᭩き᪉な 

ṇし࠸ཎ✏用⣬の࠸᪉ができる。 

 。体である「であるࠊࡔ」

᥋⥆モをって࠸る。また，࠸᪉が論理をㄝ

᫂するのに㐺ษである。 

１ᒎ㛤目で学⩦したことが生かࡉれて，論の文

❶が᭩かれて࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

論理的なㄝ᫂のできるドᣐが

 。るか࠸れてࡉ♧

ドᣐをあࡆて࠸る。 ドᣐを㐺ษに解㔘して論理的にㄝ᫂して࠸る。 ⮬分⮬身の考えをドᣐにࡘなࡆてグ㏙して࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

論に࠸ࡘて ┦ᡭの考えを㐺ษにまとࡵて࠸る。 ┦ᡭの考えに࠸ࡘて論◚できて࠸る。 ⮬分の考えが論理的に♧ࡉれて࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

人ᕤ▱能に㛵する▱㆑・理解 人ᕤ▱能に㛵する用語が㐺ษにࢃれて࠸

る。 

人ᕤ▱能に㛵する▱㆑をࡶとにしてグ㏙して

 。る࠸

ᤵᴗ内で学ࡔࢇ人ᕤ▱能に㛵する▱㆑௨እにࡶ

⮬身が学⩦してきたことをࡶとにグ㏙して࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

グラࣇのㄞྲྀࡳり グラࣇのㄞྲྀࡳりができる。 グラࣇのㄞྲྀࡳりを論に活用して࠸る。 ⮬身の考えとㄞྲྀࡳりをࡘなࡆてグ㏙して࠸る。 

ホ౯Ⅼ㸦ۑをࡅࡘる㸧� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮� 㸰� � 㸯� � 㸮�

 �ント   ྜ計Ⅼ      㸭3࣓ࢥ
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情報モラル㸤情報セキュリティ 4XL] 解説

１㸬スマ࣍を᧯作しながら自㌿㌴にっていると、法ᚊ㐪反になる。
解⟅ ۑ
解説 㐨㊰㏻法では、自㌿㌴であってもスマ࣍を᧯作しながら㐠㌿することは㐪反とされている。

２㸬事等でࢯࣃコンを用するという目的であれば、マ࢘ス᧯作程度であれば長時間⥅⥆しても≉に問題は発生し
ない。
解⟅ �
解説 目的に関わらࢯࣃ、ࡎコンの長時間用は、目の⑂ປにつながるの㐺度なఇᜥがᚲ要です。

３㸬ᠱ㈹ࢧイトや࣓ルマ࢞で収㞟された࣓ールࢻレスがブḭ業者にΏることもあるので、ࢿット上の個人情報のⓏ
㘓はᚲ要᭱ప㝈度にすべきである。
解⟅ ۑ
解説 ᝏ意をᣢった人は、࣓ールࢻレスをはࡌめとした個人情報を収㞟しています。個人情報のⓏ㘓・提౪はᚲ

要᭱ప㝈度にしましࡻう。

㸲㸬「& ಙ用㔠ᗜの㈈ົ体㉁がᝏしている」というニュースをࡦとつの :HE かの、イトだけではなくࢧ :HE イࢧ
トでも確認するべきである。
解⟅ ۑ
解説 複数の情報発ಙ※（࣓ディ）を確認することは、ಙࡻࡨうᛶを確認するために᭷ຠなᡭẁです。

㸳㸬ಙ㢗関ಀのある相ᡭとのࢿット上のコ࣑ュニࢣーシࣙンにおいても、ᝏ意をᣢつ者が「なりすまし」をしている
ྍ能ᛶがあるのをᖖに㢌にධれておくべきである。
解⟅ ۑ
解説 /,1( のなりすましブḭが発生したこともあります。相ᡭの࣓ッセーࢪに㐪ឤをぬえたら、ᮏ人確認する

ことがษです。

㸴㸬ಙ㢗関ಀのある相ᡭから㏦られた࣓ッセーࢪやῧフイルは間㐪いなくᏳ全であるので、≉にẼをけるᚲ要
はない。
解⟅ �
解説 ᝏ意をᣢつ者がなりすまししているࢣースや、相ᡭが間㐪いなくᮏ人でも問題のあるフイルや 85/と▱ら

。ースもありますࢣに㌿㏦してくるࡎ

㸵㸬7ZLWWHU では、ᬑẁࡈくぶしい人としかᢞ稿のやりྲྀりをしないように㘒ぬしがちだが、ᮏ当はୡ⏺中のࣘーࢨ
ーから見られるものであることをᖖにᚰがけておくべきである。
解⟅ ۑ
解説 7ZLWWHUなどの 616のᢞ稿はୡ⏺中のࣘーࢨーから見られる≧ែであることを意㆑すべきである。

㸶㸬7ZLWWHU をニックࢿームで用していても、7ZLWWHU ♫に問い合わせればᮏྡを教えてくれるので、ᮏྡはᚲࣂࡎレ
ることを自ぬしておくべきである。
解⟅ �
解説 7ZLWWHU ♫は、実ྡを問い合わせても回⟅しません。しかし、༏ྡの情報発ಙであっても、それをទᛌと思

うࣘーࢨーによって、ブログや 7ZLWWHU などの過ཤ情報をὙいࡊらいㄪべ上ࡆられ、実ྡや個人情報をさらさ
れるという事௳が発生しています。

㸷㸬⅖上にẼづいたら、すࡄにヱ当のツイートを๐㝖し、᪂しいツイートでㅰ⨥すべきである。
解⟅ ۑ
解説 きちんとした対ᛂをとることが、⅖上を᭱ప㝈にᢚえる၏一の方法です。

１㸮㸬きれいなおⰼ⏿があったので、中にධってᙳしてインスࢱグラムにᢞ稿した。「立ධ⚗Ṇ」とあったが、ⰼを㋃
まなようにẼをけてධったので問題はない。
解⟅ �
解説 「立ධ⚗Ṇ」と書かれている場ᡤのධはルール㐪反である。どんなにẼをけていてもධってはいけま

せん。

１１㸬⌋しいラ࣋ルの⎼ධりࢪュースを見つけた。それを㉎ධし、自Ꮿにᖐってからᙳしてインスࢱグラムにᢞ稿し
た。
解⟅ ۑ
解説 自分で㉎ධしたၟရを自Ꮿでᙳすることは問題はありません。なお、ᙳしたあとは、⨾しくいただく

ことがマࢼーです。

１２㸬㔞が多いことが᭷ྡのラー࣓ンᗑで、インスࢱグラムをᢞ稿するために、㣗べきれないことをᢎ▱で超┒りを
㢗んだ。༙分௨上ṧしたが、お㔠をきちんとᡶっているので問題ない。
解⟅ �
解説 いくらお㔠をᡶうとはいえ、ṧすことを๓提で㔞の㣗ရをὀ文することはマࢼー㐪反にあたります。

１３㸬人ྠኈのಙ㢗関ಀをᔂさないために、相ᡭからの࣓ッセーࢪはできるだけ早く返ಙすべきである。
解⟅ �
解説 ᖖにᛴいで返ಙをしようとすると、生活にᨭ㞀がでたり、コ࣑ュニࢣーシࣙンが重Ⲵになったりすることが

ありますので、自分のペースで返ಙすることをあらかࡌめ相ᡭに説᫂しておくとよいでしࡻう。
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１㸲㸬人間の࣓ッセーࢪᶵ能の用にはトラブルが多いので、ᮏ当にぶしい人とは࣓ッセーࢪᶵ能を用しないよ
うにする。

解⟅ �
解説 ᮏ当にぶしい相ᡭであれば、࣓ッセーࢪᶵ能のい方を相ᡭときちんと話し合ってから用するとよいでし

。うࡻ

１㸳㸬࣓ッセーࢪᶵ能の用においては、お互いがそれぞれのペースでえるように㓄៖しながらっていくとトラブ
ルが㉳こりにくい。
解⟅ ۑ
解説 ࣓ッセーࢪᶵ能にり回せれてしまうと、ᮏ᮶ᴦしいはࡎのコ࣑ュニࢣーシࣙンが重Ⲵになるྍ能ᛶがある

ので、お互いに㓄៖がᚲ要です。

１㸴㸬書ᗑでᮏの中身をᙳする「デࢱࢪルᘬき」は✼┐⨥として⨩せられる。
解⟅ �
解説 「デࢱࢪルᘬき」は法ᚊにゐれる行Ⅽではありませんが、一⯡的に書ᗑでは、ルールとして⚗Ṇされてい

ることが多いです。

１㸵㸬授業のㅮ義の様Ꮚをᙳすることはⴭ作ᶒのᐖにあたり、⤯対にしてはいけない。
解⟅ �
解説 ⚾的用の⠊ᅖ内でのᙳであればⴭ作ᶒᐖに当たりませんので、学校のඛ生のチྍがあればᙳしても

ᵓいません。

１㸶㸬ㅮ義の㡢ኌを㘓㡢するだけであれば、ㄡのチྍもᚲ要ない。
解⟅ �
解説 ᙳとྠ様に、ㅮ義の㡢ኌも⚾的用の⠊ᅖ内での㘓㡢できますが、学校のඛ生のチྍをᚓましࡻう。

１㸷㸬616 の࢙ࢳックインᶵ能を用して人と一⥴にいるとこࢁをᢞ稿したが、人にᢞ稿してⰋいか確認すべきで
ある。
解⟅ ۑ
解説 一⥴にいる人の中には、その場にいることを▱られたくないと思っている人もいるྍ能ᛶがありますので、

一⥴にいることをᢞ稿する際には確認がᚲ要です。

２㸮㸬スマ࣍のࣃス࣡ーࢻはᛀれてしまってはいけないので、初ᮇタᐃのままにしておく方がよい。
解⟅ �
解説 スマ࣍の初ᮇタᐃのࣃス࣡ーࢻは、㉎ධ後すࡄにኚ᭦しましࡻう。

２１㸬スマ࣍の࣓ールや画ീを๐㝖するときには、そのᶵ能の๐㝖ᶵ能をえばඖできないのでᏳᚰである。
解⟅ �
解説 ᶵ能の一⯡的な๐㝖ᶵ能だけでは、デーࢱは全にはᾘཤされないこともあります。

２２㸬人Ẽₔ画のⓏ場キࣕラクࢱーにఝせてᥥいたクラス࣓イトのイラストをクラスＴシࣕツに༳ๅしてもよい。
解⟅ �
解説 ඖのキࣕラクࢱーとの㢮ఝᛶが認められる場合、つまりඖࢱࢿがわかるようなデࢨインの場合はᶒಖ᭷者

からのチㅙがᚲ要となります。

２３㸬個人のブログとはいえ、人が作成したイラストやᙳした画ീを用したとこࢁ問題があった。ブログᮏ文で
あれば、どれだけ㌿㍕しても問題はない。
解⟅ �
解説 画ീだけではなく、ブログのᮏ文にもⴭ作ᶒは発生しますので、↓᩿㌿㍕は㐪法です。ただし、㐺ษなルー

ルをᏲったᘬ用はྍ能です。

２㸲㸬ニュース␒⤌であれば、ࢿットにᢞ稿してもよい。
解⟅ �
解説 ニュース␒⤌にも、㏻ᖖ、〇作者ഃの思想や表現がධっており、ⴭ作物とされますので、ⴭ作ᶒ法でಖㆤさ

れます。

２㸳㸬㡢ᴦ &'を自分と家᪘のためにࣂックップ用として複〇した。
解⟅ ۑ
解説 &' や '9' の家᪘間の㈚しりやࣂックップ用の複〇〇作などは、⚾的用の⠊ᅖにධります。ただしコ

。ープロテクトがかかっているものを解㝖することは㐪法になりますࣆ

２㸴㸬コࣆペしてレポートを提出したらࣂレてしまった。今回は㐠がᝏかった。
解⟅ �
解説 インࢱーࢿットからコࣆペを見分けるࢯフト࢚࢘がᏑᅾしますので、⡆༢にコࣆペを見分けることができ

ます。

２㸵㸬ᘬ用する文章はኚ᭦しないことが原๎だが、ㄗ字・⬺字のゞ正は問題ない。㸬
解⟅ �
解説 ㄗ字・⬺字をྵめて、ᘬ用ඛの文章を改⦅してはいけません。

２㸶㸬ᘬ用ඛの文章はㄡの文章であるか、ⴭ作者ྡだけグ㍕すればよい。㸬
解⟅ �
解説 ⴭ作者ྡのか、書⡠ྡなど、読者がᘬ用ඛの文章を≉ᐃできる情報をグ㍕するᚲ要があります。

41



ǱȸǿǤᅈ˟ƱऴإȢȩȫ 8oN�� ȯȸǯǷȸȈ 
 

ƂᲫƃ ǹȞȸȈȕǩȳǍ 505 Ǜ̅ƏɥưŴʻǇưƬƨƜƱƸƋりǇƢƔŵǇƨŴ̅ƍ૾ưൢǛつƚ

ƯƍǔƜƱƸƋりǇƢƔŵ 

 

  ƬƨƜƱ

ൢǛつƚƯƍǔƜƱ  

 

ƂᲬƃǛМ用ƢǔƜƱưᢙᢀƢǔӧᏡࣱのƋǔȈȩȖȫƴつƍƯᛟଢƠƨ૨ᇘưƢŵᆰഇǛ؈ǊƯ

૨ᇘǛܦƞƤǇƠǐƏŵ 

 

 ᲢǽȸǷȣȫȷȍȃȈȯȸǭȳǰȷǵȸȓǹᲣƸᆰ間ǍɭˊǛឬƑƯʩ්ƢǔಏƠƞがƋǔӒ᩿Ღ

ɟࡇǋƋƬƨƜƱがなƍʴƱːᑣƘなǔӧᏡࣱがƋりǇƢŵƦのɶƴƸᲦ ᲢᲫᲣ ǛǋƬƯᡈƮƍƯƘ

ǔࣱཛፕᎍなƲǋƍǔӧᏡࣱがƋりǇƢŵᘮܹƴᢙǘなƍƨǊƴƸᲦӸЭǍᩓᛅဪӭᲦȡȸȫǢȉȬǹƩ

ƚưなƘᲦの ᲢᲬᲣ なƲǋǉǍǈƴπƠなƍƜƱがٻЏưƢŵǇƨᲦȍȃȈɥư知りӳƬƨ

ᙸƣ知ǒƣのʴƱ˟ƏƜƱƸᲦƱƯǋүᨖなƜƱưƋǔƜƱǛᛐ識ƠなƚǕƹなりǇƤǜŵ 

 ǇƨᲦưƸफƾƟƚのϙჇǍᚡʙƴ基Ʈƍƨ ᲢᲭᲣ ǋբ᫆ƴなƬƯƍǇƢŵඥࢷǍȫȸȫǛ

ཛƠƨբ᫆ᘍѣǛưπƢǔƜƱƸᲦπσのئƴႆ̮ƢǔƜƱƱᛐ識Ƣǔ࣏ᙲがƋりǇƢŵ 

ᲢᲫᲣ  ᲢᲬᲣ  ᲢᲭᲣ  

 

 

ƂᲭƃ ಅǛᡫƠƯܖǜƩƜƱǍŴʻࢸƲのǑƏƴǹȞȸȈȕǩȳǛМ用ƠƨƍƔŴƴ᧙ǘƬ

ƯƍƖƨƍƔǛᚡλƠなƞƍŵ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

Ძ࠰  ኵ   ဪ    ӸЭ                      
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ケータイ社会と情報モラル Vol.2 ワークシート 
解答 

 

【２】ＳＮＳを利用することで遭遇する可能性のあるトラブルについて説明した文章です。空欄を埋め

て文章を完成させましょう。 

 

 ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）は空間や世代を超えて交流する楽しさがある反

面，一度もあったことがない人と仲良くなる可能性があります。その中には，悪意をもって近づいてく

る性犯罪者などもいる可能性があります。被害に遭わないためには，名前や電話番号，メールアドレス

だけでなく，ＳＮＳのＩＤなどもむやみに公開しないことが大切です。また，ネット上で知り合った見

ず知らずの人と会うことは，とても危険なことであることを認識しなければなりません。 

 また，ＳＮＳでは悪ふざけの写真や記事に基づいた炎上も問題になっています。法律やルールを犯し

た問題行動をＳＮＳで公開することは，公共の場に発信することと認識する必要があります。 

（１） 悪意 （２） ＩＤ （３） 炎上 

 

番号     名前                        
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᳨⣴実⩦ ࣡ークシート

１ᖺ ⤌ ␒ Ặྡ

１ 料理について、ḟのようなレシࣆがᥖ㍕されたペーࢪを᳨⣴したい。正しいものを①～③の

うちから㑅べ。

�1� 㨶料理はᥖ㍕されているが、⫗料理はᥖ㍕されていない

�2� 㨶料理と⫗料理、୧方がᥖ㍕されたもの

�3� 㨶料理か⫗料理、ᑡなくとも一方がᥖ㍕されたもの

① 㨶料理 AND ⫗料理 ② 㨶料理 or ⫗料理

③ 㨶料理 AND �NOT ⫗料理�

２ ḟのような᮲௳の᳨⣴をする場合に㐺ษなキー࣡ーࢻをグධせよ。また実際に᳨⣴した際の

᳨⣴結ᯝ数と、その際にった᳨⣴࢚ンࢪン、᳨⣴࢜プシࣙンもグ述すること。

（᳨⣴結ᯝが 10,000 ௳をୗ回るようにすること）

᳨⣴数 キー࣡ーࢻ、᳨⣴࢚ンࢪン、࢜プシࣙン等

ルఱかㄪべるࢻ１ ௳

ி都㥐㏆㎶の地ᅗを見たい。 ௳
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SS情報
「系統別学科研究」について

Ⅰ なぜ今系統別学科研究なの

現在、大学や専門学校の分野・学部・学科の名称は非常に多様化し、その中から入りたい分野・学

部・学科に進学するためには、複数の学校の違いを多角的、批判的に比較検討する必要があります。

第１学年のうちに、じっくりと大学別に特徴や分野・学部・学科の講義内容などの違いを調査・研究

して、自分達が学びたい大学について考えて下さい。それがコース選択、ひいては、大学選びにつな

がります。

Ⅱ どのようなステップで研究を進めていくのか？

Step１ ：関心のある分野・学部・学科を絞り込もう！（研究する分野・学部・学科の確定）

１）各班ごとに抽選で選ばれた系統から調査研究する分野・学部・学科を決定しましょう。

抽選はこの授業の終わりに行います。

注）各班のメンバーおよび調査する系統は別紙参照。

様々な分野・学部・学科がありますので、各班で関心があり、研究したいと考えている学科

まで絞り込んでください。

例えば）文学部 → 「英文学科」、「国文学科」、「史学科」まで絞り込む。

理学部 → 「数学科」、「物理学科」、「科学科」まで絞り込む。

２）各班で、班長を決定し、「調査研究する分野・学部・学科」に必要事項を記入して系統別

学科研究①の授業時に提出してください。

３）各班で、どのように調査・研究していくのかを考えてください。

Step２ ：この学科を徹底的に調べよう！（学科研究）

調査研究する学科について、徹底的に調べてください。「系統別学科研究プレゼンテーション」

の作成にあたり、どのような方法で調べ、どのようにまとめるかは各班にまかせます。

また、この研究はクラス内で発表してもらいますので、他の人への学科案内となるような創意

工夫も考えてください。せっかくの研究ですので、互いの調査結果を発表して情報の共有化が図

れる内容にするようにしてください。各班で十分に話し合い、協力して、調査研究を行ってくだ

さい。

※ 調査方法として

１．進路指導室、学校図書館、地域の図書館などの書籍を利用する。

２．インターネットなどを利用する。学校のコンピュータを利用したい時は、教員に相談

する。

３．各自で職場見学、オープンキャンパスなどに参加する。この際は事前に担任に知らせ

ること。

などが考えられます。

Step３ ：「系統別学科研究プレゼンテーション」を作成しよう！（資料作成）

１）『SS 情報』の授業（５時間）を使って、PowerPoint を用いて「系統別学科研究プレゼン
テー ション」を作成してください。具体的な作成方法については、【Ⅲ発表プレゼンテ

ーションについて】を参考にしてください。

２）発表用原稿等を考え、発表の準備をしてください。具体的な発表方法ついては、 Step４

及び Step５ をみてください。
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Step４ ：୰㛫Ⓨ⾲しࡻう！（⌜ෆⓎ⾲）

１）３㹼㸲班を１ࣝࢢープとします。（担ᙜ⪅が任意に分ࡅます。）

２）各班は、ࣝࢢープ内で調べた学科について㸵分⛬ᗘで発表してください。

３）「相互ホ౯⚊」を記入し、お互いにホ౯し、㧗め合いましょう。具体的なホ౯方法ついては、

【ϫホ౯について】を参考にしてください。

㸲）「系統別学科研究プレゼンテーション」をᡭ┤し、クラス発表の準備をしましょう。

情報を人にఏえることは、♫に⏕ࡁるための㔜要なᢏ法です。お互いにホ౯することに

よって、自分の㊊りないことにẼࡁ、人のよいᡤや別の考え方を学ࡪことがでࡁます。

Step５ （⾲ス研究Ⓨࣛࢡ）ࠋスෆでⓎ⾲するࣛࢡ：

１）各班は、クラス員の前で、「系統別学科研究プレゼンテーション」を使って、班で調べた

学科について、発表時間㸵分㸩㉁ᛂ⟅２分で発表してください。

２）クラス発表では相互ホ౯はしませんが、✚ᴟ的に㉁ၥしてください。

３）「自ᕫホ౯表（㹇㹁㹃ホ౯表）」を記入して、研究をり㏉りましょう。

大ໃの前で発表することは、大ኚためになります。また、他のࣝࢢープの発表を⫈ࡁ、㉁

ᛂ⟅を㏻して、より多くの情報をクラスで共有しましょう。

Ⅲ 発表用プレゼンテーションについて

１）PowerPointを用いて、発表の際に使用するプレゼンテーションを作成してください。
２）プレゼンテーションの作成に際しては、『ᇶ♏からはじめる情報ࣜテラシー』などを参考に

してください。

３）プレゼンテーションのᵓ成はḟの㏻りとします。

①学科の特徴をㄝ᫂する。（ྲྀᚓྍ⬟な㈨᱁や検定、༞業ᚋ進路などをྵめること）

ղその学科があるな大学を♧す。

ճୖ記の大学から３校を選択して、特徴や講義内容などの違いなどを比較する。

մᐇ際に大学へ進学する際に考える内容を比較する。

յ比較内容をもとに、どのようにしてして、大学選択をしていくべࡁかをまとめる。

㸲）他⪅へのプレゼンテーションを意㆑し、表現やレイ࢘ト等にも創意工夫をจらしてくださ

い。

① プレゼンテーションの⏬㠃は、表㢟をྵんで㸶ᯛ௨ୖとすること。

ղ 表㢟には、調べた学部・学科名及び班員の⤌、␒、Ặ名を入れること。

ճ 表または SmartArtを１つ௨ୖ入れること。
մ 。を１つ௨ୖ入れることࣇラࢢ

ただし、表またはࢢラࣇは Excelで作成したものを㈞りࡅ方がᴦである。
յ て見にくくならないࡂメーションを１⟠ᡤ௨ୖ入れること。ただし、多く入れすࢽ

ように十分に注意すること。また、ຠ果的なࢽメーションになるようにすること。

５）プレゼンテーションのࣇイࣝは、各クラスのࢲ࢛ࣝࣇ内の「系統別学科研究」の࢛ࣝࣇ

にಖᏑしてください。成しなくても㏵中であっても自⏤にಖࢲ࢛ࣝࣇの「班ۑ」内のࢲ

Ꮡしてかまいません。
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㸴）成したら、ྛクラスのフ࢛ルࢲ内の「⣔⤫ู学科研究」のフ࢛ルࢲ内の「提出」にಖᏑし

てください。フイルྡには、学㒊学科・⌜長のクラス・␒ྕ・Ặྡをけてください。

ۼ  フイルྡ ： 数学科 799 長岡 一㑻

㸵）発表時間は㸵分程度とします。発表の際の原稿等を作成しておいてください。

㸶）㉁問が出た際に⟅えられるように‽ഛもしておいてください。

ϫ 評価について

１）ᮏ人による「自己評価⚊（ＩＣＥ評価表）」と教員による評価をඖにỴᐃする。

２）評価のほ点

① 目的にかなったㄪᰝが行われているか。

② 学ูにしっかりとẚ㍑できているか。

③ ㄪᰝした学㒊・学科について、自分だけでなく人に対しても分かり᫆いまとめに

なっているか。

մ ㄪᰝ結ᯝをもとに、学㑅ᢥに生かしていくほ点が᫂確かどうか。

մ 表または SmartArt、グラフを的確に用し、ຠᯝ的に活用できているか。

յ 。ンテーシࣙンが作成されているかࢮニ࣓ーシࣙンをຠᯝ的にうなど、ఏえるプレ

㸴 その

１）提出ᮇ㝈について

「⣔⤫ู学科研究プレࢮンテーシࣙン」

：発表᪥の๓᪥のᨺ課後までにྛクラスの「⣔⤫ู学科研究」のフ࢛ルࢲ内の「提出」

のフ࢛ルࢲ内にಖᏑすること。

２）発表について

① 中間発表：10 ⌜を３グループに分けて，グループ内で発表する。

（グループ内で，相互評価し合い、クラスに向けてのᡭ┤しの材料にする）

② クラス発表：⣔⤫ู学科研究Ⅰまたはϩの授業ですべての⌜がクラス発表する。

（発表㡰は当᪥まで▱らされない）

㹓Ｓ㹀࣓モリーや࣓モリーカーࢻのᣢち㎸みについてのὀ意事㡯

USB ࣓モリ自体にきちんと࢘イルス࢙ࢳ

ックをしてください。

が一、࢘イルスが発見された場合は、

用を中Ṇし、㏿やかに担当者に連⤡を

してください。

また、USB ࣓モリをコンࣆューࢱから

ྲྀりእす際には「ࣁー࢙࢘ࢻのᏳ全な

ྲྀり出し」を行ってから、ྲྀりእしてく

ださい。
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ࠗ学㒊・学科学ูẚ㍑研究࠘参考資料

⫋ᴗ 㸤 㐍Ꮫ㛵ࡍる ࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ 㸤 書⡠࡞

１㸬࣍ームペーࢪ

�1� ྛ学の࣍ームペーࢪ

ྛ学の࣍ームペーࢪには、ᖜᗈく学の情報が㍕っています。

�2� 進学ᛂࢧイト Benesse マࣙࢪࣅࢼン http://manabi.benesse.ne.jp/
高校生、ಖㆤ者、高校のඛ生をࢧポートするコ࣑ュニティ。ධヨ情報、学情報、おスス࣓ຮᙉ法、

⫋業・学問情報など࣓ニュー㇏ᐩ。

�3� e 進㊰ http://www.e-shinro.com/index.html
学だけでなく、⫋業、ᑓ㛛学校や資᱁などについて、ᖜᗈく扱っている。

�4� 高校ࢿット http://www.koukou.net/
教⫱関連、進㊰関連だけではなく、高校生活全⯡に関するさまࡊまな情報をᚓることができる。

２㸬書⡠など

�1� ྛ学ධ学内・ࣃンフレット

ྛ学の情報がཷ験者やධ学者向けに向けにᖜᗈく⤂されています。ᚲ要ならば、個人でྲྀりᐤ

せてみましࡻう。ྛ学の࣍ームペーࢪ௨上にヲ⣽に情報が㍕っています。

�2� ⼯㞷時௦ ᪲文♫

学情報などをㄪべるには、᫇からこの㞧ㄅ。ただし、現 1 ᖺ生は、2019 ᖺ度・ᖹ成 31 ᖺ度ཷ験

（2019 ᖺ ᖹ成 31 ᖺ 1 ᭶～ 3 ᭶）であることにẼをつける。♫・理科の科目㑅ᢥにὀ意する。

�3� 進㊰指導ᐊ・ᅗ書㤋

進㊰指導ᐊやᅗ書㤋には、上グのᮏや「㉥ᮏ」（学ูの情報･過ཤ問題㞟、教学♫�、学などの

。っているので、いに活用しようࢁンフレット･書⡠など、多くそࣃ

�4� ᪂⪺

᪂⪺には、事、⫋業、学、教⫱、生活などのグ事も多いので、ẖ᪥、▷時間でも目を㏻し、⯆

῝いグ事があったらࡌっくり読もう。

３㸬その

上グ௨እにも進㊰情報をྲྀり扱う web 。イトや書⡠はありますので、活用してかまいませんࢧ

※ 資料からデーࢱをᘬ用する際には，ᚲࡎᘬ用ඖをはっきりさせること
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普通科

１．グループ分け

グループ グループ
1 1 2 3 4 6 21 22 27 28
2 5 6 7 8 7 23 24 25 26
3 9 10 11 12 8 29 30 31 32
4 13 14 15 16 9 33 34 39 40 41
5 17 18 19 20 10 35 36 37 38

２．系統

NO. 希望順位

名簿 名簿

(別紙）

⽂学系1 国⽂学科，英⽂学科，史学科，
哲学科，⼼理学科 など

系統 主な学科等

2 社会・国際学系
社会学科、社会福祉学科、観光学科、
⼈間社会学科、国際社会学科 など

3 法律・政治学系
法学科、政治学科 など

4 経済・経営系
経済学科、経営学科、商学科、
会計学科 など

5 教育学系
学校教育教員養成課程、
児童教育学科、養護教員養成課程 など

6 理学系
数学科、物理学科、化学科、
⽣物学科、地学科 など

7 ⼯学系
機械⼯学科、電気電⼦⼯学科、
⼟⽊学科、情報⼯学科 など

10 ⽣活科学系
家政学科、⾷物・栄養学科、
被服学科、管理栄養学科 など

8 農学・⽔産系
農学科、獣医学科、畜産学科、
⽔産学科、林業学科 など

9 医療系
医学部、⻭学部、薬学部、
看護学科、放射線学科 など
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ཀྵ਼Ռ

１．グループ分け

グループ グループ
1 1 2 3 4 6 21 22 27 28
2 5 6 7 8 7 23 24 25 26
3 9 10 11 12 8 29 30 31 32
4 13 14 15 16 9 33 34 39 40
5 17 18 19 20 10 35 36 37 38

２．系統

NO. 希望順位

ɻˠɻ⼯学系ͳ理学系ͺᶅͳᶆグループ͗พ学科ͶなΖΓ͑ͶͤΖ͞ͳɽ
ɻˠɻ医学系ͺ̘Ν౨ೖຌ、̙ΝೖຌͳͤΖ͞ͳɽ

1 理学系ᶅ
数学科、物理学科、化学科、
⽣物学科、地学科 など

�พࢶʥ

名簿 名簿

系統 主な学科等

2 理学系ᶆ
数学科、物理学科、化学科、
⽣物学科、地学科 など

3 ⼯学系ᶅ
機械⼯学科、電気電⼦⼯学科、
⼟⽊学科、情報⼯学科 など

4 ⼯学系ᶆ
機械⼯学科、電気電⼦⼯学科、
⼟⽊学科、情報⼯学科 など

5 医学系̘
医学科 など

6 医学系̙
医学科 など

7 ⻭薬系
⻭学部、薬学部 など

10 教育学系
学校教育教員養成課程、
児童教育学科、養護教員養成課程 など

8 医療系
ʤ医⻭薬系Νঈ͚ʥ

看護学科、理学療法学科、
学科 などࠬݗ業療法学科、ྡজࡠ

9 農学・⽔産系
農学科、獣医学科、畜産学科、
⽔産学科、林業学科 など
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統 計 学

SSRⅠ・SSRA

統
計
学



- 1 -

数学Ⅰ 第５章 データの分析 課題1

課題１ 次の表はある考査の成績の一覧である。次の問いに答えよ。

99 52 76 64 86 57 88 88 88 55 84 56
75 51 56 32 69 84 41 98 73 53 74 32
82 欠席 39 63 98 76 46 65 83 欠席 73 85
84 76 36 52 62 56 38 77 67 97 67 48
56 56 66 欠席 61 39 67 74 88 96 65 56
67 39 73 88 91 36 88 50 72 66 62 71
81 36 64 60 91 66 60 95 59 83 85 47
66 51 84 59 52 73 57 欠席 59 66 78 59
84 51 68 56 83 64 57 46 56 87 68 79
67 95 93 93 47 85 52 45 69 70 50 47
88 77 71 74 35 69 80 90 70 60 61 56
71 65 91 64 45 79 59 82 90 66 74 55

データの整理

① 考査の成績のデータの大きさを求めよ。

Excel 関数 =COUNTA(範囲)
② 受験した人数を求めよ。

Excel 関数 =COUNT(範囲)
③ 欠席者の人数を求めよ。

Excel 関数 =COUNTIF(範囲 ,"欠席”)

データの代表値

④ 合計を求めよ。

Excel 関数 =SUM(範囲)
⑤ 平均を求めよ。

Excel 関数 =AVERAGE(範囲)

＜ただし，小数第２位を四捨五入して表示せよ。）

⑥ 中央値を求めよ。

Excel 関数 =MEDIAN(範囲)
⑦ 最頻値を求めよ。

Excel 関数 =MODE(範囲)
⑧ 最大値を求めよ。

Excel 関数 =MAX(範囲)
⑨ 最小値を求めよ。

Excel 関数 =MIN(範囲)
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数学Ⅰ 第５章 データの分析 課題1

課題１ 次の表はある考査の成績の一覧である。次の問いに答えよ。

99 52 76 64 86 57 88 88 88 55 84 56
75 51 56 32 69 84 41 98 73 53 74 32
82 欠席 39 63 98 76 46 65 83 欠席 73 85
84 76 36 52 62 56 38 77 67 97 67 48
56 56 66 欠席 61 39 67 74 88 96 65 56
67 39 73 88 91 36 88 50 72 66 62 71
81 36 64 60 91 66 60 95 59 83 85 47
66 51 84 59 52 73 57 欠席 59 66 78 59
84 51 68 56 83 64 57 46 56 87 68 79
67 95 93 93 47 85 52 45 69 70 50 47
88 77 71 74 35 69 80 90 70 60 61 56
71 65 91 64 45 79 59 82 90 66 74 55

データの整理

① 考査の成績のデータの大きさを求めよ。

Excel 関数 =COUNTA(範囲)
② 受験した人数を求めよ。

Excel 関数 =COUNT(範囲)
③ 欠席者の人数を求めよ。

Excel 関数 =COUNTIF(範囲 ,"欠席”)

データの代表値

④ 合計を求めよ。

Excel 関数 =SUM(範囲)
⑤ 平均を求めよ。

Excel 関数 =AVERAGE(範囲)

＜ただし，小数第２位を四捨五入して表示せよ。）

⑥ 中央値を求めよ。

Excel 関数 =MEDIAN(範囲)
⑦ 最頻値を求めよ。

Excel 関数 =MODE(範囲)
⑧ 最大値を求めよ。

Excel 関数 =MAX(範囲)
⑨ 最小値を求めよ。

Excel 関数 =MIN(範囲)

- 2 -

データのᩓࡾࡤࡽ四ศ位範囲

պ 範囲を求めよ。

ջ 四ศ位数を求めよ。

Excel 関数 =QUARTILE(範囲，数）

＜ཧ考㸼

最小値 㸻 QUARTILE(範囲 ,0） ＜ =MIN()㸼

第１四ศ位数 㸻 QUARTILE(範囲 ,1）
第２四ศ位数 㸻 QUARTILE(範囲 ,2） ＜ =MEDIAN()㸼

第㸱四ศ位数 㸻 QUARTILE(範囲 ,3）
最大値 㸻 QUARTILE(範囲 ,4） ＜ =MAX()㸼

ռ 四ศ位範囲を求めよ。

ս 四ศ位೫ᕪを求めよ。

ศᩓᶆ‽೫ᕪ囲

վ ศᩓを求めよ。

Excel 関数 =VARP(範囲)

＜ただし，小数第２位を四捨五入して表示せよ。）

տ ᶆ‽೫ᕪを求めよ。

Excel 関数 =STDEVP(範囲)

＜ただし，小数第２位を四捨五入して表示せよ。）

のస成࣒ࣛࢢࢺࢫࣄ

のస成࣒ࣛࢢࢺࢫࣄࠕ 㸦ูࠖ⣬）にᚑࡗてస成せよ。
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ࠓǪ ዶộዕ ᾋ̵ᾃἿԋ ᯃỖ

課題２ ḟの表はある考ᰝの成⦼の一ぴである。ḟの問いに⟅えよ。

1յ ２ յ 1յ ２ յ 1յ ２ յ 1յ ２ յ
$1 68 58 $16 43 52 $31 30 30 $46 80 84
$2 69 64 $17 65 67 $32 92 91 $47 63 56
$3 74 66 $18 74 69 $33 50 50 $48 80 74
$4 63 62 $19 62 67 $34 88 86 $49 52 64
$5 67 61 $20 77 65 $35 77 79 $50 45 57
$6 40 56 $21 72 61 $36 62 74 $51 48 48
$7 69 68 $22 78 69 $37 61 60 $52 45 57
$8 81 83 $23 74 83 $38 72 80 $53 88 82
$9 85 83 $24 70 65 $39 78 77 $54 46 48

$10 40 57 $25 63 63 $40 98 93 $55 35 36
$11 40 37 $26 53 58 $41 57 60 $56 56 58
$12 67 57 $27 83 88 $42 72 69 $57 63 76
$13 84 82 $28 67 52 $43 93 90 $58 59 55
$14 83 85 $29 57 66 $44 65 63 $59 49 55
$15 55 62 $30 80 91 $45 48 48 $60 50 76

散ᕸᅗの作成

① セル⠊ᅖ（ C3:D63�を㑅ᢥする。

② Excel のリボンから

㹙ᤄධ㹛→㹙グラフ㹛の Г をクリックする。

③㹙おすすめグラフ㹛→ 㹙散ᕸᅗ㹛

を㑅んで，㹙OK㹛をクリックする。

մ㹙グラフࢱイトル㹛をクリックする。

յ ྑクリックスすると、ᕥグのようなࢧブ

。が表♧されます࢘ࢻイン࢘

ն 㹙๐㝖㹛をクリックする。
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ඹ分散と相関ಀ数

① 分散をồめよ。

Excel 関数 =COVAR�⠊ᅖ１，⠊ᅖ２�

㸺ただし，小数➨２位をᅄᤞධして表♧せよ。）

② ᶆ‽೫ᕪをồめよ。

Excel 関数 =CORREL�⠊ᅖ１，⠊ᅖ２��

㸺ただし，小数➨２位をᅄᤞධして表♧せよ。）

相関表の作成

「相関表の作成」（ู⣬）にᚑって作成せよ。

ᅗの作成ࡆࡦ⟽

。にᚑって作成せよ（⣬ู）「ᅗࡆࡦ⟽」
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ストグラムの作成ࣄ

ۍ 度数分ᕸ表を作成する。
「�0௨上 �0ᮍ‶」のデーࢱの௳数を数える場合

 &2817,)�⠊ᅖ� �! �0�� � &2817,)�⠊ᅖ� �! �0��
「100」ちࡻうどのデーࢱの௳数を数える場合

 &2817,)�⠊ᅖ� 100�

）
セル࠙ 5� ࠚ
 &2817,)��%����0�1���! 0���&2817,)��%����0�1���! 10��

ὀ ⠊ᅖ（�%����0�1�）の⤯対参↷を用

セル࠙ 5� ࠙～ࠚ 51� ーを用して作成すると⡆༢ࣆはコࠚ

１㸬⦪Წグラフを作成する。
① セル⠊ᅖ（5��51��を㑅ᢥする。

② ([FHOのリボンから
㹙ᤄධ㹛→㹙グラフ㹛の Г を
クリックする。

③ 㹙㞟合⦪Წ㹛を㑅んで、㹙2.㹛を
クリックする。

グラフ位置やきさは㐺ษにኚ᭦する。

２㸬ᶓ㍈ラ࣋ルのタᐃをする。
① グラフのవⓑでྑクリックをし、
㹙デーࢱの㑅ᢥ㹛をクリックする。

② 「グラフࢯースの㑅ᢥ」࢘イン࢘ࢻで、
㹙ᶓ㍈ラ࣋ル㹛の㹙⦅㞟㹛ボࢱンを
クリックする。

③ 「㍈ラ࣋ル」࢘イン࢘ࢻで
㹙㍈ラ࣋ルの⠊ᅖ㹛にセル⠊ᅖ�4��41��
を㑅ᢥし、㹙2.㹛をクリックする。

մ 「グラフࢯースの㑅ᢥ」࢘イン࢘ࢻで、
㹙2.㹛をクリックする。

ὀ）（ᚲ要にᛂࡌて）
ซ（⣔ิ１）をクリックして㑅ᢥさせ、ྑ クリックし、㹙๐㝖㹛をクリックする。

３㸬デーࢱ⣔ิの書ᘧタᐃをする。
① ⦪Წの上でྑクリックし、

㹙デーࢱ⣔ิの書ᘧタᐃ㹛をクリックする。

② 㹙デーࢱ⣔ิの書ᘧタᐃ㹛の࢘イン࢘ࢻの
㹙⣔ิの࢜プシࣙン㹛ࢱブで、
㹙要⣲の間㝸㹛を「0」にタᐃする。

③ 㹙ሬりつぶしと⥺㹛のࢱブを、
クリックする。

մ 㹙ሬりつぶしと⥺㹛のࢱブ
㹙ሬりつぶしなし㹛にタᐃする。

յ 㹙枠⥺のⰍ㹛のࢱブで、㹙⥺（༢Ⰽ）㹛にタᐃし、
㹙Ⰽ㹛のۂをクリックし、「テーマⰍ」で㯮を
タᐃする。

ն㹙デーࢱ⣔ิの書ᘧタᐃ㹛࢘イン࢘ࢻを � で㛢ࡌる。

շ ᶓ㍈をクリックして㑅ᢥさせ、ྑクリックし、
㹙㍈の書ᘧタᐃ㹛の࢘イン࢘ࢻを表♧さる。

③ 㹙ሬりつぶしと⥺㹛のࢱブを、クリックする

չ 㹙枠⥺のⰍ㹛のࢱブで、㹙⥺（༢Ⰽ）㹛にタᐃし、
㹙Ⰽ㹛のۂをクリックし、「テーマⰍ」で㯮を
タᐃする。

պ㹙デーࢱ⣔ิの書ᘧタᐃ㹛࢘イン࢘ࢻを � で㛢ࡌる。

※ ⦪㍈に関してもշ～պを行う。

３㸬グラフࢱイトルをタᐃをする。
グラフࢱイトルに「考ᰝの成⦼」とධ力する。

㹙⣔ิの࢜プシࣙン㹛ࢱブ

㹙ሬりつぶしと⥺㹛ࢱブ
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ストグラムの作成ࣄ

ۍ 度数分ᕸ表を作成する。
「20௨上 40ᮍ‶」のデーࢱの௳数を数える場合

=COUNTIF�⠊ᅖ, "!=20"� - COUNTIF�⠊ᅖ, "!=40"�
「100」ちࡻうどのデーࢱの௳数を数える場合

=COUNTIF�⠊ᅖ, 100�

）
セル࠙ R4 ࠚ
=COUNTIF�$B$3:$M$14,"!=0"�-COUNTIF�$B$3:$M$14,"!=10"�

ὀ ⠊ᅖ（$B$3:$M$14）の⤯対参↷を用

セル࠙ R5 ࠙～ࠚ R13 ーを用して作成すると⡆༢ࣆはコࠚ

１㸬⦪Წグラフを作成する。
① セル⠊ᅖ（R4:R14�を㑅ᢥする。

② Excelのリボンから
㹙ᤄධ㹛→㹙グラフ㹛の Г を
クリックする。

③ 㹙㞟合⦪Წ㹛を㑅んで、㹙OK㹛を
クリックする。

グラフ位置やきさは㐺ษにኚ᭦する。

２㸬ᶓ㍈ラ࣋ルのタᐃをする。
① グラフのవⓑでྑクリックをし、

㹙デーࢱの㑅ᢥ㹛をクリックする。

② 「グラフࢯースの㑅ᢥ」࢘イン࢘ࢻで、
㹙ᶓ㍈ラ࣋ル㹛の㹙⦅㞟㹛ボࢱンを
クリックする。

③ 「㍈ラ࣋ル」࢘イン࢘ࢻで
㹙㍈ラ࣋ルの⠊ᅖ㹛にセル⠊ᅖ�Q4:Q14�
を㑅ᢥし、㹙OK㹛をクリックする。

մ 「グラフࢯースの㑅ᢥ」࢘イン࢘ࢻで、
㹙OK㹛をクリックする。

ὀ）（ᚲ要にᛂࡌて）
ซ（⣔ิ１）をクリックして㑅ᢥさせ、ྑ クリックし、㹙๐㝖㹛をクリックする。

３㸬デーࢱ⣔ิの書ᘧタᐃをする。
① ⦪Წの上でྑクリックし、
㹙デーࢱ⣔ิの書ᘧタᐃ㹛をクリックする。

② 㹙デーࢱ⣔ิの書ᘧタᐃ㹛の࢘イン࢘ࢻの
㹙⣔ิの࢜プシࣙン㹛ࢱブで、
㹙要⣲の間㝸㹛を「0」にタᐃする。

③ 㹙ሬりつぶしと⥺㹛のࢱブを、
クリックする。

մ 㹙ሬりつぶしと⥺㹛のࢱブ
㹙ሬりつぶしなし㹛にタᐃする。

յ 㹙枠⥺のⰍ㹛のࢱブで、㹙⥺（༢Ⰽ）㹛にタᐃし、
㹙Ⰽ㹛のۂをクリックし、「テーマⰍ」で㯮を
タᐃする。

ն㹙デーࢱ⣔ิの書ᘧタᐃ㹛࢘イン࢘ࢻを � で㛢ࡌる。

շ ᶓ㍈をクリックして㑅ᢥさせ、ྑクリックし、
㹙㍈の書ᘧタᐃ㹛の࢘イン࢘ࢻを表♧さる。

ո 㹙ሬりつぶしと⥺㹛のࢱブを、クリックする

չ 㹙枠⥺のⰍ㹛のࢱブで、㹙⥺（༢Ⰽ）㹛にタᐃし、
㹙Ⰽ㹛のۂをクリックし、「テーマⰍ」で㯮を
タᐃする。

պ㹙デーࢱ⣔ิの書ᘧタᐃ㹛࢘イン࢘ࢻを � で㛢ࡌる。

※ ⦪㍈に関してもշ～պを行う。

㸲㸬グラフࢱイトルをタᐃをする。
グラフࢱイトルに「考ᰝの成⦼」とධ力する。

㹙⣔ิの࢜プシࣙン㹛ࢱブ

㹙ሬりつぶしと⥺㹛ࢱブ
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相関表の作成
※ 。ポットテーブルを用するࣆ

１㸬ࣆポットテーブルの作成をする。

① ([FHOのリボンから、

㹙ᤄධ㹛→㹙ࣆポットテーブル㹛

→㹙ࣆポットテーブル㹛

をクリックする。

② 㹙ࣆポットテーブルの作成㹛

の「᪤Ꮡの࣡ークシート」࢘ࢻィン࢘

で㹙テーブルまたは⠊ᅖ㹛に「⠊ᅖ」

のセルの⠊ᅖ（%��'��）をタᐃする。

③ 㹙ࣆポットテーブルの作成㹛࢘ィンࢻ

で「テーブルまたは⠊ᅖを㑅ᢥ」で࢘

㹙場ᡤ㹛に「ࣆポットテーブル」をᥥく位置（)�）をタᐃする。

մ 㹙2.㹛ボࢱンをクリックし、㹙ࣆポットテーブル㹛࢘ィン࢘ࢻを表♧する。

※ リストが表♧されていない場合はࢻポットテーブルのフィールࣆ

㹙ࣆポットテーブル㹛࢘ィン࢘ࢻをྑクリックし、

「フィールࢻリストを表♧する」をクリックする。

２㸬ࣆポットテーブルのフィールࢻリストを用する。

① 「ิラ࣋ル」を１回、「行ラ࣋ル」を２回、

「Ȋ್」を合計㸭␒ྕにする。

ۍ ボックス間でフィールࢻをࢻラッグする。

② 「Ȋ್」ボックスのۂをクリックし、

㹙್フィールࢻのタᐃ㹛をクリックする。

③ 㹙್フィールࢻのタᐃ㹛のボックスの「㞟計の

方法」 㹛ࢱのデーࢻブで、㹙㑅ᢥしたフィールࢱ

で「デーࢱの個数」を㑅ᢥする。

մ 㹙2.㹛ボࢱンをクリックし、㹙್フィールࢻのタᐃ㹛のボックスを㛢ࡌる。

３㸬㝵⣭のタᐃをする。

① ิラ࣋ルの್のセル（*��をྑクリックし、

㹙グループ㹛をクリックする。

② 「グループ」࢘ィン࢘ࢻで

㹙ඛ㢌の್㹛を㸺 0㸼に、

㹙ᮎᑿの್㹛を㸺１㸮㸮㸼に、

㹙༢位㹛を㸺１㸮㸼にタᐃする。

③ 㹙2.㹛ボࢱンをクリックし、㹙グループ㹛

。るࡌを㛢࢘ࢻィン࢘

մ 行ラ࣋ルの್のセル（)��をྑクリックし、㹙グループ㹛をクリックする。

յ 「グループ」࢘ィン࢘ࢻで

㹙ඛ㢌の್㹛を㸺㸮㸼に、㹙ᮎᑿの್㹛を㸺１㸮㸮㸼に、㹙༢位㹛を㸺１㸮㸼にタᐃ

する。

ն 㹙2.㹛ボࢱンをクリックし、㹙グループ㹛࢘ィン࢘ࢻを㛢ࡌる。
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相関表の作成
※ 。ポットテーブルを用するࣆ

１㸬ࣆポットテーブルの作成をする。

① ([FHOのリボンから、

㹙ᤄධ㹛→㹙ࣆポットテーブル㹛

→㹙ࣆポットテーブル㹛

をクリックする。

② 㹙ࣆポットテーブルの作成㹛

の「᪤Ꮡの࣡ークシート」࢘ࢻィン࢘

で㹙テーブルまたは⠊ᅖ㹛に「⠊ᅖ」

のセルの⠊ᅖ（%��'��）をタᐃする。

③ 㹙ࣆポットテーブルの作成㹛࢘ィンࢻ

で「テーブルまたは⠊ᅖを㑅ᢥ」で࢘

㹙場ᡤ㹛に「ࣆポットテーブル」をᥥく位置（)�）をタᐃする。

մ 㹙2.㹛ボࢱンをクリックし、㹙ࣆポットテーブル㹛࢘ィン࢘ࢻを表♧する。

※ リストが表♧されていない場合はࢻポットテーブルのフィールࣆ

㹙ࣆポットテーブル㹛࢘ィン࢘ࢻをྑクリックし、

「フィールࢻリストを表♧する」をクリックする。

２㸬ࣆポットテーブルのフィールࢻリストを用する。

① 「ิラ࣋ル」を１回、「行ラ࣋ル」を２回、

「Ȋ್」を合計㸭␒ྕにする。

ۍ ボックス間でフィールࢻをࢻラッグする。

② 「Ȋ್」ボックスのۂをクリックし、

㹙್フィールࢻのタᐃ㹛をクリックする。

③ 㹙್フィールࢻのタᐃ㹛のボックスの「㞟計の

方法」 㹛ࢱのデーࢻブで、㹙㑅ᢥしたフィールࢱ

で「デーࢱの個数」を㑅ᢥする。

մ 㹙2.㹛ボࢱンをクリックし、㹙್フィールࢻのタᐃ㹛のボックスを㛢ࡌる。

３㸬㝵⣭のタᐃをする。

① ิラ࣋ルの್のセル（*��をྑクリックし、

㹙グループ㹛をクリックする。

② 「グループ」࢘ィン࢘ࢻで

㹙ඛ㢌の್㹛を㸺 0㸼に、

㹙ᮎᑿの್㹛を㸺１㸮㸮㸼に、

㹙༢位㹛を㸺１㸮㸼にタᐃする。

③ 㹙2.㹛ボࢱンをクリックし、㹙グループ㹛

。るࡌを㛢࢘ࢻィン࢘

մ 行ラ࣋ルの್のセル（)��をྑクリックし、㹙グループ㹛をクリックする。

յ 「グループ」࢘ィン࢘ࢻで

㹙ඛ㢌の್㹛を㸺㸮㸼に、㹙ᮎᑿの್㹛を㸺１㸮㸮㸼に、㹙༢位㹛を㸺１㸮㸼にタᐃ

する。

ն 㹙2.㹛ボࢱンをクリックし、㹙グループ㹛࢘ィン࢘ࢻを㛢ࡌる。
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ᅗの作成ࡆࡦ⟽

１㸬⟽ࡆࡦᅗを作成する。

① セル⠊ᅖ（&��'���を㑅ᢥする。

② ([FHOのリボンから

㹙ᤄධ㹛→㹙グラフ㹛の Г を

クリックする。

③㹙すべてのグラフ㹛→ 㹙⟽ࡆࡦᅗ㹛

を㑅んで，㹙2.㹛をクリックする。

２㸬ᶓ㍈の༊ษりのタᐃをする。

① 㹙ᶓ㍈ラ࣋ル㹛をクリックする。

② ྑクリックすると、

ୗグのようなࢧブ࢘イン࢘ࢻが

表♧されます。

③ 㹙๐㝖㹛をクリックする。

３㸬ซをタᐃをする。

① グラフのవⓑでクリック

すると、([FHOのリボンが

グラフツールにኚ᭦される。

② ([FHOのリボンから

㹙デࢨイン㹛

→㹙グラフ要⣲の㏣ຍ㹛

→ 㹙ซ㹛→ 㹙ୗ㹛

をクリックする。

㸲㸬グラフࢱイトルをタᐃをする。

グラフࢱイトルに「考ᰝの成⦼」とධ力する。
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ᅗの作成ࡆࡦ⟽

１㸬⟽ࡆࡦᅗを作成する。

① セル⠊ᅖ（&��'���を㑅ᢥする。

② ([FHOのリボンから

㹙ᤄධ㹛→㹙グラフ㹛の Г を

クリックする。

③㹙すべてのグラフ㹛→ 㹙⟽ࡆࡦᅗ㹛

を㑅んで，㹙2.㹛をクリックする。

２㸬ᶓ㍈の༊ษりのタᐃをする。

① 㹙ᶓ㍈ラ࣋ル㹛をクリックする。

② ྑクリックすると、

ୗグのようなࢧブ࢘イン࢘ࢻが

表♧されます。

③ 㹙๐㝖㹛をクリックする。

３㸬ซをタᐃをする。

① グラフのవⓑでクリック

すると、([FHOのリボンが

グラフツールにኚ᭦される。

② ([FHOのリボンから

㹙デࢨイン㹛

→㹙グラフ要⣲の㏣ຍ㹛

→ 㹙ซ㹛→ 㹙ୗ㹛

をクリックする。

㸲㸬グラフࢱイトルをタᐃをする。

グラフࢱイトルに「考ᰝの成⦼」とධ力する。
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科学英語Ⅰ

SSRⅠ・SSRA 科
学
英
語
Ⅰ



SSRI・SSRA 科学英語（1 年）に࠸ࡘて 

㸯㸬࠸ࡽࡡᤵᴗෆᐜ�

英語でㄝ᫂ࡉれたテキストから情報をㄞྲྀࡳりࡑࠊの内容をまとࠊࡵ英語で⪺きᡭにఏࢃ

るよ࠺にᕤኵして発表する。⌜を⦅成してࠊ「サイエンス・クイࢬショー」のᙧᘧで発表する。

ල体的な目ᶆとしてはࠊ

（１）英語でㄞྲྀࡳった情報に࠸ࡘてࡑࠊの内容をᵓ成して発表をすることができる。

またࠊ⪺きᡭにఏࢃりやす࠸発表の᪉でࠊ⯆をចࡃᕤኵをしながら発表できる。

（２）発表の内容を⪺きࠊ質ၥをして理解を深ࡵることができる。

（３）グループで༠力しながら活動にྲྀり組ࡴことができる。

㸰㸬⏝テキスト “The Usborne Children’s Encyclopedia”（USBORNE） 

３㸬ᖺ㛫のὶࢀ�

第１～３ᅇのᤵᴗではࠊクイࢬショーを᪥本語でస成しࠊ発表する。

第４～６ᅇのᤵᴗではࠊクイࢬショーを英語でస成しࠊ発表する。

第７～㸷ᅇのᤵᴗでは３～２ࠊ学⣭をྠᒎ㛤しࠊ学⣭からのグループྠኈが発表しྜ

。ことで┦ホ౯をする࠺

ͤ各クラス㑅ᢤの⌜による学年での発表会を⾜࠺ことྍࡶ。（ᤵᴗ㛫による）

年㛫ᤵᴗண定

1 㛫目 4͍5 月 テキスト㓄ᕸࠊテキストのᴫせをクラスでシ࢙ア

2 㛫目 5 月 発表‽ഛ

3 㛫目 6 月 発表（クイࢬショー㸭᪥本語）ࠊり㏉り

4 㛫目 7 月 発表‽ഛ

5 㛫目 9 月 発表‽ഛࠊリࣁーサル

6 㛫目 10 月 発表（クイࢬショー㸭英語）ࠊり㏉りͤྍ能であれࡤ ALT ཧຍ 
7 㛫目 11 月 発表‽ഛ

8 㛫目 11͍12 月 発表ࠊリࣁーサル

9 㛫目 12 月 発表（クイࢬショー㸭英語）ࠊり㏉りͤྍ能であれࡤ ALT ཧຍ 
(3 㛫） 1 月 サイエンスイマージョン

㸲㸬ホ౯�

（１）各ᤵᴗ㛫のᥦฟ≀

（２）発表‽ഛのྲྀり組ࡳ

（３）発表のྲྀり組ࡳ（⫈⾗にఏࢃる発表ࠊ⫈⾗をចきࡘける⯆深࠸発表）

㸳㸬࢚ࢧンスࣙࢪ࣮࣐ン㸦１᭶㸧�

（１）እᅜ人講ᖌの講⩏を⪺ࡃ Ѝ 質ၥ

（２）እᅜ人講ᖌからの課題 Ѝ グループディスカッション Ѝ 発表
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第 1回 授業案 

＊目標 

1� 本ᤵᴗ「科学英語」の大まかな内容を理解する。 
2� テキストにのよ࠺なトࣆックがあるのかࠊクラスでシ࢙アする。 
3� 第 3 ᅇの発表に向けてࠊ⌜で発表をᢸᙜするトࣆックを決ࡵる。 

 
＊ 流れ 

1. 導入（5 分） 

   ձあࡘࡉ࠸ 
   ղ体の計⏬を大まかにㄝ᫂ 
   ճ本᪥（࠾よび第３ᅇまで）の活動のㄝ᫂ 

2. 本時のメイン活動 

     ձテキストの㓄ᕸ（英語ಀ） （5 分） 
      ・ಶ人でトࣆックの内容を⡆単に☜ㄆする。 
     ղ⌜⦅成とᢸᙜトࣆック決5） ࡵ 分） 
      ・４人グループ�10 ⌜をࡃࡘる 
      ・４トࣆックࡘࡎ各⌜にあてる（計 40 トࣆック） 

p.6～p.29 Our planet から 13 ಶ p.40～p.61 Natural life から 11 ಶ 
p.74 Modern Times p.76 People around the world 
p.78 Houses and homes p.84 Writing and books 
p.94 Myths p.104 ～

p.125 
Science around us から 11 ಶ 

     ճಶ人సᴗ（15 分） 
       ・りᙜてられたトࣆックの内容に࠸ࡘてᴫせをᢕᥱする 
        「グ㘓用⣬」㓄ᕸ Ѝ ㄪた単語やࠊ大まかな内容をグ㘓 

（ᚋ᪥ࠊの⌜がཧ↷する活動があることにゐれる） 
        ͤ ㎡᭩がᚲせ（࣑ࢥュニࢣーション英語のᤵᴗᢸᙜ⪅が๓連⤡する） 
     մ⌜で情報ඹ᭷（5 分） 
       ・௦表⪅はクラスの発表‽ഛ 
     յクラス内発表（10 分）（各⌜ 1 分௨内） 
       ・各⌜の௦表⪅がりᙜてられた４ࡘのトࣆックに࠸ࡘて⡆単にまとࡵて発表 

3. 第 3 回の授業に向けて 

     ձ各⌜の発表トࣆック決ࡵ 
       ・40 ಶあるトࣆックのࠊࡕ࠺のトࣆックに࠸ࡘて発表するかを決ࡵる 

（各⌜で␗なるトࣆックにྲྀり組ࡴ） 
ͤ 第２ᅇは‽ഛࠊ第３ᅇは発表となる 
ͤ 発表はࠊ各⌜３～４分のクイࢬ␒組（᪥本語）をࡃࡘる 
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SSRIẮSSRA សᩳᄅձ� 

 
CLASS:      NO.        NAME:                               

 
 
THE USBORNE CHILDREN’S ENCYCLOPEDIA 
 
Ⴎᄨתắ    ᔭ分の៤Ὃἱᾟ̵ώắ     ᾄイᾍᾰắ                                   

 
 
៤Ὃἱ។לắ 

។（ל） ؘ ។（ל） ؘ 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

ὡἝἵἱӈ࠻ắ 
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第 2 回 授業案 

＊目標 

1� 第３ᅇでの発表をイ࣓ージࡏࡉる 
2� 発表ができるよ࠺にࠊ⌜で‽ഛをࡏࡉる 

（‽ഛが⤊ࢃらな࠸ሙྜはࠊఇࡳ㛫やᨺ課ᚋの㛫をって‽ഛすることになる。） 
（できるࡔけᤵᴗ㛫内でするよ࠺にಁす） 

 
 
＊ 流れ 

1. 導入 （7 分） 

     ձあࡘࡉ࠸ 
     ղ第３ᅇのᤵᴗでࠊ各⌜がᢅ࠺トࣆック（࣌ージ）の☜ㄆ 
     ճ࣡ークシートの㓄ᕸ 
       ・５分⛬度ࠊ各⮬で☜ㄆ Ѝ ࣡ークシート１にྲྀり組ࡳ 
 

2. Ⴎ活動 （45 分） 

     մ⌜を⦅成する Ѝ 発表活動がクイࢬ␒組ᙧᘧであることをㄝ᫂する 
       Ѝ ࣡ークシート２のㄝ᫂ Ѝ を♧す（ㄝ᫂用࣡ࣃー࣏イント） 
     յ⌜でᡴࡏࢃྜࡕ（リーࢲーなを決ࡵてから活動する） 
       Ѝ ‽ഛ㛫のᥦ♧  
       Ѝ ࣡ークシート２の表㠃の✵ḍをᇙࡵる Ѝ できた⌜から㠃 
       Ѝ できるࡔけ成ࡏࡉる 
 
     〇ၥ題の数は２～３ၥとする 
     〇解⟅はࠊ各⌜で考えて⟅えてࡶら࠺ᙧにする（テキストはぢな࠸で⟅える） 
     〇ᩍᖌが⣬と࣌ンを用ពする 
     〇解⟅㛫にไ限 or 発表㛫にไ限あり（ての⌜が⤊ࢃるよ࠺に） 
 

3. ὐἺὓ （3分） 

     ն次ᅇ（第３ᅇ）のண࿌ 
 ᭱ึに５～10 分のリࣁーサル㛫あり 
 ‽ഛが⤊ࢃって࠸な࠸⌜はࠊ分ᢸし成ࡏࡉてࡃ࠾ 
 次ᅇ࣡ࠊークシート２をᥦฟする 
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 クイࢬ␒組（） 

 
クイࢬ␒組の㛫がጞまりました㸟 ⚾はྖ会のۑۑです。 
 
本᪥のトࣆックは「ᩍ育」です。ᩍ育は英語で education と࠸࠸ます。 
ᩍ育は大ษですࡡ～。生徒はࢇࢇ情報を྾してఙびるとかࠊ生徒に火をࡘけると生徒はࡶ

っとࡶっと考えてࡃ࠸とࠊඛ生たࡕは考えて࠸ます。ᩍ育によってࠊఱかのやり᪉をぢࡘけたりࠊ

㐣ཤの発ぢを学ࡔࢇりします。 
 
学ࡪ理⏤はᵝࠎです。生きるたࡵに㣗≀を育てるやり᪉を学ࡔࢇりࠊᐙのᘓて᪉を学ࡔࢇりࠊ人

と情報をඹ᭷するたࡵにࡶのを᭩࠸たりࠊᶵᲔや࠾金のᢅ࠸᪉を学ࡔࢇりࠊእᅜ人と理解しྜえ

るよ࠺にእᅜ語を学ࡔࢇりします。はవᬤにス࣏ーツや㊃で学ࡪ人ࡶた࠸ࢇࡉࡃます。 
 
⚾たࡕは生まれてからすࡄにࠊ࿘りの人からたࢇࡉࡃのことを学びጞࡵます。5 ṓまでにとてࡶ

たࢇࡉࡃのことを学びます。学校に⾜ࡃとࠊ▱ってࡃ࠾き基本的なことをᩍࢃります。普通の

学校のにࠊ≉ูな技術をᩍえる学校ࡶあります。大学⾜きࠊある分㔝に࠸ࡘてࡉらにከࡃ学

人のことを࠸ヲしࡃࡈます。ある分㔝にす࠸ࡶ人ࡪ specialist と࠸࠸ます。 
 
ではࠊクイࢬです。 
第 1 ၥ 
ྂ௦エジプトのある㒔ᕷではࠊ⏨のᏊたࡕはᩛࠊとのᡓ࠸でຬᩒにᡓえるよࠊ࠺ཝしࡃカ⦎をཷ

けました。ఱと࠺࠸㒔ᕷでし࠺ࡻ㸽 
 。ント：「ス」からጞまるྡ๓ですࣄ
（⟅えは「スࣃルࢱ」） 
 
第 2 ၥ 
ୡ⏺で学校に通って࠸るᏊࡶのྜは㸽 
A) 20㸣  B) 50㸣  C) 80㸣  D) 99㸣 
（⟅えは BࠊከࡃのᏊࡶたࡕは数年しか⾜って࠸な࠺ࡑ࠸です） 
 
第 3 ၥ 
᭱㏆ࠊインࢱーࢿットが大学ᩍ育で活用ࡉれて࠸ます。ᤵᴗをインࢱーࢿットでබ㛤する大学ࡶ

ቑえて࠸ます。 
ではࠊၥ題です。᪥本ではࠊすてのᤵᴗをインࢱーࢿットでཷけることで༞ᴗできる大学はあ

るでし࠺ࡻか㸽 
A) ある  B) な࠸ 
（⟅えは Aࠊᖹ成 13 年より文科┬がㄆྍ。しかしඵὪ（やしま）学ᅬ大学なࠊかなりᑡ数。通

ಙไ大学として୍ࠊ㒊インࢱーࢿットྍと࠺࠸大学はࡘࡃ࠸かある） 
 
⚾たࡕはࠊẖ᪥学ࢇで࠸ます。 
᭱ᚋにࠊ英語のࣇレーࢬを⤂して⤊ࢃりにした࠸と思࠸ます。 
No matter how old you are, you can learn something new. 
ఱṓになってࠊࡶ⚾たࡕは新し࠸ことを学る 

Thank you! 
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ቷࠓᖋ។ ὴイᄨᎳἷἡ  

     ��     1R�      1DPH�                          

 

㻌 㻌 㻌 㻌 ⌜㻌 㻌 ᢅ䛖䝨ージ䠖㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 䝖䝢䝑䜽䠖㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌  

 
Ỗ）ᾋὲᾍのӈ࠻ὤଳἚὐἩὙἘ 

 ἻὥἼἥἺ౽てἔὐἫἝƘ 

 ἔἼἱỌὊἙǗọἺ৪ἵἱӈ࠻ὁἔὐἫἝƘ 

 ὴᾮのὑὥἼにௗἚてἔἤἱὛӈ࠻ὁἔὐἫἝƘ 

 ὴᾮのὑὥἼにௗἚてἔἤἱὛዊἳἯἘἺἘᖋ។ὁἔὐἫἝƘ 

 

  ἻὥἻὥἤてὑἘȁ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ỗ）ὴイᄨᎳὤἶἡὐἫ 

    ȩ ᾋᾱᾘのὴイᄨᎳὤᮻに୦てὑてἡἲἧẫ 

    Ȫ ׯႮのଢἳ時ὁ 3Ǘ4 分ἹἫẫ 

       [ඦસЇ] (1)ὐ 

            (2)ᾍᾙᾈὴにἫὝਲܢのᎮι 

            (3)ὴイ（2 or 3ٟ） 

            (4)Ꮁὡ 

    ȫ ὴイᄨᎳὁẪὯ̵ᾌὨὭンὴイにጇἚὝᒬᒋՉ۶ἺἩὐἫẫ 

 ႮにἺᾟンὤ༘ἩẪにጇἚὤ౽てὔὛἘঝにἩὐἫẫἺᾟンὁҪᄁᄅἩὐἫẫׯ      

    Ȭ ᾋὲᾍに౽てἔὝӈ࠻のҹてὤ入れὝ্ᝰὁἔὐἭὥẫ 

Ἡ入に៤ὋἱἥἺὤݰにἵてὁẪᾋὲᾍωװܣἺἩὐἫẪ࠻本ᆌにὁẪᾋὲᾍに౽てἔὝӈܒ      

れてὔἝὐὐἭὥẫ 

    ȭ Ը分ଁὤἩてἡἲἧẫႮـҹـៃἫܣ᭽ἔὝἘにἩてἡἲἧẫ 

    Ȯ ্ᝰἼᦈӃἔὝװܣὁẪҪᄁにᆹ៧ἩてἡἲἧẫἱἲἩẪऌἝἼὡἼװܣὔἔὐἫẫ 

      Ἱれὂ本ఎͳẪಅϬἹὔᆄఎの͜ఎԪにὁẪҪᄁにᄌἩԅὝἘにἩてἡἲἧẫ 

 

   ἜἜὐἝἼඦસ案Ắ分ଁȁ 
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ቷࠓᖋ។ ὴイᄨᎳἷἡ  

     ��     1R�      1DPH�                          

 

㻌 㻌 㻌 㻌 ⌜㻌 㻌 ᢅ䛖䝨ージ䠖㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 䝖䝢䝑䜽䠖㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌  

 
Ỗ）ᾋὲᾍのӈ࠻ὤଳἚὐἩὙἘ 

 ἻὥἼἥἺ౽てἔὐἫἝƘ 

 ἔἼἱỌὊἙǗọἺ৪ἵἱӈ࠻ὁἔὐἫἝƘ 

 ὴᾮのὑὥἼにௗἚてἔἤἱὛӈ࠻ὁἔὐἫἝƘ 

 ὴᾮのὑὥἼにௗἚてἔἤἱὛዊἳἯἘἺἘᖋ។ὁἔὐἫἝƘ 

 

  ἻὥἻὥἤてὑἘȁ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ỗ）ὴイᄨᎳὤἶἡὐἫ 

    ȩ ᾋᾱᾘのὴイᄨᎳὤᮻに୦てὑてἡἲἧẫ 

    Ȫ ׯႮのଢἳ時ὁ 3Ǘ4 分ἹἫẫ 

       [ඦસЇ] (1)ὐ 

            (2)ᾍᾙᾈὴにἫὝਲܢのᎮι 

            (3)ὴイ（2 or 3ٟ） 

            (4)Ꮁὡ 

    ȫ ὴイᄨᎳὁẪὯ̵ᾌὨὭンὴイにጇἚὝᒬᒋՉ۶ἺἩὐἫẫ 

 ႮにἺᾟンὤ༘ἩẪにጇἚὤ౽てὔὛἘঝにἩὐἫẫἺᾟンὁҪᄁᄅἩὐἫẫׯ      

    Ȭ ᾋὲᾍに౽てἔὝӈ࠻のҹてὤ入れὝ্ᝰὁἔὐἭὥẫ 

Ἡ入に៤ὋἱἥἺὤݰにἵてὁẪᾋὲᾍωװܣἺἩὐἫẪ࠻本ᆌにὁẪᾋὲᾍに౽てἔὝӈܒ      

れてὔἝὐὐἭὥẫ 

    ȭ Ը分ଁὤἩてἡἲἧẫႮـҹـៃἫܣ᭽ἔὝἘにἩてἡἲἧẫ 

    Ȯ ্ᝰἼᦈӃἔὝװܣὁẪҪᄁにᆹ៧ἩてἡἲἧẫἱἲἩẪऌἝἼὡἼװܣὔἔὐἫẫ 

      Ἱれὂ本ఎͳẪಅϬἹὔᆄఎの͜ఎԪにὁẪҪᄁにᄌἩԅὝἘにἩてἡἲἧẫ 

 

   ἜἜὐἝἼඦસ案Ắ分ଁȁ 
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ἹὁẪὼᾏᾯὯ or ϞἚὝὋਲܢὤᒉἚἘȁ （Ἐὐἡ分ଁἩἼὛ༿ѰἩἘź） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  3）ᾯᾔ̵ὺᾰ 

    本ᄨὤࠪἩてᜋὐἩὙἘẫἘὐἡἵてἼ࿚ὁ٫ἫὝἘՍὓἘẫ 

    ṧᾢインᾍṩ ＊ᒣ（Ὧ̵ᾌὨὭン）にἡϞὡὝᆄἝƘ 

          ＊ᒣ（Ὧ̵ᾌὨὭン）ὤἶけὝӈ࠻ἝƘ 

 

  ộ）本ᄨ 

    ญ回（第 3回）の授業ἹᜋὐἫẫ 
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ἹὁẪὼᾏᾯὯ or ϞἚὝὋਲܢὤᒉἚἘȁ （Ἐὐἡ分ଁἩἼὛ༿ѰἩἘź） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  3）ᾯᾔ̵ὺᾰ 

    本ᄨὤࠪἩてᜋὐἩὙἘẫἘὐἡἵてἼ࿚ὁ٫ἫὝἘՍὓἘẫ 

    ṧᾢインᾍṩ ＊ᒣ（Ὧ̵ᾌὨὭン）にἡϞὡὝᆄἝƘ 

          ＊ᒣ（Ὧ̵ᾌὨὭン）ὤἶけὝӈ࠻ἝƘ 

 

  ộ）本ᄨ 

    ญ回（第 3回）の授業ἹᜋὐἫẫ 
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第 3 回 授業案 

＊ 目標 

   θশẪᖋ។ἹᕡᆄὤἩてἡἱὓの༿ѰไᬜἺἩてẪ 

1� グループで༠力しながらసရをࡃࡘりࠊ⫈⾗にఏࢃるよ࠺な発表ができるよ࠺にする 
2� ⫈⾗をចきࡘけるよ࠺な発表にດࡵる 
3� ⫈⾗はࠊの⌜の発表を㞟୰して⪺きࠊ内容に⯆・㛵ᚰをࡘࡶ 

 
＊ 流れ （ႮἦἺにॆὛἭὝ） 

1. ἔἧἶ 

2. ᆄ༿Ѱ  

     㸨ホ౯用⣬の㓄ᕸ・グධ 
       ・１⌜に１ᯛ㓄ᕸ（๓㓄ᕸྍࡶ） 
       ・生徒はグධ Ѝ ⮬分たࡕの発表๓にඛ生にΏす 
     㸨本᪥の発表㡰やὶれのㄝ᫂（発表㡰は各クラスで決定） 
     㸨࣡࣍イト࣎ーࢻ（or 用⣬）の㓄ᕸ 

3. 10 Ⴎのᆄ 

4. ὐἺὓ㸭ἔἧἶ 

 
 
＊ Ἧのο 

   㸨࣡࣍イト࣎ーࢻをಀ生徒がᩍᐊ㐠ࢇでࡃ࠾よ࠺ᣦ♧する。 
   㸨ඛ生᪉はࠊ発表をホ౯しࠊ用⣬をಖ⟶してࡃ࠾。 
 
 

 

77



ቷࠓᖋ។ 第 3 回（ᆄ） 

 

 （   ）ఎắ    ಇ    ఎ

 

Ⴎのメンᾕ̵ắ 1म   Ꮃ    ᄨ                   

                 ᄨ                   

                 ᄨ                   

                 ᄨ                   

                 ᄨ                   

 

 

ᆄἫὝᾟ̵ώắ           ᾍᾙᾈὴắ                          

 

 

ាГắ 

ȩ 
ӈ࠻のἔὝὴイὤϷસἩẪ 

2Ǘ3ᯄẪԅᯄἫὝἥἺἹἱ 

2Ǘ3ᯄẪԅᯄἹἱ 1 

㸭1 ԅᯄἹἼἝἵἱ ổ 

Ȫ 
ṟ αἺὔẪὑὥἼにӈ࠻ϞὡὝἘに 

֔分ݸἼݠἹៃἭてἱ 

ὍἫὋてἡϞὡἵἱ ỗ 

ƈ2 

 ἩϞὡὛἼἺἥὟἔἵἱ Ỗ

ὍἺὥἻϞὡὛἼἝἵἱ ổ 

ȫ 
ҹϰἺἩてẪᒣにᔹؘὤὔἵてὔὛ

ἚὝἘἼӈ࠻Ắᆄ੫ॅにἼἵてἱ 

ᒣὤἺてὔἶけἱ ỗ 

ƈ2 

ᒣὤἔὝኇॅẪἶけἱ Ỗ 

ᒣὤὍἺὥἻἶけἼἝἵἱ ổ 

 

ព 

 

 

 

ƈ5 
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ቷࠓᖋ។ 第 3 回（ᆄ） ᆄὤମ᥇ὟἘź ಇ ఎ（ ） ᖋ។Л回א 

イント࣏り㏉りのۼ

 

 
 

⮬分たࡕの⌜の発表・・・‽ഛは㸽 ༠力は㸽 内容は㸽 発表ែ度は㸽

⫈⾗にఏࢃった㸽 ចきࡘけた㸽

の⌜の発表・・・Ⰻかった発表はࢇࠊなとこࢁがⰋかった㸽

次ᅇに向けて・・・Ẽをࡘけた࠸ことやࠊᨵၿした࠸ことは㸽

　　　　　　　　　次ᅇはࢇな発表にした࠸㸽

㸟࠺᭩こ（ことを࠸に᭩きた≉ࠊイントをཧ考にしながら࣏上の）あなたのり㏉りをۼ

1 年 組 ␒ Ặྡ

ቷࠓᖋ។ 第 3 回（ᆄ） ᆄὤମ᥇ὟἘź ಇ ఎ（ ） ᖋ។Л回א 

イント࣏り㏉りのۼ

 ⮬分たࡕの⌜の発表・・・‽ഛは㸽 ༠力は㸽 内容は㸽 発表ែ度は㸽

⫈⾗にఏࢃった㸽 ចきࡘけた㸽

 の⌜の発表・・・Ⰻかった発表はࢇࠊなとこࢁがⰋかった㸽

 次ᅇに向けて・・・Ẽをࡘけた࠸ことやࠊᨵၿした࠸ことは㸽

次ᅇなࢇな発表にした࠸・

㸟࠺᭩こ（ことを࠸に᭩きた≉ࠊイントをཧ考にしながら࣏上の）あなたのり㏉りをۼ

1 年 組 ␒ Ặྡ
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第４ᅇ ᤵᴗ 
 
＊ 目標 

第６ᅇでの発表をイ࣓ージࡏࡉる 

 
＊ 流れ 

Ỗậᖋ។ᾜᾱᾁンᾋ̵ὼᾬンのЇἝὛࠓὈ [５分] 
   年の生徒がస成した࣏スࢱーや発表のᵝᏊを㘓⏬した動⏬をぢる 
  ỗ. ᾴ̵ὴὼ̵ᾍȩ（⌜に 1 ᯛ） 

プレࢮンテーションには࠺࠸࠺ᕤኵがᚲせかを⌜でヰしྜ10] ࠺ 分] 
Ộ. ᾴ̵ὴὼ̵ᾍȪ「プレࢮンの‽ഛをしよ࠺」 

発表のやり᪉・ホ౯࣏イントの☜ㄆ [10 分] 
ộ. Useful expressions のᑺ [5 分] 
Ớ. グループがᢸᙜするテーマを決定する 
ཎ✏（Ύ᭩用⣬）ᥦฟ᪥を☜ㄆ            [25 分] 

ớ. ᾴ̵ὴὼ̵ᾍȫ “Quiz Show in English”にྲྀり組ࡴ       
 
 
                                                                                                
 
（プレࢮンテーションに࠾けるホ౯࣏イント） 
 
 ձ Contents --- 内容の㠃ⓑࡉ 
 クイ３～２ࢬၥをస成しࠊ⫈⾗に「え～」とゝࡏࢃたり⯆をࢃかࡏるよ࠺な内容ࡔったか。 
  
 ղ Delivery --- 発表の᪉ 
 ４人とࠊࡶはっきりࢃࠊかりやすࠊࡃ⫈⾗ဨにఏࢃるよ࠺にヰして࠸たか。 
  
 ճ Attraction --- ⫈⾗をចきࡘけるᵓ成やᕤኵ 
 ３分（௨内）の発表体がࠊスムーࢬなὶれであったか。 
 ⮬分たࡕの内容をよりよࡃఏえよ࠺とするᕤኵがあったか。 
 （ᑠ㐨ලࠊ㡢ࠊジ࢙スࢳャーࠊゝ࠸᪉ࠊ┿ࠊ㠃ⓑ࠸ᵓ成な） 
  ⫈⾗からぢて࠺なのかࠊ⫈⾗の⯆をᘬきࡘける発表かࠊ等。 
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科学英語（第 4 ᅇ）࣡ークシートձ 

 

Q. 「英語」で発表する際の工夫は？ 

2 ᅇ目はࠊ英語で発表します。ᕤኵすきことを⌜内でヰしྜࠊ࠸キー࣡ーࢻを࣓ࣔしよ࠺。 

ඛ㍮たࡕのやࠊ⮬分たࡕの᪥本語での発表を思࠸ฟしながら考えてࡳよ࠺。 

 内容 ڧ

 
 
 
 
 
 
 
 発表の᪉ ڧ
 
 
 
 
 
 
 
 
 のᕤኵࡵをᘬき付けるた⾗⫈ ڧ
 
 
 
 
 
 
 
 
 のࡑ ڧ
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科学英語（第 4 ᅇ）࣡ークシートղ 

プレゼンの準備をしよう！ 

Presentationは聴衆にアイデアの present を贈る行為です。 

「自分が言いたいこと」＝「聴衆が聴いて、ワクワクする！良い学びになる！」という関係が成り

立つプレゼンになるように必要な準備を進めてください。 

発表㛫はクイࢬの解⟅㛫ࡶධれて４分です。

（▷すࡂてࠊࡶ㛗すࡂて࣓ࢲࡶです。３分３㸮⛊～４分の㛫にࡵよ࠺）

① 今回のグループ・プレゼンの構成

(0) Vocabulary ᅇのプレࢮンをする上でࠊ⫈⾗が▱ってࡃ࠾き㔜せ語ྃを㑅びࠊㄝ᫂をする。

ͤඛ生ᙺとなって࣎ࠊキャࣈラリのインプットを⾜࠺。

(1) Introduction あࡘࡉ࠸

グループの⤂

⫈⾗にࠊトࣆックに⯆をᣢってࡶらえるよ࠺なヰ（ᑟධ）をする

ձ「THE USBONE CHILDREN·6 ENCYCLOPEDIA」に᭩かれて࠸る内容

ղ⊂⮬にㄪた内容

これに⥆ࡃクイࢬに࠺まࡘࡃなࡆられるよ࠺に㸟

人をᘬきࡘけるよ࠺な「ストーリー」が大㸟

(2) Quiz 1～3  ⫈⾗が「▱って࠸るよ࠺で▱らな࠸」ၥ題を㑅ᢥすることが⫢

（⡆単すࡂるとࡘまらな࠸。ࡃ分からな࠸ၥ題ࡔと⟅えるẼがしな࠸）

⫈⾗が「～」となるၥ題やࠊ「なる～」と㢔ࡃၥ題が࠸࠸ですࡡ。 

 Quiz の⟅えに⫈⾗が⣡得できるよ࠺にࠊ解ㄝや理⏤をㄝ᫂しよ࠺。 

(3) Ending まとࡵ 

このトࣆックに࠸ࡘてㄪたことのឤ

⫈⾗にఏえた࠸こと 

᭱ᚋにⓙにఏえた࠸ことを㏙まし࠺ࡻ。

ͤ ᚲࡎグループの࣓ンバーဨが発表するᶵ会をࡃࡘって࠸ࡉࡔࡃ。

② ビジュアル(Visual)→ フラッシュカード

ポスター作成 （A３×４枚をつなぎあわせる。必要に応じて４枚以 

上使用しても OK!） 

 （パワーポイントの作成） 

れるຠ果的ࡉ⦰▷ㄝ得力が４㸮㸣ቑします。ㄝ得するのにᚲせな㛫は３㸮㸣ࠊることで࠸ジュアルを用ࣅ

なࣅジュアルの用࠸᪉をすること㸟

ͤ ఱをぢࡏるかࠊなࡑࡐこにᚲせかࠊධれなࡃてࡶ࠸࠸ࡶのではな࠸か㸽 ࡘ࠸࠺か㸽

このࣅジュアルが࣓ッࢭージの⿵ᙉにᙺ❧って࠸るかを考える。

③ 伝え方( Delivery)

「ఏえ᪉」はプレࢮンテーションに࠸࠾て㠀ᖖに㔜せ。࣡ࣃーやエࢿルࢠーࠊ⇕ᚰࡉをឤࡏࡉࡌるよ࠺なఏ

え᪉でなࡃてはࠊ⫈⾗にゝ࠸た࠸ことがఏࢃらな࠸。できるࡔけ⫈⾗の᪉をぢて୍ࠊ人᭱ࡘࡎప３⛊は目を␃

。ながらヰすࡵ

ࠊに࠺よ࠸ャーや表情でᙉㄪすることができる。単ㄪにならなࢳス࢙はジ࠸あるࠊࡉᙉࠊࡉーはኌの大き࣡ࣃ

には㏫にኌをⴠとしたりࠊジ࢙スࢳャーを᥍えたりすることࡶある。࠺やって⫈⾗をᘬきࡘけるかを考え

てプレࢮンをすること。
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科学英語（第 4 ᅇ）࣡ークシートղ 

プレゼンの準備をしよう！ 

Presentationは聴衆にアイデアの present を贈る行為です。 

「自分が言いたいこと」＝「聴衆が聴いて、ワクワクする！良い学びになる！」という関係が成り

立つプレゼンになるように必要な準備を進めてください。 

発表㛫はクイࢬの解⟅㛫ࡶධれて４分です。

（▷すࡂてࠊࡶ㛗すࡂて࣓ࢲࡶです。３分３㸮⛊～４分の㛫にࡵよ࠺）

① 今回のグループ・プレゼンの構成

(0) Vocabulary ᅇのプレࢮンをする上でࠊ⫈⾗が▱ってࡃ࠾き㔜せ語ྃを㑅びࠊㄝ᫂をする。

ͤඛ生ᙺとなって࣎ࠊキャࣈラリのインプットを⾜࠺。

(1) Introduction あࡘࡉ࠸

グループの⤂

⫈⾗にࠊトࣆックに⯆をᣢってࡶらえるよ࠺なヰ（ᑟධ）をする

ձ「THE USBONE CHILDREN·6 ENCYCLOPEDIA」に᭩かれて࠸る内容

ղ⊂⮬にㄪた内容

これに⥆ࡃクイࢬに࠺まࡘࡃなࡆられるよ࠺に㸟

人をᘬきࡘけるよ࠺な「ストーリー」が大㸟

(2) Quiz 1～3  ⫈⾗が「▱って࠸るよ࠺で▱らな࠸」ၥ題を㑅ᢥすることが⫢

（⡆単すࡂるとࡘまらな࠸。ࡃ分からな࠸ၥ題ࡔと⟅えるẼがしな࠸）

⫈⾗が「～」となるၥ題やࠊ「なる～」と㢔ࡃၥ題が࠸࠸ですࡡ。 

 Quiz の⟅えに⫈⾗が⣡得できるよ࠺にࠊ解ㄝや理⏤をㄝ᫂しよ࠺。 

(3) Ending まとࡵ 

このトࣆックに࠸ࡘてㄪたことのឤ

⫈⾗にఏえた࠸こと 

᭱ᚋにⓙにఏえた࠸ことを㏙まし࠺ࡻ。

ͤ ᚲࡎグループの࣓ンバーဨが発表するᶵ会をࡃࡘって࠸ࡉࡔࡃ。

② ビジュアル(Visual)→ フラッシュカード

ポスター作成 （A３×４枚をつなぎあわせる。必要に応じて４枚以 

上使用しても OK!） 

 （パワーポイントの作成） 

れるຠ果的ࡉ⦰▷ㄝ得力が４㸮㸣ቑします。ㄝ得するのにᚲせな㛫は３㸮㸣ࠊることで࠸ジュアルを用ࣅ

なࣅジュアルの用࠸᪉をすること㸟

ͤ ఱをぢࡏるかࠊなࡑࡐこにᚲせかࠊධれなࡃてࡶ࠸࠸ࡶのではな࠸か㸽 ࡘ࠸࠺か㸽

このࣅジュアルが࣓ッࢭージの⿵ᙉにᙺ❧って࠸るかを考える。

③ 伝え方( Delivery)

「ఏえ᪉」はプレࢮンテーションに࠸࠾て㠀ᖖに㔜せ。࣡ࣃーやエࢿルࢠーࠊ⇕ᚰࡉをឤࡏࡉࡌるよ࠺なఏ

え᪉でなࡃてはࠊ⫈⾗にゝ࠸た࠸ことがఏࢃらな࠸。できるࡔけ⫈⾗の᪉をぢて୍ࠊ人᭱ࡘࡎప３⛊は目を␃

。ながらヰすࡵ

ࠊに࠺よ࠸ャーや表情でᙉㄪすることができる。単ㄪにならなࢳス࢙はジ࠸あるࠊࡉᙉࠊࡉーはኌの大き࣡ࣃ

には㏫にኌをⴠとしたりࠊジ࢙スࢳャーを᥍えたりすることࡶある。࠺やって⫈⾗をᘬきࡘけるかを考え

てプレࢮンをすること。
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ホ౯࣏イント    

 
次の３Ⅼに࠸ࡘてホ౯しますのでࠊᛕ㢌に⨨࠸て‽ഛしまし࠺ࡻ㸟 
 
 ձ Contents --- 内容の㠃ⓑࡉ 
      クイ３～２ࢬၥをస成しࠊ 
 。ったかࡔな内容࠺るよࡏかࢃを⯆ࠊたりࡏࢃとゝ「え」    
  
 ղ Delivery --- 発表の᪉ 
    ４人とࠊࡶはっきりࢃࠊかりやすࠊࡃ 
 。たか࠸にヰして࠺るよࢃなにఏࢇࡳ    
  
 ճ Attraction --- ⫈⾗をចきࡘけるᵓ成やᕤኵ 
    ３分（௨内）の発表体がࠊスムーࢬなὶれであったか。 
    ⮬分たࡕの内容をよりよࡃఏえよ࠺とするᕤኵがあったか。 
   （たとえࡤᑠ㐨ලࠊ㡢ࠊジ࢙スࢳャーࠊゝ࠸᪉ࠊ┿ࠊ㠃ⓑ࠸ᵓ成な） 
           
 
       ⫈⾗からぢて࠺なのかࠊ⫈⾗の⯆をᘬきࡘける発表かࠊ・・・ 
    ・・・を考えて‽ഛしまし࠺ࡻ^^ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Useful Expressions for the Quiz Show 

         

 

はじめの場面 

・Hello!  Welcome to the science quiz show.  
・Today's topic is ・・・   

・Today we are going to talk about ・・・ 

・Today we are going to ask you three questions.  
・Now let's begin the quiz.  
 

 

答え方の説明 

・（㑅ᢥၥ題）  

    For this question, I will give you choices A, B or C.  For example, if you think A is right, please write A on your 
board.  OK? 

・（⟅えを㏙るၥ題） 

    Next, this is not a multiple choice question.  You need to write your answer. 
 

指名したり、答えを言う場面 

・Now, we want to ask > Andrew / Group ۑ@ . What do you think, > Andrew / Group ۑ@? 
・Now, I will tell you the answer. The answer is ・・・・ 

・You are right. / You are wrong.  
・Good job, ۑۑ! / Excellent!  

・You've got one point. 
 

次の問題に進む場合 

・Let's go on to the next question.  
・Now we are going to ask you the > second / third @ question. 
 

終わりの場面 

・Have you enjoyed our show? 
・Have you learned many things from our show?  If yes, we are very happy.  

・That's all for our quiz show.  Thank you!  Bye! 
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ホ౯࣏イント    

 
次の３Ⅼに࠸ࡘてホ౯しますのでࠊᛕ㢌に⨨࠸て‽ഛしまし࠺ࡻ㸟 
 
 ձ Contents --- 内容の㠃ⓑࡉ 
      クイ３～２ࢬၥをస成しࠊ 
 。ったかࡔな内容࠺るよࡏかࢃを⯆ࠊたりࡏࢃとゝ「え」    
  
 ղ Delivery --- 発表の᪉ 
    ４人とࠊࡶはっきりࢃࠊかりやすࠊࡃ 
 。たか࠸にヰして࠺るよࢃなにఏࢇࡳ    
  
 ճ Attraction --- ⫈⾗をចきࡘけるᵓ成やᕤኵ 
    ３分（௨内）の発表体がࠊスムーࢬなὶれであったか。 
    ⮬分たࡕの内容をよりよࡃఏえよ࠺とするᕤኵがあったか。 
   （たとえࡤᑠ㐨ලࠊ㡢ࠊジ࢙スࢳャーࠊゝ࠸᪉ࠊ┿ࠊ㠃ⓑ࠸ᵓ成な） 
           
 
       ⫈⾗からぢて࠺なのかࠊ⫈⾗の⯆をᘬきࡘける発表かࠊ・・・ 
    ・・・を考えて‽ഛしまし࠺ࡻ^^ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Useful Expressions for the Quiz Show 

         

 

はじめの場面 

・Hello!  Welcome to the science quiz show.  
・Today's topic is ・・・   

・Today we are going to talk about ・・・ 

・Today we are going to ask you three questions.  
・Now let's begin the quiz.  
 

 

答え方の説明 

・（㑅ᢥၥ題）  

    For this question, I will give you choices A, B or C.  For example, if you think A is right, please write A on your 
board.  OK? 

・（⟅えを㏙るၥ題） 

    Next, this is not a multiple choice question.  You need to write your answer. 
 

指名したり、答えを言う場面 

・Now, we want to ask > Andrew / Group ۑ@ . What do you think, > Andrew / Group ۑ@? 
・Now, I will tell you the answer. The answer is ・・・・ 

・You are right. / You are wrong.  
・Good job, ۑۑ! / Excellent!  

・You've got one point. 
 

次の問題に進む場合 

・Let's go on to the next question.  
・Now we are going to ask you the > second / third @ question. 
 

終わりの場面 

・Have you enjoyed our show? 
・Have you learned many things from our show?  If yes, we are very happy.  

・That's all for our quiz show.  Thank you!  Bye! 
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科学英語（第 4 ᅇ）࣡ークシートճ 

6FLHQFH (QJOLVK ��� 4XL] 6KRZ LQ (QJOLVK 

１㸫  No.       Name:                             

 
Group No.          Pages:                     Topic:                                     
 
�� &RQWHQWV（本の内容） 
   List some information that is interesting / new / surprising etc. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

�� /HW¶V PDNH D 4XL] 6KRZ 
  ձ 㛗ࡉ：Each group has 2 to 3 minutes. (This includes time for audience to think.) 
    ղ ᵓ成：1) Beginning, some introduction 
               2) Two or three questions 
               3) Ending 
    ճ 用する情報：Use information in your book, but you can also use some information that you get 

on the Internet, etc. 
    մ 英語：Try to use clear and easy English so that your audience can understand your show. 
    յ ༠力：In the show, all the members in your group have to talk.  You need to work together! 
    ն ⫈⾗を考える：Try to involve your audience (including ALT).  Make your show attractive! 
    շ ᥦฟ：You need to turn in your script.  Your teacher will tell you the deadline. 
    ո ᪥⛬：The 4th lesson：Today (brainstorm)       （  ）月（  ）᪥ 
             The 5th lesson：Next class (preparation)  （  ）月（  ）᪥ 
             The 6th lesson：Presentation!            （  ）月（  ）᪥ 
 

～ If you have questions or things you need, please feel free to ask your teacher. ～ 
 

Plan of the structure（ᵓ成） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

「原稿清書」提出〆切： 

/   （  ） 
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科学英語（第 4 ᅇ）࣡ークシートճ 

6FLHQFH (QJOLVK ��� 4XL] 6KRZ LQ (QJOLVK 

１㸫  No.       Name:                             

 
Group No.          Pages:                     Topic:                                     
 
�� &RQWHQWV（本の内容） 
   List some information that is interesting / new / surprising etc. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

�� /HW¶V PDNH D 4XL] 6KRZ 
  ձ 㛗ࡉ：Each group has 2 to 3 minutes. (This includes time for audience to think.) 
    ղ ᵓ成：1) Beginning, some introduction 
               2) Two or three questions 
               3) Ending 
    ճ 用する情報：Use information in your book, but you can also use some information that you get 

on the Internet, etc. 
    մ 英語：Try to use clear and easy English so that your audience can understand your show. 
    յ ༠力：In the show, all the members in your group have to talk.  You need to work together! 
    ն ⫈⾗を考える：Try to involve your audience (including ALT).  Make your show attractive! 
    շ ᥦฟ：You need to turn in your script.  Your teacher will tell you the deadline. 
    ո ᪥⛬：The 4th lesson：Today (brainstorm)       （  ）月（  ）᪥ 
             The 5th lesson：Next class (preparation)  （  ）月（  ）᪥ 
             The 6th lesson：Presentation!            （  ）月（  ）᪥ 
 

～ If you have questions or things you need, please feel free to ask your teacher. ～ 
 

Plan of the structure（ᵓ成） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

「原稿清書」提出〆切： 

/   （  ） 
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Scenario 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�� 5HKHDUVDO 

    Check!  ・Will the audience understand the show? 
            ・Will the audience be attracted to the show? 
            ・What can you do in order to make your presentation better? 
 
�� 3UHVHQWDWLRQ RI WKH 4XL] 6KRZ 
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Scenario 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�� 5HKHDUVDO 

    Check!  ・Will the audience understand the show? 
            ・Will the audience be attracted to the show? 
            ・What can you do in order to make your presentation better? 
 
�� 3UHVHQWDWLRQ RI WKH 4XL] 6KRZ 
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第４～６ᅇ ᤵᴗ 
 
＊ 目標 

１㸬英語で人にఏࢃるよ࠺な発表ができるよ࠺になる。 

２㸬内容的にࠊより人をࡦきࡘけるࡶのがసれるよ࠺になる。 

３㸬よりよࡶ࠸のをసれるよࠊ࠺⌜ဨဨで༠力しあ࠺ጼໃを身にࡘける。 

 

 第６ᅇ  
・クイࢬショーを英語で発表する。 

 ・Ａ㹊㹒がཧຍできる㛫にᤵᴗを設定しࠊＡ㹊㹒にࡶよࡃఏࢃるよ࠺な発表をする。 
（Ａ㹊㹒によるホ౯） 

 

＊ 流れ 

１）⌜     これまでのᖍで（または新しࡃ）４人⌜を⦅成する 

２）トࣆック   ๓ᅇྠᵝに４ಶ�１㸮ᯛࡌࡃをࡃࡘる 

        各⌜にࡌࡃをᘬ࠸てࡶら４ࠊ࠸ಶの୰からዲきなトࣆックを発表に࠺ 

３）大まかなὶれ（４ᅇ～６ᅇ） 

    第４ᅇ  ձ⌜をࡃࡘる 

         ղࡌࡃをࡃࡦ Ѝ ４ࡘの୰からࠊ発表するトࣆックを決ࡵる 

         ճクイࢬショー࡙ࡃり（᪥本語で࣓ࣔ）  

         մ᪩࠸⌜は英語を考える（を♧すࠊよࡃ࠺表⌧なࡶᥦ♧） 

㸨発表は３～２ࠊ分のࡶのをࡃࡘる（⫈⾗に考えࡏࡉる㛫ࡵྵࡶて） 

㸨ၥ題のฟし᪉・⟅えࡏࡉ᪉は各⌜が決ࡵる 

 

    第５ᅇ  ձ英語シࢼリࡃ࡙࢜り  

         ղリࣁーサル（ᩍᖌやの⌜がぢてアࢻバイス）  

  㸨成しな࠸⌜は⮬分たࡕで㛫を設ける 

  㸨発表は࣓ࣔࠊ⣬をぢな࠸でやる᪉がよ࠸㸟 

 

ඛ生のཎ✏ᥦฟ᪥を設定する（各クラスᢸᙜが決定） 
Ѝ ఏࢃりに࠸ࡃとこࢁなな࠸か࢙ࢳックしࠊアࢻバイスする 

 

    第６ᅇ  ձ᭱⤊リࣁーサル 

         ղ発表 

                  ճり㏉りࠊ講ホ 
 

 ７ᅇ目௨㝆ی

  第７ᅇ 英語による Public Speaking の（動⏬）をぢࠊࡏᨵၿすきⅬを考えࡏࡉる 
第㸶ᅇ 発表‽ഛ（すでに発表した内容をᨵၿࡏࡉる） 

  第㸷ᅇ 発表（Ａ㹊㹒とのスࢣジュールㄪᩚࠊホ౯・講ホをしてࡶら࠺） 
ͤ２クラスΰྜクラスᒎ㛤で発表する（各クラスのወ数⌜ࠊഅ数⌜） 
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第７～㸷ᅇ ᤵᴗ 
 
＊ 目標 

１㸬英語で┦ᡭにఏࢃる発表ができるよ࠺になる。э ࢛ࣇࣃーマンス（身ࡪりࠊᡭり等） 

２㸬内容をᕤኵしてࠊ人をࡦきࡘける発表をすることができるよ࠺になる。 

３㸬よりよࡶ࠸のをసれるよࠊ࠺⌜ဨဨで༠力しあ࠺ጼໃを身にࡘける。 

 

 

＊ 流れ 

１）⌜     ๓ᅇとྠࡌ（第２ࢱームで発表した４人⌜） 

２）トࣆック   ๓ᅇとྠࡌ 

 ３）７ᅇ～㸷ᅇの大まかなὶれ 

   第７ᅇ   
ձ各⌜୍ࠊ人୍人の発表（１分）をスマート࢛ࣇン（ࣈࢱレット）でᙳしྜ࠺Ѝ³beIRUe´ 
࣡ークシートձ（各⌜１ᯛ） 
１㸬動⏬をぢてࠊ英語の Public Speaking にᚲせなことに࠸ࡘて⌜でヰしྜ࠺。 
 動⏬（1） 

       動⏬（2） 
       動⏬（3） 
     ２㸬⮬分の発表動⏬をぢてࠊ㐪࠸を考えࡏࡉる。 
     ３㸬⌜としてࠊ次の発表を࠺ᨵၿするきかをヰしྜ࠺。 
    ࣡ークシートղ（１人１ᯛ） 

     ４㸬発表に向けたスࢣジュールを☜ㄆする。 
５㸬次ᅇࠊ動⏬ᙳ（´afterµ）を⾜࠺こととࡑࠊれまでに⦎⩦してࡃ࠾ことをఏえる。 

 
   第㸶ᅇ 

ձ各⌜で୍ࠊ人ࡘࡎの発表をᙳしྜ³ࠊ࠸beIRUe´との㐪࠸を☜ㄆする。 
ղ次の発表に向けてࠊ⌜内でリࣁーサルをࡃり㏉す。 
ճ次ᅇの発表ᩍᐊを☜ㄆする。（ወ数⌜㸻ወ数組ࠊഅ数⌜㸻അ数組） 

 

   第㸷ᅇ ͤ2 クラスྠᒎ㛤で⾜࠺。 
 ձリࣁーサル 

   ղ発表 

      ճり㏉りࠊ講ホ 
㸺発表ᩍᐊ・ᢸᙜ⪅㸼 

12㸭14（月）2 限 
１組ᩍᐊ 

ᢸᙜＡ 
２組ᩍᐊ 

ᢸᙜＢ 
ወ数␒ྕの⌜ അ数␒ྕの⌜ 

12㸭22（火）2 限 
３組ᩍᐊ 

ᢸᙜＢ 
４組ᩍᐊ 

ᢸᙜＣ 
ወ数␒ྕの⌜ അ数␒ྕの⌜ 

12㸭16（水）2 限 
５組ᩍᐊ 

ᢸᙜＡ 
６組ᩍᐊ 

ᢸᙜＣ 
ወ数␒ྕの⌜ അ数␒ྕの⌜ 

12㸭22（火）5 限 
７組ᩍᐊ 

ᢸᙜＣ 
㸶組ᩍᐊ 

ᢸᙜＢ 
ወ数␒ྕの⌜ അ数␒ྕの⌜ 
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科学英語（第７ᅇ）࣡ークシートձ      1 年   組      ⌜ 

                      ⌜ဨ                                              

動⏬（1） 
 "What is the difference between ´beforeµ and ´afterµ ۻ

before after 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

動⏬（2） 
 "What is their adYice about good presentation"  What do they adYise us to do ۻ
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After watching the videos 
  ンテーションのせ⣲はఱですか㸽 ཧ考になったことはఱですか㸽ࢮプレ࠸Ⰻۻ
⮬分たࡕの発表とఱが㐪࠸ますか㸽 
What we should keep in mind for the ne[t Tui] show in (nglish� 
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科学英語（第 7 ᅇ）࣡ークシートղ 

1 年   組    ␒：Ặྡ              

 

࠙Scheduleࠚ 

第７回 本日    月   日（   ） 良いプレゼンの要素確認 次への準備 

第８回 次回    月   日（   ）  準備、リハーサル 

第９回 発表    月   日（   ）  今年度最後の発表︕ 

  
 

【About Quiz Show】 
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ディベート

SSRⅡ・SSRB
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SSRⅡ・B「ディベート（1）」～ディベートとは？～

１ ディベートとは？
「ディベート」と聞いて何を思い浮かべるだろうか。

→→『話し合い？』『言いたいことをお互いに言い合うこと？』
《ディベートの定義》
ある特定のテーマの是非について、２グループの話し手が、賛成・反対の立場に別れて、ジャッジを説

得する形で議論を行うことであるとされる。
例えば、「日本は高速道路の建設をやめるべきだ」というテーマであれば、賛成派は、建設をやめる

ことによってどんなメリットがあるのかを訴え、逆に反対派はそれによってどんなデメリットが生じるのか
を訴える。アメリカの大統領選における候補者の公開討論や、裁判での検察側と弁護側の応酬はこの典
型的な例と言える。

２ ディベートで身につけてもらいたい力
○客観的・批判的・多角的な視点をもつ
○論理だった思考を行う
○情報収集・整理・処理能力を身につける
○自分の考えを論理的に、人前で説明・主張する力をもつ

３ 授業におけるディベート
授業では、ジャッジが勝敗を決めるゲーム形式のディベートを行います。公平を期すため、テーマ、肯

定側・否定側をランダムに割り振ります。話す順番・制限時間も定め、原則として一人の人が話している
間は、他の人が発言することはできない等のルールにします。また、自分がテーマに対して割り振られた
側と違った考えを持っていたとしても、いったん脇に置いて、ゲームに勝つために全力を尽くしてくださ
い。
《勝つためのポイント》

・理由・筋道をはっきりさせて、自分たちの主張をする。
・論文や文献を調べ、主張の補強をする。
・グループ内で、よく意見交換し、主張に一貫性を持たせる。
・対戦相手の主張をよく聞き、議論がかみ合うように注意する。

４ ルール
①対戦相手を言い負かすことが目的ではなく、ジャッジを説得することが目的である。
②決められた時間は、厳守すること。
③各ターン（後で説明）基本一人で話すこと。
④主張には根拠が必要。また、論拠となる資料は、第三者が入手可能なこと（具体的には、公刊された出
版物。選手が独自に調査したものや、時間とともに入手できなくなるものは「×」）

⑤論拠資料を引用するときは、著者名・著者の肩書き・文献名・発行年月日を述べること。、原文のま
ま引用すること。

⑥相手の議論を意図的に曲解するなどの非礼な行為は、厳に慎むこと。
⑦【反駁】では、新しい議論を持ち出してはならない。（論点と論拠は【立論】の中で出し尽くすこと）。
⑧主体（政府など）が、プランを本当に実行するかどうかを証明する必要はない。
⑨質疑応答の内容は、次の【反駁】に反映させること。
⑩メリット・デメリットには、それが発生する過程と、その重要性を述べること。

５ ディベートの流れ

《肯定側》 《否定側》

①肯定側 立論（4分）
どのようにテーマを実行するか、具体的なプ ※質疑を考えながら聞く、メモを取る。

ランを説明する。次に、そのプランを実行した場
合にどのようなメリットが発生するか説明する。

準備時間（1分）

②否定側 質疑（２分）
※質問にはっきりと答える。しかし、反論してはな 肯定側の立論をよく理解するために、否定側が
らない。 質問する。ここで、反論してはならない。

③否定側 立論（4分）
※質疑を考えながら聞く、メモを取る。 肯定側立論で示されたプランを実行すると、ど

のようなデメリットが発生するかを説明し、現状
を変える必要がないことを訴える。

準備時間（1分）

④肯定側 質疑（２分）
否定側の立論をよく理解するために、肯定側 ※質問にはっきりと答える。しかし、反論してはな

が質問する。ここで、反論してはならない。 らない。

⑤否定側 第一反駁（２分）
※反駁に対する反駁を考えながら聞く、メモを取 肯定側立論に反駁する。肯定側の主張がなぜ
る。 誤りなのか、その根拠を明確にする。その際、専門

機関のデータや専門家の意見があると良い。

準備時間（1分）

⑥肯定側 第一反駁（２分）
否定側立論と否定側第一反駁に反駁する。肯 ※反駁に対する反駁を考えながら聞く、メモを取

定側の主張がなぜ誤りなのか、その根拠を明確 る。
にする。

準備時間（１分）

⑦否定側 第二反駁（２分）
※反駁に対する反駁を考えながら聞く、メモを取 肯定側第一反駁に対して反駁する。
る。 その後、今までの議論で自分たち否定側の主張

が勝っていることを述べる。また、反駁し忘れてい
ることがあれば、反駁しても良い。

準備時間（１分）

⑧肯定側 第二反駁（２分）
否定側第二反駁に対して反駁する。
その後、今までの議論で自分たち肯定側の主

張が勝っていることを述べる。また、反駁し忘れ
ていることがあれば、反駁しても良い。

【ジャッジ（見ている人）による判定】
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ớ ូ合Ϝ場図
Ϝ Ϝは別日の１ូ合ᆶ肯定より選出※

⫯ᐃഃ ྰᐃഃ

反駁 反駁
反駁 反駁

質疑 質疑
質疑 質疑

立論 ※それἰれは、その場に立ってディベートする 立論

Ờ 今ۂのテーマとႮـ・割分ଁ
○今ۂのテーマは

肯定 ・ 否定

○Ⴎـと割分ଁ（１人１※４人のႮは、２可）
・立論「 」 ・質疑「 」

・反駁「 」 ・質疑「 」

・反駁「 」

ờ リンὴマップ
テーマが決まりႮが決まると、ఒ速、情報収集にᢣりたいところだけど、に本や資料やᾒットを見

てもՕ႗がい。まἬは、Ⴎ内で意見を出したり、ᆈቷΖ典などでᇵᠢをܾやして、どのようなことが議
論されているのか、イメージをᔒらませてみんなでӀಈして、性を決めてから、リὺーᾆしたが良
い。その際良く用されているのが、リンὴマップ。例えば、プランが入されると（今ۂのテーマが実
されると）どのようなことがᢨこるのか、ᕣɴ意見を出し合ってみる。その意見からᥰされるメリット
は、さらにᥰされることは、・・・というようにどんどんイメージをᔒらませる。行きែまった時は、ҥに્
って別の視点から（今ॅはデメリットを）考えてみるなど。

例ắ テーマắ日本はὺマータイム（Ṿṿ）を入すべきである。是か非か。

①リンὴマップ

ࢿ࢚┬

STᑟධ メリット①
↷᫂⏝ࡢῶᑡ

▼Ἔࡢ⠇⣙
ኤ᪉ࡀ᫂ࡿ࡞ࡃࡿ

デメリット①

ࡀ㛗㛫࡛ࠊ࡛ࡢࡿࡁ
ᖐࡿ࡞ࡃࡽ࡙ࡾ

②調べることをリトアップする
・制ॅについて ・なぜそんな制ॅができたか ・ͪ論の反応は？
・ຣはどうなっているのか はどうなっているかۋݰ・ など

※調べる分ଁも決めておくと、Օ႗͢がるかも・・

Ở 今後の日程（全５ۂ）
・第１ۂ 《 ಇ 日（ ）》

ディベートの説明、テーマ୧示、Ⴎ分け（２テーマ、ờႮ）
・第２ۂ 《 ಇ 日（ ）》

Ⴎ内分ଁ決め、情報収集①（図౽᯼、ṻṮௗ࠱、ẔṻẌẏ ※マᾠͤ可）、ՠὼート①ស入
・第３ۂ 《 ಇ 日（ ）》

情報収集、討論༿Ѱ②（図౽᯼、ṻṮௗ࠱、ẔṻẌẏ ※マᾠͤ可）、ՠὼート②ស入
・第４ۂ 《 ಇ 日（ ）》

情報収集、討論༿Ѱ、リᾔ（図౽᯼、ṻṮௗ࠱、ẔṻẌẏ ※マᾠͤ可）、ՠὼート③ស入
・第５ۂ 《 ಇ 日（ ）》

ディベート実ᣂ①（２テーマ、４Ⴎ）
・第ớۂ 《 ಇ 日（ ）》

ディベート実ᣂ②（２テーマ、４Ⴎ）

Ṝṛ 実際にリンὴマップをϷってみようź

《調べることリト》
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例ắ テーマắ日本はὺマータイム（Ṿṿ）を入すべきである。是か非か。

①リンὴマップ

ࢿ࢚┬

STᑟධ メリット①
↷᫂⏝ࡢῶᑡ

▼Ἔࡢ⠇⣙
ኤ᪉ࡀ᫂ࡿ࡞ࡃࡿ

デメリット①

ࡀ㛗㛫࡛ࠊ࡛ࡢࡿࡁ
ᖐࡿ࡞ࡃࡽ࡙ࡾ

②調べることをリトアップする
・制ॅについて ・なぜそんな制ॅができたか ・ͪ論の反応は？
・ຣはどうなっているのか はどうなっているかۋݰ・ など

※調べる分ଁも決めておくと、Օ႗͢がるかも・・

Ở 今後の日程（全５ۂ）
・第１ۂ 《 ಇ 日（ ）》

ディベートの説明、テーマ୧示、Ⴎ分け（２テーマ、ờႮ）
・第２ۂ 《 ಇ 日（ ）》

Ⴎ内分ଁ決め、情報収集①（図౽᯼、ṻṮௗ࠱、ẔṻẌẏ ※マᾠͤ可）、ՠὼート①ស入
・第３ۂ 《 ಇ 日（ ）》

情報収集、討論༿Ѱ②（図౽᯼、ṻṮௗ࠱、ẔṻẌẏ ※マᾠͤ可）、ՠὼート②ស入
・第４ۂ 《 ಇ 日（ ）》

情報収集、討論༿Ѱ、リᾔ（図౽᯼、ṻṮௗ࠱、ẔṻẌẏ ※マᾠͤ可）、ՠὼート③ស入
・第５ۂ 《 ಇ 日（ ）》

ディベート実ᣂ①（２テーマ、４Ⴎ）
・第ớۂ 《 ಇ 日（ ）》

ディベート実ᣂ②（２テーマ、４Ⴎ）

Ṝṛ 実際にリンὴマップをϷってみようź

《調べることリト》
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SSRⅡ・B 「ディベート（２）」～情報収集～

１ 図書館、パソコン教室、iPad等で情報収集
①知識を増やしながら、実際のディベートで使えそうな意見やデータがあれば、印刷やコピー（担当の
先生に頼んで）をしておく。使えそうなというのは、主張の根拠として利用できそうなということ。

②できるだけ中立の意見を引用すること。たとえば「サマータイム絶対正しいの会」のような運動団体
の意見を参考にするのは構わないが、主張の根拠としては偏り過ぎており、共感を得られにくく、あま
り強力ではない。むしろ、大学の専門機関の研究者や公官庁などの政府機関の方が、多くの人に受け
入れられやすく、納得してもらいやすい。

③インターネットでの検索は、慎重にすること。なぜならネット上の資料は基本的に信憑性が低い。書籍
や論文であれば、出版されたり、図書館に収蔵されたりする過程で様々なチェックが入るので、論拠の
ない適当な内容は少ない。しかし、インターネットであれば、誰でもすぐにページがつくれるので
極端に言えば、「△△大学〇〇教授」と肩書を偽って情報を公開することもできる。ウキペディアも、
誰でも書きかえることが出来るので、信憑性はそれほど高くないといえる。従って、ページの管理者
やその肩書には十分注意し、情報の更新日などもチェックしなければならない。

２ 立論をつくる
①「肯定側立論」をつくる

ポイント： 具体的プラン と メリット を提示すること ・・・必ずその根拠を盛り込む。
例：テーマ「日本はサマータイム制を導入すべきである、是」

・私たちは「日本が2020年にサマータイム制を導入する」ことを主張します。

・現在は、（こんな不都合なこと）が起こっています／起こっていました。
（証拠資料）では、次のように述べられています。引用します。「・・・・。」

・サマータイム制を導入すると、（こんなメリット）が発生します。

・そのメリットは次のように発生すると考えられます。・・・（説明）・・・。
（証拠資料）では、次のように述べられています。引用します。「・・・・。」

以上の理由で、私たちは、「サマータイム制を導入する」ことに賛成します。

②「否定側立論」をつくる
ポイント： 肯定側のプラン と 論理の矛盾 を突く ・ ・ ・必ずその根拠を盛り込む。
例：テーマ「日本はサマータイム制を導入すべきである、非」

・私たちは「日本が2020年にサマータイム制を導入する」ことを否定します。

・私たちは、肯定側のプランでは、（こんなデメリット）が発生すると考えます。
（証拠資料）では、次のように述べられています。引用します。「・・・・。」

・サマータイム制を実施しなくても、現在のままでも（こんなメリット）があるんです。
（証拠資料）では、次のように述べられています。引用します。「・・・・。」

よって、「サマータイム制を導入する」ことに反対します。

③逆の立場に立って、「反論」してみる
作り上げた「立論」を一度、相手側の立場に立って「反論」してみる。実際に試合の時で反駁するとき

は、相手が証明した議論１つ１つに対して反論しなければならないので、それを想定してやってみるとよ
い。また、その反論に対する反論を考えておくとよい。
《反論には大きく分けて３つの種類がある》
（１）「相手の主張は間違っている」と反論する。
（２）「相手の主張を支える根拠が間違っている・疑わしい」と反論する。
（３）「根拠と主張がずれている・結びついていない」と反論する。

具体的には
（１）…「サマータイム制は省エネにつながる」という相手の主張に対して、「サマータイム制は省エ

ネにつながらない。なぜなら、労働時間が増えて・・・」などと反論することである。この反論
は一見簡単そうに思うかもしれないが、注意しないと単なる水掛け論で終わる可能性があ
る。ディベートで重要なことは、主張を支える根拠の確かさを提示することである。だから、
反論を行う時も必ず根拠を言わなければならない。また、ターンアラウンドと言って、相手の
主張はむしろ逆だと述べる反論方法がある。たとえば、相手が「水泳訓練に参加すると、バ
スケの練習時間がなくなるので下手になる」というのに対して、「水泳練習に行くと、かえっ
てバスケがうまくなる。なぜなら泳ぐことで普段の練習では鍛えることのできない部分の
筋肉が鍛えられるからである」のように反論することである。

（２）…相手が示した根拠に対する反論である。「根拠としている事実は誤りだ」とか、「根拠として
いる統計が間違っている」等と反論する。ただし、ディベーターはしっかりリサーチをしてい
るのが当たり前なので、この方法は難しい。常に新しい資料を探し、反論で使えるものを見
つけるようにしておく必要がある。

（３）…相手の主張や根拠を直接否定するのではなく、主張と根拠をつなぐ部分を攻撃する方法で
ある。たとえば相手が「サマータイム制を導入すると石油が10万KI削減できる。なぜならA国
で実際に導入したときに10万KI削減されたからだ」と主張したとする。これに対し、「日本とA
国では、人口も経済規模も・・のように全く違うので、同じ効果は期待できない」とか、「日本
は省エネ技術がA国に比べて非常に高いので、同じ効果は期待できない」などと反論する。

３ （上記を参考にして）反駁を用意する
①以下は、肯定側の主張に対する反論方法を示した。

肯定側のプランを導入しなく このデメリットは重要ではない
ても

【このメリットは発生する】 肯定側が示す 【この問題点は深刻ではない】

メリット／問題点

肯定側のプランを導入しても 自分たちが示す
【このメリットは発生しない】 【デメリット／問題点の方が大きい】

②反駁カード（メモ）を用意する
本や雑誌のコピーをの証拠資料として使いこなすのは難しい。なぜなら、そのままでは、何処を引

用すればいいのか、著者の肩書や発行年数は何処に書かれているのか、わかりづらい。そのため試合
中に読み上げるのに時間がかかったり、反駁でき時間が減ったり、ジャッジにしっかりアピールできな
かったりする。そこで、証拠資料とは別に、予めカードに移して探しやすいように準備するという方法
がある。

要点
カード
分類 肯定A-1 《サマータイムで家族との時間が増えた》

引用部分
著書名 『サマータイムの効用』 ２０００年発行
著者の ○○大学教授 △△□□
肩書・氏名 「・・・・・・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・」

「・・・・・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・。」
（１２３ページ４行目～１２５ページ６行目）
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SSRⅡ・B 「ディベート（２）」～情報収集～

１ 図書館、パソコン教室、iPad等で情報収集
①知識を増やしながら、実際のディベートで使えそうな意見やデータがあれば、印刷やコピー（担当の
先生に頼んで）をしておく。使えそうなというのは、主張の根拠として利用できそうなということ。

②できるだけ中立の意見を引用すること。たとえば「サマータイム絶対正しいの会」のような運動団体
の意見を参考にするのは構わないが、主張の根拠としては偏り過ぎており、共感を得られにくく、あま
り強力ではない。むしろ、大学の専門機関の研究者や公官庁などの政府機関の方が、多くの人に受け
入れられやすく、納得してもらいやすい。

③インターネットでの検索は、慎重にすること。なぜならネット上の資料は基本的に信憑性が低い。書籍
や論文であれば、出版されたり、図書館に収蔵されたりする過程で様々なチェックが入るので、論拠の
ない適当な内容は少ない。しかし、インターネットであれば、誰でもすぐにページがつくれるので
極端に言えば、「△△大学〇〇教授」と肩書を偽って情報を公開することもできる。ウキペディアも、
誰でも書きかえることが出来るので、信憑性はそれほど高くないといえる。従って、ページの管理者
やその肩書には十分注意し、情報の更新日などもチェックしなければならない。

２ 立論をつくる
①「肯定側立論」をつくる

ポイント： 具体的プラン と メリット を提示すること ・・・必ずその根拠を盛り込む。
例：テーマ「日本はサマータイム制を導入すべきである、是」

・私たちは「日本が2020年にサマータイム制を導入する」ことを主張します。

・現在は、（こんな不都合なこと）が起こっています／起こっていました。
（証拠資料）では、次のように述べられています。引用します。「・・・・。」

・サマータイム制を導入すると、（こんなメリット）が発生します。

・そのメリットは次のように発生すると考えられます。・・・（説明）・・・。
（証拠資料）では、次のように述べられています。引用します。「・・・・。」

以上の理由で、私たちは、「サマータイム制を導入する」ことに賛成します。

②「否定側立論」をつくる
ポイント： 肯定側のプラン と 論理の矛盾 を突く ・ ・ ・必ずその根拠を盛り込む。
例：テーマ「日本はサマータイム制を導入すべきである、非」

・私たちは「日本が2020年にサマータイム制を導入する」ことを否定します。

・私たちは、肯定側のプランでは、（こんなデメリット）が発生すると考えます。
（証拠資料）では、次のように述べられています。引用します。「・・・・。」

・サマータイム制を実施しなくても、現在のままでも（こんなメリット）があるんです。
（証拠資料）では、次のように述べられています。引用します。「・・・・。」

よって、「サマータイム制を導入する」ことに反対します。

③逆の立場に立って、「反論」してみる
作り上げた「立論」を一度、相手側の立場に立って「反論」してみる。実際に試合の時で反駁するとき

は、相手が証明した議論１つ１つに対して反論しなければならないので、それを想定してやってみるとよ
い。また、その反論に対する反論を考えておくとよい。
《反論には大きく分けて３つの種類がある》
（１）「相手の主張は間違っている」と反論する。
（２）「相手の主張を支える根拠が間違っている・疑わしい」と反論する。
（３）「根拠と主張がずれている・結びついていない」と反論する。

具体的には
（１）…「サマータイム制は省エネにつながる」という相手の主張に対して、「サマータイム制は省エ

ネにつながらない。なぜなら、労働時間が増えて・・・」などと反論することである。この反論
は一見簡単そうに思うかもしれないが、注意しないと単なる水掛け論で終わる可能性があ
る。ディベートで重要なことは、主張を支える根拠の確かさを提示することである。だから、
反論を行う時も必ず根拠を言わなければならない。また、ターンアラウンドと言って、相手の
主張はむしろ逆だと述べる反論方法がある。たとえば、相手が「水泳訓練に参加すると、バ
スケの練習時間がなくなるので下手になる」というのに対して、「水泳練習に行くと、かえっ
てバスケがうまくなる。なぜなら泳ぐことで普段の練習では鍛えることのできない部分の
筋肉が鍛えられるからである」のように反論することである。

（２）…相手が示した根拠に対する反論である。「根拠としている事実は誤りだ」とか、「根拠として
いる統計が間違っている」等と反論する。ただし、ディベーターはしっかりリサーチをしてい
るのが当たり前なので、この方法は難しい。常に新しい資料を探し、反論で使えるものを見
つけるようにしておく必要がある。

（３）…相手の主張や根拠を直接否定するのではなく、主張と根拠をつなぐ部分を攻撃する方法で
ある。たとえば相手が「サマータイム制を導入すると石油が10万KI削減できる。なぜならA国
で実際に導入したときに10万KI削減されたからだ」と主張したとする。これに対し、「日本とA
国では、人口も経済規模も・・のように全く違うので、同じ効果は期待できない」とか、「日本
は省エネ技術がA国に比べて非常に高いので、同じ効果は期待できない」などと反論する。

３ （上記を参考にして）反駁を用意する
①以下は、肯定側の主張に対する反論方法を示した。

肯定側のプランを導入しなく このデメリットは重要ではない
ても

【このメリットは発生する】 肯定側が示す 【この問題点は深刻ではない】

メリット／問題点

肯定側のプランを導入しても 自分たちが示す
【このメリットは発生しない】 【デメリット／問題点の方が大きい】

②反駁カード（メモ）を用意する
本や雑誌のコピーをの証拠資料として使いこなすのは難しい。なぜなら、そのままでは、何処を引

用すればいいのか、著者の肩書や発行年数は何処に書かれているのか、わかりづらい。そのため試合
中に読み上げるのに時間がかかったり、反駁でき時間が減ったり、ジャッジにしっかりアピールできな
かったりする。そこで、証拠資料とは別に、予めカードに移して探しやすいように準備するという方法
がある。

要点
カード
分類 肯定A-1 《サマータイムで家族との時間が増えた》

引用部分
著書名 『サマータイムの効用』 ２０００年発行
著者の ○○大学教授 △△□□
肩書・氏名 「・・・・・・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・」

「・・・・・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・。」
（１２３ページ４行目～１２５ページ６行目）
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試合の準備（NO ）

立論の作成

【要 点】

・プラン

・メリット

※どういう根拠で発生するか

・デメリット

※どういう根拠で発せするか

【立 論】 予想される反駁
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試合の準備（NO ）
【立 論】 予想される反駁
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１ [改訂版青チャート数学Ｂ 練習144]

さんの か月分のこづかいの受け取り方として，以下の 通りの案が提案された。 年間のこづかいの受け取り方と

して，最も有利な案はどれか。

案：毎月 回さいころを投げ，出た目の数が から のときは 円，出た目の数が または のときは 円を

受け取る。

案： 月から 月までは毎月 円， 月から 月までは毎月 円を受け取る。

案：毎月 回さいころを投げ，奇数の目が出たら 円，偶数の目が出たら 円を受け取る。

統計①『期待値の理解を深めよう』
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【運送会社等のサイズ区分】

「荷物の大きさ」は，縦横高さの合計です。

　　　　　　　　　　　（引用：ヤマト運輸　宅急便のサイズについて

　　　　　　　　　　　　 ）

荷物 荷物 荷物 荷物 荷物 平 均

縦

横

高さ

荷物の大きさ

荷物の体積

　それぞれの平均を求めてみましょう。

統計②『期待値の線形性は常に成り立つか』
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　我が街の最寄り駅を降りると，そこに格子状になった道々が

広がっています。その道を気の向くままに散策するのが我が街

の観光名物です。

　そこでさらなる発展のため，散策途中に立ち寄れる名所を建

築し，そこでの飲食や購買による経済効果を考えます。どこの

場所に立てると効果的でしょうか。

　簡単なモデルでシミュレーションしてみましょう。以下の設定で考えます。

　　①点 は，座標平面上の原点 をスタートとして出発する。

　　② 軸の正の方向または 軸の正の方向にそれぞれ確率 で， だけ進む。これを 単位時間の動きとする。

　　③多くの人はおよそ 分程度で休憩を望むようである。そこで， 分を 単位時間とし， 単位時間で考える。

　　　従って②を 回繰り返す。

問１． 分後に点 が存在する場所には，ある決まりがあります。それは何でしょう。

問２．立ち寄れる名所はどこに建てるとよいでしょうか。

統計③『我が街の都市計画にご協力を！』
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□　二項分布 に従う確率変数 は， が大きいとき，近似的に　　　　　　　　　　　　　　　に従う。

（ヒント：教科書 ）

□　 （グラフ作成ソフト）に触れてみよう。

　　関数などが簡単に描けます。いくつか簡単な関数を描いてみよう。 　や 　など。

　　標準正規分布のグラフを描いてみよう。どんな式かな。　　　　　　　　　　　　　　　（ヒント：教科書 ）

　　　　

□　二学期中間考査の「理数数学Ⅱ」について，自分の成績をいろいろな視点で評価してみよう。

　　①「理数数学Ⅱ」の点数を思い出す。

　　②　以下のデータを元に，自分の偏差値を求めてみよう。

　　　　受験総数は 名　／　平均点は 点　／　標準偏差は 点

　　　　（偏差値）＝ ＋ 　（ ：自分の点数／ ：平均点／ ：標準偏差）

　　③　受験総数の分布のどの辺りにいるのか調べてみよう。（「上位４割に入ったぞ！」など）

（ヒント：教科書 ）

　　　　 人を十分大きい人数として，テストの点数 は正規分布　　　　　　　　　　に従う。

　　　　このとき， 　　　は標準正規分布　　　　　　　　　　に従う。

　　　　自分の点数 を「 に変換」した値は

　　　　 について巻末の「正規分布表」で調べてみよう。どんな表現でもいいよ。

　　④【おまけ】自分のおおよその順位もわかるかな。

統計④『自分の成績を評価してみよう』
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□　無作為（ランダム）を で体験する。

□　長岡高校生の時間感覚を調べてみよう。

　　一人ひとりがストップウォッチで 秒を感覚で計ってみよう。

　　　アメリカ合衆国の有権者はどのくらいいると思いますか。

　　　実ははっきりとはわからないのです。州によって制度も異なったりするからです。

　　　１億３千万人という説から２億５千万という説と様々です。

　　　今回は２億人としましょう。

問１．ある地域で，２億人の有権者から無作為抽出した 人について， 政党の支持者を調べたところ， 人であった。

この地域の 政党の支持率 を，信頼度 で推定せよ。

問２．得票率が を超えた場合， 政党の勝利とする。ただ，得票数の差が ポイント未満のときは，票の数え直しが

行われる規則があるとします。今回票の数え直しは行われないと言い切れるでしょうか。問１．の結果を基に述べよ。

　　　住民投票という制度があります。ある意見に対して住民が直接賛成か反対かを選ぶ制度です。

　　　最近ですと，大阪都構想が話題になりました。

問３．２２３万人いるある地域で，ある意見に対する賛成率は と予想されています。この意見に対する賛成率を信

頼区間 以下になるように推定したい。信頼度 で推定するには，何人以上抽出して調べればよいでしょうか。

統計⑤『選挙結果を予測してみよう』

110



□　皆さんが調べてくれた『 秒の感覚データ』が集まりました。ありがとうございました。

　　データを元に「平均」「最高」「最低」などを調べてみよう。

　　並び替えもしてみよう。昇順でも降順でもどちらでも 。

　　また，どんなグラフでもいいので作ってみよう。

□　分析方法の一つに回帰分析という手法があります。回帰分析のファイルを開いてみよう。

　　既存店の売り上げデータを元に、新店舗の売り上げを予測してみよう。

　　　並び替え（ソート）

　　　散布図

　　　近似曲線

　　　 乗値（＝相関係数の 乗）

　　以上を元に予測をしてみます。

　　　残差（＝回帰曲線との距離） 正規分布に従う

　　　 の分析ツールを使います。　

　　　　ファイル オプション アドイン

　　　　 アドインを選び設定 ソルバーアドインと分析ツールにチェック 　これで使えます。

□　重回帰分析は複数の要因との関係を調べる手法です。重回帰分析のファイルを開いてみよう。

　　　データ データ分析 相関 セル範囲 をドラッグする（自動的に絶対参照で入力される）

　　　　 先頭行をラベルとして使用にチェック 　　すると要因同士の相関係数が表示されます。

　　　多重共線性に注意

　　　データ データ分析 回帰分析 入力 範囲は ，入力 範囲は

　　　　 ラベルにチェック 　　すると要因同士の補正 ，有意 ， や 値が表示されます。

統計⑥『統計データを活用していこう』
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第１回 科学英語

◆本日の目標

・１年間の流れを大まかに把握させる。

・グラフの説明ができるよう、基本的な知識を与え、できるだけ言えるように練習させる。

◆授業の流れ

１．１年間の目標、大まかな計画 の説明 (５分）

提示

説明

２．Part １グラフに関連して【１時間目】

（１）数字の練習（５～１０分）

大きい数字

提示

言う練習

聞く練習

（２）グラフの説明（３５～４０分）

①美術館の来館者数

言い方の確認

言えるように練習 ←メイン！！ （生徒と一緒に言えるように

なりましょう^^）

②小説の売れ行き(時間があれば）

（３）その他

- 1 -

科学英語 No.1

授業年間予定 ＊予定の多少の変更はありえます

＊Part 1・・・グラフを英語で説明できるようになろう！

科学的な発表では、必ずといってよいほど、グラフが登場します。

そのグラフを初めて見る人にもよくわかってもらえるよう、グラフを説明する技術を身につけましょう。

文系・ 理系・理数科共通

８・９月 グラフの言い方の練習

＊Part 2・・・ポスター発表をできるようにしよう！

昨年、アオーレで、先輩たちのポスター発表を見せてもらいましたね。

先輩たちのように、ポスターを指さしながら、聴衆にわかってもらえ

るような発表を英語でできるようになりましょう。

文系 理系・理数科

１０月 トピック選び、準備グラフの考察、準備

（提示されたグラフからどんなことが (何でも実現可能だとしたら、どんな発明や改善を

読み取れるか） 行いたいですか？ アイディアを考えてもらいま

す。）

１１月 作成（ポスター＋話す原稿） 作成（ポスター＋話す原稿）

①導入（何についてのグラフか、ど ①導入（何を新しく提案するのか、なぜ興味を

のような特徴をもつグラフか） 持ったか、など）

②描写・提案（そのグラフの形にな ②紹介（今、その分野はどこまで進んでいるの

ったのはどのような背景が か、調べたことを発表）

あったからか、問題点は何 ③まとめ（意見や、みんなに伝えたいことなど）

か、その解決策の提案）

③まとめ（意見や、みんなに伝えた

いことなど）

１１月 提出（ポスター＋話す原稿） 提出（ポスター＋話す原稿）
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第１回 科学英語

◆本日の目標

・１年間の流れを大まかに把握させる。

・グラフの説明ができるよう、基本的な知識を与え、できるだけ言えるように練習させる。

◆授業の流れ

１．１年間の目標、大まかな計画 の説明 (５分）

提示

説明

２．Part １グラフに関連して【１時間目】

（１）数字の練習（５～１０分）

大きい数字

提示

言う練習

聞く練習

（２）グラフの説明（３５～４０分）

①美術館の来館者数

言い方の確認

言えるように練習 ←メイン！！ （生徒と一緒に言えるように

なりましょう^^）

②小説の売れ行き(時間があれば）

（３）その他

- 1 -

科学英語 No.1

授業年間予定 ＊予定の多少の変更はありえます

＊Part 1・・・グラフを英語で説明できるようになろう！

科学的な発表では、必ずといってよいほど、グラフが登場します。

そのグラフを初めて見る人にもよくわかってもらえるよう、グラフを説明する技術を身につけましょう。

文系・ 理系・理数科共通

８・９月 グラフの言い方の練習

＊Part 2・・・ポスター発表をできるようにしよう！

昨年、アオーレで、先輩たちのポスター発表を見せてもらいましたね。

先輩たちのように、ポスターを指さしながら、聴衆にわかってもらえ

るような発表を英語でできるようになりましょう。

文系 理系・理数科

１０月 トピック選び、準備グラフの考察、準備

（提示されたグラフからどんなことが (何でも実現可能だとしたら、どんな発明や改善を

読み取れるか） 行いたいですか？ アイディアを考えてもらいま

す。）

１１月 作成（ポスター＋話す原稿） 作成（ポスター＋話す原稿）

①導入（何についてのグラフか、ど ①導入（何を新しく提案するのか、なぜ興味を

のような特徴をもつグラフか） 持ったか、など）

②描写・提案（そのグラフの形にな ②紹介（今、その分野はどこまで進んでいるの

ったのはどのような背景が か、調べたことを発表）

あったからか、問題点は何 ③まとめ（意見や、みんなに伝えたいことなど）

か、その解決策の提案）

③まとめ（意見や、みんなに伝えた

いことなど）

１１月 提出（ポスター＋話す原稿） 提出（ポスター＋話す原稿）
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 ᖊ៓ No.2ࠓを៝めるようになう。                       ቶࠉいݸ              

 

数Ꮠは３᱆ࡘࡎカンマで༊ษられます。英語はࡑのカンマの位⨨で数の数え᪉がኚࢃります。 
 
 

１，㸮㸮㸮，㸮㸮㸮，㸮㸮㸮 
Ќ   Ќ   Ќ 

      billion   million thousand 
 

 
��000      RQH thousand           1 ༓ 

���000      WHQ thousand           1  
����000      RQH KXQGUHG thousand       10  

��000�000      RQH million                      100  
���000�000      WHQ million                    1000  

����000�000      RQH KXQGUHG million               1 ൨ 
��000�000�000      RQH billion                       10 ൨ 
 
ᚋは 100 までの数Ꮠがㄞࡵれࠊࡤㄞࡴことができます。 
えࡤ 
 

230�503 は WZR KXQGUHG WKLUW\ thousand� ILYH hundred �and� WKUHH となります。 
 
ㄞࡳ上ࡆる㝿にはࠊカンマのある単位のኚࢃり目で and をධれてࡶᵓ࠸ま503）。ࢇࡏ のよ࠺に 0 が㛫にධる

ሙྜは and をධれると語࿅がⰋࡃなります。） 
 
数の単位は」数ᙧになりまࢇࡏ。million や thousand が」数ࡔからと࠸って」数ᙧにはなりまࢇࡏ。すなࡕࢃ

上グのでは two hundred thirty thousands とはㄞまな࠸で࠸ࡉࡔࡃ。 
 
 
ωͣのὓのをᖊ៓でធἙすἜƘ 

 
ձ    53�954 （                                ） 
ղ 23�789�456 （                                ） 
 
 
ඛ生がゝった数Ꮠを英語で᭩けますか 
 
ձ   （                 ） 
ղ   㸦� � � � � � � � � � � � � � � � � 㸧 
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科学英語 No.3

グラフの説明

課 題 １ あなたは、ある美術館の職員です。次のグラフを使って、出資してくれている外資系企業に

向かって、来館者数の推移を英語で説明することになりました。

◆Points

①何についてのグラフなのか、まず言いましょう。

②次に、縦軸は何か、横軸は何か、説明しましょう。

③左→右に説明していこう。

④最後に、グラフから言えることをまとめて言えるとよいですね。

◆Phrases

①（このグラフ）を見てください。

②このグラフは～を示しています。 This graph ( ) ～

③縦軸は～を表し、 The ( )( ) shows～,

横軸は…を表す。 and the ( )( ) shows….

④このグラフを見るとわかるように

⑤（増減について）

増加する 減少する

急激に 緩やかに
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◆ṯẢaẗẚẖe

① Look at this graph. ② This graph shows the number of people who visited our museum from 1988 to

2015. ③ The vertical line shows the number of visitors, and ③ the horizontal line shows the years. ④ As 
the graph shows in 1988, about 30,000 people visited it. The number continued to ⑤ decrease until 1994. 
However, the number ⑤ increased rapidly from 1994 to 1997. In 1997, about 50,000 people visited it. After that, 

it ⑤ rose steadily until 2009. In 2009, about 60,000 people visited it. Then, the number ⑤ decreased from 2009 

to 2015. In 2015, it was 26,332. ն If we don't do anything, the number of visitors will decrease. We need to 
advertise our museum more. We hope you will understand this situation and support us.

◆Praẍtiẍe グラフをᣦしなࡀら、英語で(ࢺࣥࣄなを見ずに）説明でࡁるように㸟

課 題 Ỗ あなたは、出ြቅのڀ業ক者です。ある説のݢれᜊếsaẖesỀを英語で説明することになり

ました。ಙभॄのΓをὒて説明しなἦい。

㸰㸫 No. Name
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◆Phrases

①（このグラフ）を見てください。 Look at (this graph)

>Take a look at @

②このグラフは～を示しています。 This graph ( shows ) ～

> represents @

③縦軸は～を表し、 The ( vertical )( line ) shows～,

横軸は…を表す。 and the ( horizontal )( line ) shows….

>Y axis / X axis @

④このグラフを見るとわかるように As the graph shows

>According to the graph@

>As you can see from the graph@

⑤（増減について）

増加する increase / rise 減少する decrease / fall

急激に suddenly / rapidly 緩やかに gradually / steadily
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第３回 科学英語

１０月２３日(金）２年４，５，６組

９月２３日(水) ２年７，８組

１．１１月までの授業内容の説明と、本日やることの説明(１０分)

「何でも可能だとしたら、どのような新しい発明や案を考えたいか」

９（１０）月 トピック選び、準備

１０月 話す内容の計画

１１月① 話す原稿の準備、 ポスターの作成

１１月② 〃

・発表は３人グループを基本とする。

・発表内容のポスター（英語）を壁にはり、それを指さしながら英語で説明することを仮定して作成する。

（機会があれば、ポスターだけでもどこかに展示したい。）

・発表時間３ࡀ分半～４分程度の原稿を作成する

２．「何でも可能だとしたら、どのような新しい発明や案を考えたいか」案を出す

①個人で考える （プリント利用）(５～１０分)

現在の世の中での問題をいろいろ挙げる＋それを解決するような案を考える

（もしあまり出ないようなら例を与える。でも生徒から出るといいですよね）

②新しい発明や案をグループでシェア（１０分）

③全体でシェア（黒板にたくさん挙げる）（１０分）

３．どの話題を発表するか決める＆ グループを決める（１０分）

４．時間があれば、グループで軽く話し合い

５．宿題

（次回までに、その分野が、現在どのくらい進んでいるのか、進んでいないのか、調べて、

授業に情報を持ってくる。）
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第３回 科学英語

１０月２３日(金）２年４，５，６組

９月２３日(水) ２年７，８組

１．１１月までの授業内容の説明と、本日やることの説明(１０分)

「何でも可能だとしたら、どのような新しい発明や案を考えたいか」

９（１０）月 トピック選び、準備

１０月 話す内容の計画

１１月① 話す原稿の準備、 ポスターの作成

１１月② 〃

・発表は３人グループを基本とする。

・発表内容のポスター（英語）を壁にはり、それを指さしながら英語で説明することを仮定して作成する。

（機会があれば、ポスターだけでもどこかに展示したい。）

・発表時間３ࡀ分半～４分程度の原稿を作成する

２．「何でも可能だとしたら、どのような新しい発明や案を考えたいか」案を出す

①個人で考える （プリント利用）(５～１０分)

現在の世の中での問題をいろいろ挙げる＋それを解決するような案を考える

（もしあまり出ないようなら例を与える。でも生徒から出るといいですよね）

②新しい発明や案をグループでシェア（１０分）

③全体でシェア（黒板にたくさん挙げる）（１０分）

３．どの話題を発表するか決める＆ グループを決める（１０分）

４．時間があれば、グループで軽く話し合い

５．宿題

（次回までに、その分野が、現在どのくらい進んでいるのか、進んでいないのか、調べて、

授業に情報を持ってくる。）

- � -

ࢪー࣓ポスターのۻ （ 㸿３を２ᯛ㈞りྜࡏࢃたもの）

「新しい案のྡ๓」

①ᑟධ （何を新しくᥦ案するのか。なࡐ⯆を持ったのか。）

②説明１（⮬分たࡕの案のヲしい説明。どのようなものか。

どのような ⰋいⅬがあるのか。）

③説明２（その分野はどこまで進んでいるのか、調べた⤖

ᯝを発表。）

մまとࡵ （ᚋ、ᚲせなこと。ࡳんなにఏえたいこと。⮬分

たࡕをᨭ持してしいことなど。）

㸨ᚲせならࣛスト、┿、グࣛࣇなどもධれる。

これは回はせ

（ぢる人たࡕは、㔞の㈨金を持ࡘ出㈨会♫。発表を⪺ࡁ、出㈨したいとᛮう案を選び、ᢞ⚊する。

発表する人たࡕは、出㈨会♫を説ᚓでࡁるよう発表しよう。）
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2020 年 9 月

ポスター発表

２年生の２学期～３学期の科学英語は、ポスターを指さしながら英語で発表を行う「ポスター発表」とい

う活動を行うことを予定していました。しかし、コロナウイルスの影響で授業時数が減少したため、発表ま

では行わず、ポスターと発表原稿の作成までとしたいと思います。アオーレでの先輩たちのポスター発表を

覚えていますね。先輩たちが研究した結果を英語で発表していたのを見せてもらいましたね。先輩たちのよ

うに、ポスターを指さしたり、視覚補助資料を使いながら、聴衆を惹きつけ、たくさん理解してもらるよう

な発表ができることを目標とした活動としていきましょう！

◆トピックと、スケジュールなど

「何でも可能だとしたら、どのような新しい発明や案を考えたいか」

今はあたり前に思う自動車、飛行機、エアコン、携帯電話、インターネットなどなど、その存在を思

い描けない時代にアイディアを出した人がいて、実現されています。みなさんも、今はまだ実現して

いないけれど、私たちの夢をかなえたり、人々を幸せにするような発明や案を考えてみましょう！

9(10)月 トピック選び、準備

10月 話す内容の計画

11 月① 話す原稿の準備、 ポスターの作成

11月② 〃

・発表は３人グループを基本とするが、１ or ２人での発表も可能。

・人数にかかわらず、発表時間は３分半～４分程度のものと仮定する

・作成したポスター（Ａ３を４枚つなげたもの、英語）を壁にはり、それを指さしながら英語で

プレゼンテーションをすることを仮定する。

◆発明や案を考えるヒント

今日はみなさんに、どんな新しい発明や案を発表するか、決めてもらいます。社会で話題になっているこ

とをキーワード的に挙げてみますので、考えるヒントとして使ってください。「こんなものを世の中に生み出

したい！」というものを自由に発想してもらってよいです。プレゼンをするときに多くの聴衆を惹きつけら

れるようなアイディアを生み出せるといいですね！

【医療】 iPS細胞 出生前診断 臓器移植 安楽死 脳死 遺伝子治療 笑いの効能

【環境】 穀物の燃料使用 海洋汚染 地球温暖化 水質浄化 太陽発電 原子力発電 植物 生物 空気

水 リサイクル 農業 野菜 火山 地震 【宇宙】ロケット 火星有人旅行 地球 衛星利用

【テクノロジー】人工知能 思考を読み取るロボット LED 電子書籍 立体 TV 音波冷蔵庫

ジェスチャー操れるコンピュータ 災害救出ロボット 【移動手段】 電気自動車 船 飛行機 電車

自動運転 【身近な科学】 電気 音 色 光 家庭生活 学校生活
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◆本日は、みんなで多くアイディアを出し、その中から発表するものを選んでいきたいと思います！

日ᖖ生活、人生、現代社会、世⏺を見てみて、 ᕥのၥ題を解決するような物、アイディア

人々がᢪえるၥ題、ኚなこと、ၥ題を㉳こして 存在していたらみんながḧしいと思うもの

いるもの、まだ解決案が存在していないもの 夢のようなۑۑ、解決案、ᛶ能のよいۑۑ

ᛶ能がまだまだのもの、人々が夢見ているが実現 新しい研究分野、人のᙺに立つ発明ရ

していないこと、まだ研究されていないことなど あったらいいな、人をᎰしくするもの

◆クࣛスでアイディアをたくさんシェアしよう
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２㸫 1o� Ặྡ

◆決定

・私が発表しようと思うものは

・グループ࣓ンࣂーは ۔ ۑ ۑ

・今のとこࢁ考えたこと࣓ࣔ・・・

◆ᐟ題

- 1 -

2020 年 10 月

ポスター発表 その２

◆発表の流れ（例です。すべて話せということでないですし、これ以外の内容が入ってもよいです。）

１）introduction ・・・何を紹介するか、どんなものか（簡単に）、なぜこれを選んだのか、など

２）research ・・・今まで研究されたこと、現在研究されているのか、現在可能なことは何か、など

３）our proposal・・・自分たちの案の詳しい説明、アピールポイント、など

４）closing ・・まとめ、自分たちが伝えたかったことを簡潔に

＊発表時に用いるポスターも、この４つの項目を入れるとよいと思いますが、

どんなポスターがよいか、今後、考えていきましょう。

◆班での話し合い（英語で表現する前に、発表しようと思う内容を挙げていきましょう）
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2020 年 10 月

ポスター発表 その２

◆発表の流れ（例です。すべて話せということでないですし、これ以外の内容が入ってもよいです。）

１）introduction ・・・何を紹介するか、どんなものか（簡単に）、なぜこれを選んだのか、など

２）research ・・・今まで研究されたこと、現在研究されているのか、現在可能なことは何か、など

３）our proposal・・・自分たちの案の詳しい説明、アピールポイント、など

４）closing ・・まとめ、自分たちが伝えたかったことを簡潔に

＊発表時に用いるポスターも、この４つの項目を入れるとよいと思いますが、

どんなポスターがよいか、今後、考えていきましょう。

◆班での話し合い（英語で表現する前に、発表しようと思う内容を挙げていきましょう）
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◆ম、ਤめैれた内容と、ઃまでのୖ

２ٕ 1o� 1aPe
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ᛯྸႎで情報㇏か

な英文である。 
「ᗎ論Ѝඛ⾜研究Ѝ⊂⮬リサーࢳЍ⤖論」‽ࡎるᵓ成でࠊ体
がᛯྸႎにɟᝦして࠸る。୍本の⥺が通って࠸ること㸟 

 
２ １ 㸮 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  㸭１㸮 

ල体や数್が♧ࡉれࠊㄡにでࡶǘかǓǍすƘࠊᛟࢽщのƋる
内容である。 

 
２ １ 㸮 

英 
語 
表 

⌧ 

⮬ら考えて᭩࠸た英

文である。 
Ｓ㹔が᫂☜でࠊ文ἲにࡰㄗりがな࠸。ᎥいたƩƚでǘかる⣲
┤な英文である。 

 
２ １ 㸮 
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研究 
内容 

ୡの୰をⰋࡃするࠊ

ክのある内容 
ႉƘて⯆や㛵ᚰがᣢてる。この発᫂がɭのɶ᩿ࠊた人が࠸⪺
のたǊになると思ࡏࢃる内容であること。 

 
２ １ 㸮 
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第３回 科学英語（文系）

１０月２９日(木）

１．１１月までの授業内容の説明と、本日やることの説明(１０分)

「グラフから読み取れることと、そこから予測できること」

１０月① トピック選び、準備、調べ学習

１０月② 調べ学習、話す内容の計画

１１月① 話す原稿の準備、 ポスターの作成

１１月② 〃

・発表は３～４人グループ

・発表内容のポスター（英語）を壁にはり、それを指さしながら英語で説明することを仮定して作成する。

（機会があれば、ポスターだけでもどこかに展示したい。）

・発表時間は３分半～４分程度の原稿を作成する

２．発表グループを決める

３グラフを配付し、「グラフから読み取れること」の調べ学習を始める

４．宿題

（次回話す原稿を作成し始めれるように、グラフの内容について役割分担をして発表に必要なものを調べ

てくる。）

第１ᅇ、第２ᅇはSSRⅡ（理系）・SSRB「科学英語Ⅱ」ྠじ
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ࢪー࣓ポスターのۻ （ 㸿３を２ᯛ㈞りྜࡏࢃたもの）

「グラフのࢸー࣐」

①ᑟධ （グラフが示しているᙧの説明。）

②説明１（なࡐそのᙧになࡗているのかの⪃ᐹ①。）

ճ説明２（なࡐそのᙧになࡗているのかの⪃ᐹ②。）

մࡲとめ （グラフから読み取れるみࢇなの࣓ッࢭーࢪ。）

㸨必要ならラスト、┿、グラフなどもධれる。
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2020 年 10 月

ポスター発表

２年生の２学期～３学期の科学英語は、ポスターを指さしながら英語で発表を行う「ポスター発表」とい

う活動を行うことを予定していました。しかし、コロナウイルスの影響で授業時数が減少したため、発表ま

では行わず、ポスターと発表原稿の作成までとしたいと思います。アオーレでの先輩たちのポスター発表を

覚えていますね。先輩たちが研究した結果を英語で発表していたのを見せてもらいましたね。先輩たちのよ

うに、ポスターを指さしたり、視覚補助資料を使いながら、聴衆を惹きつけ、たくさん理解してもらるよう

な発表ができることを目標とした活動としていきましょう！

◆トピックと、スケジュールなど

「グラフから読み取れることを考察し、それをポスターにまとめ発表する」

皆さんには今話題となっていたり、問題となっている分野についてのデータを配付します。そのデータ

から読み取れることを考えて、その内容をポスターに表して発表することを目標とします。みんながそ

の発表を見たり聞いたりしたときに世の中の問題に関心を持ったり、納得したりする発表になるように

しましょう！よりわかりやすい説明や、納得できる説明のために追加調査も欠かせません。積極的に調

べてわかりやすくまとめてください。

10月① トピック選び、準備

10月② 話す内容の計画

11月① 話す原稿の準備、 ポスターの作成

11月② 〃

◆決定

・私が発表しようと思うものは

・グループメンバーは ◎ ○ ○
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・今のとこࢁわかったこと、読み取れたことメࣔ・・・

◆本日、進められた内容と、次回までの課題

２－ No. Name
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‴ody2 �Our proposal�  ᛠ↮ӕ↻るբ᫆ໜ・のᚐൿሊ 

英

᪥

✵

‵onclusion まとǊžॖᙸǍǈんなにˡƑたいことſ

英

᪥

✵

ͤグループဨで㡢ㄞをしてࠊୗグのホ౯がてᲬになると☜ㄆしてからᥦฟすること㸟

文

❶

ᵓ

成

ᛯྸႎで情報㇏か

な英文である。

「ᗎ論Ѝ⫼ᬒЍ⊂⮬リサーࢳЍ⤖論」‽ࡎるᵓ成でࠊ体がᛯ
ྸႎにɟᝦして࠸る。୍本の⥺が通って࠸ること㸟 ２ １ 㸮

㸭１㸮

ල体や数್が♧ࡉれࠊㄡにでࡶǘかǓǍすƘࠊᛟࢽщのƋる
内容である。 ２ １ 㸮

英

語

表 

⌧

⮬ら考えて᭩࠸た英

文である。

Ｓ㹔が᫂☜でࠊ文ἲにࡰㄗりがな࠸。ᎥいたƩƚでǘかる⣲
┤な英文である。 ２ １ 㸮

ǘかǓǍすい語ᙡ・表⌧をって᭩こ࠺として࠸る。
ͤᑓ㛛用語は図や┿でఏࢃるよ࠺にㄝ᫂すること。 ２ １ 㸮

研究

内容

ㄞྲྀࡳりࠊ考ᐹࠊᥦ

が᫂☜である

ႉƘて⯆や㛵ᚰがᣢてる。この発⾲がɭのɶ᩿ࠊた人が࠸⪺
のたǊになると思ࡏࢃる内容であること。 ２ １ 㸮

ͤᥦฟ⥾ࡵษࡾ ᭶� � ᪥㸦� 㸧ࡋ࠺てࡶ↓⌮なሙྜࡋ⏦ࡣฟてࠋ࠸ࡉࡔࡃ�
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㈨ᩱ A   
B  のࢇࡉ

2 ṓになる࢘ࢲンೃ⩌をᣢࡘዪのᏊを育てて࠸る B 第ࠊはࢇࡉ 2 Ꮚのฟ⏘を᥍えてࠊ࠺ࡶ」ࠊ生まれたとき

に⾪ᧁをཷけるのはᛧ࠸です」とゝった。 
B ࡉࡶࡉのᐙᗞの かࡑ。た⤒㦂がある࠸をᩍえてࣀアࣆにࡶᏊࡘンೃ⩌をᣢ࢘ࢲ学生௦にࠊにはࢇࡉ

ることながらࠊᏊࡶとのレッスンࡑれ⮬体をᴦしࡃឤࡌた B ンඣのᏊ育てにྰ定的なឤ情はᢪ࢘ࢲはࢇࡉ

第ࠊࡶれでࡑ。なかった࠸て࠸ 1 Ꮚを分ፔしたときのΰした✵Ẽは࠸ࠊま思࠸ฟしてࡘࡶら࠸と࠺࠸。 
生まれたࡤかりの B れてࢃኵに付きῧࠊれࢃは「྾にၥ題がある」とゝࢇࡷࡕの㉥ࢇࡉ NICU のある㝔

に⥭ᛴᦙ㏦ࡉれて࠸った。㉥ࢇࡷࡕと㞳れࡤなれになってしまࠊ࠸ኵから㟁ヰで「࢘ࢲンೃ⩌かࡶしれな࠸」

と⪺かࡉれた B ࡔᚰ㓄࠺࠸と「か࠺ࢁࡔと思えるの࠸をྍឡࡶは⮬分のᏊ⚾」ࠊできたのはࢇのᚰにᾋかࢇࡉ

った。ࡑして思࠸ᥥ࠸て࠸たฟ⏘とはあまりにࡶ㐪࠺≧ἣにࠊたࡔたࡔἽࡤࡃかりのᏳな㛫を㐣ࡈした。 
ฟ⏘から３᪥ᚋࠊB Bࠊのときࡑ。り対㠃するࡃっࡺてࡵとึࢇࡷࡕは㉥ࢇࡉ の⬚のዟᗏから「⮬分のᏊࢇࡉ

ってこࢇなにྍឡ࠸の」と࠺࠸Ẽᣢࡕがき㉳こり３ࠊ᪥㛫のᚰ㓄は▐にᡶᣔࡉれた。 
でࠊࡶ第 2 ᏊのዷፎがࢃかるとࠊB ࠸思࠺࠸と࠸きた࠾と▱ってࢇࡷࡕのことは生まれる๓にࡶᏊࠊはࢇࡉ

からࠊ⫾ඣ㉸㡢Ἴ᳨ᰝᑓ㛛のクリニックをゼࡡて࠸る。（୰␎） 
B は第ࢇࡉ 1 Ꮚのฟ⏘に࠸ࡘて࢘ࢲࠊンೃ⩌のことを▱らࡎに㐣ࡈしたዷፎ生活をᚋして࠸な࠸と࠺࠸。

⌧ᅾのᏊ育てࠊࡶ᪥ࠎ成㛗してࡃ࠸ጼをᴦしࠊࡳ「ፉの࠾かࡆで人生が㇏かになった」とឤࡌて࠸る。でࠊࡶB ࡉ

第ࠊにはࢇ 1 Ꮚの思࠸とはูにࠊ第 2 Ꮚのฟ⏘に向か࠺‽ഛࡶᚲせࡔった。 
「㛗ዪのฟ⏘┤ᚋの᳨ᰝを⤒た⚾は࠺ࡶࠊ次に▱らな࠸まま⏘ࡴと࠺࠸ことを㑅なかったのです」と B ࢇࡉ

はゝ࠺。ฟ生๓デ᩿をཷけることにはⴱ⸨があったがࠊኵとఱ度ࡶヰしྜ࠸を㔜ࢁ࠸ࢁ࠸ࠊࡡな情報をㄪてや

っとฟした⤖論がࠊዷፎึ期㉸㡢Ἴ᳨ᰝをཷけてࡳることࡔったと࠺࠸。（୰␎） 
B と「࠸まな⏘ࡤかれࡘẼがぢ」ࠊなかったしࡶけでࢃる࠸てࡵと決「ࡴ⏘ࡶなẼでࢇがࡶᏊ」はࢇࡉ

考えて࠸たࢃけでࡶなかった。たࡶࠊࡔし๓にẼがఱかࢃかれࡑࠊࡤれがࢇなẼなのかをしっかり理解

しࠊよࡃ考えた࠺えで⤖論をฟした࠸と考えて࠸た。ࡑしてࠊびẼのあるᏊをฟ⏘することになれࠊࡤ度

は㉥ࢇࡷࡕと㞳れࡤなれにならな࠸ですࡴよࠊ࠺NICU のある㝔でฟ⏘した࠸と思って࠸た。 
 
 
ὀ：㉸㡢Ἴ᳨ᰝは prenatal test の୍✀。 
 
 

Ἑྜ⹒（2015）『ฟ生๓デ᩿ ฟ⏘ジャーࢼリストがぢࡵࡘた⌧≧とᮍ᮶』（ᮅ᪥新⪺ฟ∧）より 
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㈨ᩱ B 
E  のࢇࡉ
 E 40ࠊはࢇࡉ ௦༙ࡤでᢠがࢇ⒪を༞ᴗしたᚋに40ࠊ ௦ᚋ༙で第 2 Ꮚを思࠸がけなࡃዷፎした。ዷፎがࢃ

かったときࠊE ࠊた୍期ࡵࡘ፬人科のཷデではなかった。Ṛをぢ⏘ࠊならなかったのはࡤが᭱ึにしなけれࢇࡉ

ᚰ身とࡶにᨭえてࡶらったங⭢እ科་に連⤡をとることࡔった。 
 かࡘてはࠊE ルࣔンが࣍た。ዷፎ୰はዪ性࠸と考えられてࡔዷፎ⥅⥆はがけࠊと࠺をᝈࢇにஙが࠺のよࢇࡉ

ቑຍしࠊஙがࢇをᝏ化ࡏࡉることがあるからࡔ。しかし「⌧ᅾではࠊ⒪ᚋのዷፎはᏳと考えられて࠸ますよ」

とಙ㢗する་ᖌから⪺࠸てࠊやっとࠊE  。になった࠺はこのዷፎに向きྜえるよࢇࡉ
 たࡑࠊࡔれはዷፎしたࡶののࠊฟ⏘を࠺するかࠊ考えるスࢱートでしかなかった。上のᏊࡶを育てながらࠊ

⮬分のẼの発ࡶ┘どして࠸かなけれࡤならなࡑ。࠸の≧ἣを考えるとࠊこの࠺えࠊ新たな㔜㈐をᘬきཷけら

れるのか。E  。けた⥆࠸㏞はࢇࡉ
分の⮬ࠊれはࡑ。ことです࠺࠸と࠸࠸が࠺࠸情報はከࠊるならࡵ大なことを決ࠊ思ったのはࠊのときࡑ」 

㜚体㦂から学びました。ࡑしてࠊ『ඖẼなᏊならࢇ⏘ࠊで࠸࠸ࡶ』と思ったのです。Ꮚࡶがᖖであれࠊࡤぶ

は୍⯡的なスࢱートラインに❧ࡘᏊࡶのጼをീすることができますよࡡ。ᚋはࠊዷፎしたと࠺࠸ことは⮬分

に生力があったからࠊࡔと⮬分をಙࡌて࠸けるよ࠺なẼがしたのです」 
 E っ▱ࡃよࡶこと࠺࠸とࠊ࠸なࡂのᗣ情報は୍㒊に㐣ࡶは⨺水᳨ᰝをཷけた。⨺水᳨ᰝで得られるᏊࢇࡉ

て࠸たがࠊ年㱋によってቑຍするリスクࡔけでࡶ▱りた࠸と思った。 
 ⤖果は㝜性。E  。ඖẼなዪのᏊが生まれたࡶにはとてࢇࡉ
 E ࠊなりࡃなことはなࢇࡑまは࠸ࠊたのに࠸なってࡃዷፎする๓は⮬分のᮍ᮶に対してᕼᮃをᣢてなࠊはࢇࡉ

ᮍ᮶のことが考えられるよ࠺になったとࡑ。࠺࠸してࠊがࢇの⒪をして࠸たときにはീࡶできなかった๓向

きな᪥ࠎを㏦って࠸る。 
 
 
ͤ ⨺水᳨ᰝは prenatal test の୍✀。ᰁⰍ体ᝈの᭷↓を☜実に▱る「☜定デ᩿」の୍ࡘ。Ꮚᐑに㔪を่すたࠊࡵ

ὶ⏘リスクが 0.3%⛬度あるとゝࢃれる。 
 
 

Ἑྜ⹒（2015）『ฟ生๓デ᩿ ฟ⏘ジャーࢼリストがぢࡵࡘた⌧≧とᮍ᮶』（ᮅ᪥新⪺ฟ∧）より 
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㈨ᩱ C 
H  のࢇࡉ
 35 ṓのときࠊዷ⒪によってᛕ㢪のዷፎを果たした H അ発的にࠊはࢇࡉ NT ⫧ཌ（ͤᰁⰍ体␗ᖖのೃの

୍✀）をぢࡘけられた୍人ࡔ。⾪ᧁ的な࿌▱とࡑࠊのᚋに⤒㦂したⴱ⸨の᪥ࠎは࠸ࠊまࡶトラ࢘マになって࠸る

と࠺࠸。 
 H てのれがすࡑࠊと་ᖌの᧯సがẼになりࡩࠊのዷ፬デの㉸㡢Ἴ᳨ᰝでࡶࡘ࠸け་でのࡘかかりࠊはࢇࡉ

ጞまりࡔった。ఱかあったのかと質ၥしたとこ࠸ࠊࢁきなり「ᰁⰍ体ᝈのྍ能性が高࠸」とゝࢃれた。（୰␎） 
 H すでに㞀ᐖが決定したかのよࠊと「࠸育てられなࡶでࢇ⏘㞀ᐖのあるᏊは」ࠊࡶኵからࠊࡶぶからࠊはࢇࡉ

と㟁ヰをかけてきた。H「࠸けな࠸ではࢇ⏘」ࡶれた。ぶᡉࡉなពぢを⪺か࠺ と࠸࠸が࠺のࡑࠊ次第にࡶࢇࡉ

思えてきた。 
 でࠊࡶ᪥に᪥に大きࡃなる࠾⭡のᏊࡶと୍ࠊ体࠺やってูれたら࠸࠸のか。やがて H のᏊと⭡࠾」はࢇࡉ

ᚰ୰するのは࠺ࢁࡔ࠺か」と࠺࠸考えࡉえࠊᢪࡃよ࠺になった。ࡑれは H なࡃと⤯対にูれたࡶᏊࠊのࢇࡉ

 。࠸しれなࡶったかࡔの表れࡕẼᣢ࠸ᙉ࠺࠸と࠸
（୰␎：H  （。にฟ⏘を⤊えた↓ࠊ果は㝜性⤖ࠊれた大㝔で⨺水᳨ᰝをཷけࡉは⤂ࢇࡉ
 「ᛧࢇ࠸です」 
 Ꮚࡶはఱ人でࡶḧしࡃ࠸らࡔ࠸がࠊなかなかຬẼがかな࠸。 
 「Ꮚࡶに␗ᖖがあるかࡶしれな࠸と࿌ࡆられࡶࠊがきⱞしࠊࡔࢇあの思࠸を୍࠺ࡶ度࠺ࢃことになるかࡶ

しれなࡑ。࠸れを考えるとࠊዷፎするのがᛧ࠸のです」 
 「の㑅ู」と࠺࠸ゝⴥࡶ H  。࠸には㔜ࢇࡉ
 「の㑅ู……࠺ࡑやࡡ࠺ࢁ。⚾はࠊⱞしࡔࢇけれࠊ⨺水᳨ᰝをཷけたⅬでࠊᏊࡶのを㑅ูしたこと

になるࢇやࡡ࠺ࢁ。᳨ᰝをཷけたことがࠊすでに㑅ูしたとྠࡌになってしま࠺のかと思࠺と࠸ࠊまࠊࡶ⬚のዟ

にࢳクッと่ࡉるࡶのがあります。 
 ⚾はࠊᏊࡶにリスクを㈇ࡏࢃてࠊ⮬分のたࡵにཷけたのです。ࡑれを思࠺と࠸ࠊまでࡶ⬚がⱞしࡃなります。

このᏊを࠺するかと࠺࠸ヰをしたことࠊࡶᏊࡶに⏦しヂなかった。࠾⭡の୰で⪺࠸て࠸たࢇや࠺ࢁなࠊと思

 「ます࠸
 H  。る࠸て考え⥆けて࠸ࡘฟ生๓デ᩿にࡶま࠸ࠊはࢇࡉ
 
 
ͤ ⨺水᳨ᰝは prenatal test の୍✀。ᰁⰍ体ᝈの᭷↓を☜実に▱る「☜定デ᩿」の୍ࡘ。Ꮚᐑに㔪を่すたࠊࡵ

ὶ⏘リスクが 0.3%⛬度あるとゝࢃれる。 
 
 

Ἑྜ⹒（2015）『ฟ生๓デ᩿ ฟ⏘ジャーࢼリストがぢࡵࡘた⌧≧とᮍ᮶』（ᮅ᪥新⪺ฟ∧）より 
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㈨ᩱ D 
ある་ᖌのぢ解 
 「かかりࡘけ་にฟ生๓デ᩿の┦ㄯをするとࠊ༑分な対ᛂしかしてࡶらえな࠸ዷ፬ࢇࡉはከ࠸ですしࡑ』ࠊの

᳨ᰝはᚲせな࠸』とはࡘࡡけられるዷ፬࠸ࡶࢇࡉます。་ᖌの࠺࠸࠺ࡑែ度のにはࠊཌ生科学ᑂ㆟会の『▱ら

ࠊですから࠸㠀ᖖにᛁしࡶ་ᖌࠊことなら࠸るᚲせがなࡏとしたぢ解のᏑᅾがあるのです。▱ら『࠸るᚲせはなࡏ

 。になりますࢁがし࠸なࡶして࠺。ࢇࡏま࠸とは思࠺新の▱㆑をຮᙉしよ᭱ࡊࢃࡊࢃ
 でࠊࡶ▱りた࠸人にはきࢇࡕと᭱新の་学的情報をఏえたりࠊ⢭⚄的なサ࣏ートをᥦ౪したりできる体ไをࡘ

ㄡがゝえるでしࠊと『ࢇࡏけま࠸てはࡃまな⏘ࠊࡶかりました。でࡘඛኳ␗ᖖがぢ』。ます࠸と⚾は思ࡔきるࡃ

ࡉ水᳨ᰝのリスクをᘬきཷけな⨺ࠊなら࠸りた▱ࡶして࠺』ࠊれますがࢃとゝ࠸なࡃか。㠀☜定的᳨ᰝはⰋ࠺ࡻ

まࠊࡶ་学的にぢてࠊれをࡑ。ᰝ技術はᏑᅾするのです᳨࠸か。新し࠺ࡻ་ᖌがᙉせするのはṇᙜでしࠊと『࠸

た♫会的にぢてࡶ㐺ṇな᪉ἲで⾜える体ไసりをしな࠸と࠺しよࡶ࠺な࠸期が᮶て࠸ます」 
 
 
ͤ NIPT（新ᆺฟ生๓デ᩿）は㠀☜定的᳨ᰝ。☜定デ᩿を得るにはࠊ⨺水᳨ᰝか⤧ẟ᳨ᰝをཷけるᚲせがある。 
 
᪥本࢘ࢲン༠会（JDS）のぢ解 
 JDS はࠊฟ生๓᳨ᰝ等の技術ࡑのࡶのに対して≉にぢ解を♧しまࢇࡏ。་⒪技術の進Ṍが基本的にᖾ⚟の㏣ồ

であることはಙࡌて࠸ますしࠊ進Ṍの㐣⛬でࡑの技術がࡉまࡊまなᙧでᛂ用ࡉれることࡶあると考えて࠸ます。

ฟ生๓᳨ᰝ等の技術に㛵してࡑࠊࡶれをಶࠎ人が࠺理解しࠊ㑅ᢥするかに࠸ࡘて㈶成・対等のពぢは表᫂し

まࢇࡏ。 
 たࡔしࡑࠊの技術がマススクリーニング等のᙧで「♫会の㑅ᢥ」として位⨨࡙けられることには対します。

また࢘ࢲࠊンのあるᏊが生まれることを「ᖾ」とつ定しࠊฟ生๓᳨ᰝ等の技術を࢘ࢲンのあるᏊが生まれ

な࠸よ࠺にする⚟㡢であるかのよ࠺にᐉఏしࠊᏳ᫆にこれが⾜ࢃれることに࠸ࡘてࡶ᫂☜にᢠ㆟して࠸きます。 
（୰␎） 
「本人のព思☜ㄆな࢘ࢲࡃンೃ⩌の᳨ᰝを⩏ົ付けられる࠺࠸࠺ࡑࠊ組ࡳができることに対して࠸るの

です。࠺ࡑなったら᳨ࠊᰝをࡎࡏに࢘ࢲンೃ⩌のᏊࡶを⏘ࡤࡵ㈐ࡵられࠊ⩏ົをᛰったのࡔからຓけるᚲせ

はな࠸と思ࢃれてしま࠺でし࠺ࡻ。 
りはまったࡶࡘ࠺ゝࡃとやかࠊては࠸ࡘᮎにฟした⤖論にࡔࢇᝎ࠸思ࠊ考えࡃのኵ፬がよࠎಶࠊࡃではな࠺ࡑ 

ฟ生๓デ᩿をᚲࠊࡶの୰にࢇࡉ༠会の会ဨ。ࢇࡏま࠸思ࡶとࡔきなるࡃのがなࡶのࡑᰝ技術᳨。ࢇࡏありまࡃ

せとして࠸る᪉はᖖに࠸るࢃけです。⚾は᳨ࠊᰝをཷけられな࠸よ࠺にするのࠊࡶマススクリーニングに対す

るのとྠᵝに対です。㑅ᢥ⫥があってࢇࡷࡕࠊと判᩿できる⎔ቃがಖドࡉれるきです。」 
 
 

Ἑྜ⹒（2015）『ฟ生๓デ᩿ ฟ⏘ジャーࢼリストがぢࡵࡘた⌧≧とᮍ᮶』（ᮅ᪥新⪺ฟ∧）より 
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SSRC  Medical Course  June 11 & 18, 2020   

(WKLFV RI D 3UHQDWDO 7HVW 
67(3 �  5HDG WKH DUWLFOH DQG RUJDQL]H WKH LQIRUPDWLRQ� 
 
paragraph 1&2 
the Eugenic Protection Law（ᪧඃ生ಖㆤἲ）… has common ethical problems with prenatal tests 
 
paragraph 3-4 

WKH FKDUDFWHULVWLFV RI WKH QHZ W\SH RI SUHQDWDO WHVWLQJ PHWKRG 
・ the blood test 

・ relatively (  easy  /  difficult  ) to carry out       ņ amniosentesis  

・ with (  some  /  little  ) risk  
 

・ Many women were receiving the blood test at (  authorized  /  unauthorized  ) clinics.  
Ѝ JSOG   decided to (  increase  /  decrease  ) the number of hospitals which can conduct the test. 

               thinks more (                     ) is necessary for women who take the test. 

 

paragraph 5 

  WKUHH JHQHWLF DEQRUPDOLWLHV ZKLFK FDQ EH IRXQG ZLWK WKH WHVW ە
(                            ) (                            ) (                            ) 

                                                                  Ѝ Down syndrome 

paragraph 6-10 

DERUWLRQ 
women with positive test results  

… (       ) % of them choose to abort their fetuses  ͤparagraph4 

ͤbasically (  legal  /  illegal  ) in Japan 

                                   ͤparagraph10 

                                                         parents … more likely to choose abortion  

                            Why? 

 

 

 

three cases reported on Ameba TV：couples who ended up with positive test results  paragraph 8-9 

In all the cases, the parents had (  some problem(s)  /  no problem  ).   

 

,V WKH UHODWLYH FRQYHQLHQFH RI WKH SUHQDWDO EORRG WHVW LQFUHDVLQJ WKH DERUWLRQ UDWH" 
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paragraph 11-14 
DWWLWXGH WRZDUG SHRSOH ZLWK GLVDELOLWLHV  
 
+RZ IDU KDV VRFLHW\ SURJUHVVHG IURP WKH LGHD WKDW SHRSOH ZLWK GLVDELOLWLHV DUH DQ 
LQVXSSRUWDEOH EXUGHQ" 
 

・ what “Michikusa” (a documentary) showed  paragraph 11 
 

 

 

 

 

 

・ public reaction to Tadashi Matsunaga’s writing  (Tadashi Matsunaga = a pediatric surgeon)  paragraph 12 
 

 

 

 

 

 

・ the opinions of Tadashi Matsunaga  paragraph 13-14 
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STEP 2 Read the additional material and tell the points to other groups. 
Material [     ]:  

Mapping: 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                                                                             

STEP 3 Listen to other groups and take notes. 
Material [     ] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Material [     ] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Material [     ] 
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STEP � Put the arguments into shape. 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

What do you think as a future worker in the medical field about a prenatal test? 

 
 
 
 
 
 

A prenatal test 
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STEP � Write in English a well-organized essay of about 200 words.  (draft) 

What do you think as a future worker in the medical field about a prenatal test? 

 

                                                                                              

                                                                                              

                                                                                              

                                                                                              

                                                                                              

                                                                                              

                                                                                              

                                                                                              

                                                                                              

                                                                                              

                                                                                              

                                                                                              

                                                                                              

                                                                                              

                                                                                              

                                                                                              

                                                                                              

                                                                                              

                                                                                              

                                                                                              

                                                                                              

                                                                                              

                                                                                              

                                                                                              

[         words]    
                                       Class:      No.        Name: 
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:UiWe in (ngliVK a Zell�RUgani]eG eVVa\ RI abRuW ��� ZRUGV� 

:KaW GR \Ru WKink aV a IuWuUe ZRUkeU in WKe PeGical IielG abRuW a pUenaWal WeVW" 

 

                                                                                              

                                                                                              

                                                                                              

                                                                                              

                                                                                              

                                                                                              

                                                                                              

                                                                                              

                                                                                              

                                                                                              

                                                                                              

                                                                                              

                                                                                              

                                                                                              

                                                                                              

                                                                                              

                                                                                              

                                                                                              

                                                                                              

                                                                                              

                                                                                              

                                                                                              

                                                                                              

                                                                                              

>         ZRUGV@    
 
                                       &laVV�      1R�        1aPe� 
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WKH (XJHQLF 3URWHFWLRQ /DZ
	

SUHQDWDO WHVWV

･･･FRPPRQ HWKLFDO SUREOHPV

�GLVFULPLQDWLRQ � SUHMXGLFH DJDLQVW WKH 
GLVDEOHG 

�VHOHFWLRQ RI ZKR VKRXOG OLYH

�WKH ULJKW WR H[LVW 
HWF «

WKH FKDUDFWHULVWLFV RI 1,PT
� WKH EORRG WHVW 
� UHODWLYHO\ HDV\ WR FDUU\ RXW 
� ZLWK OLWWOH ULVN

� « UHFHLYLQJ WKH WHVW DW XQDXWKRUL]HG FOLQLFV
ĺ -62*« LQFUHDVH WKH QXPEHU RI KRVSLWDOV «

« PRUH FRXQVHOLQJ LV QHFHVVDU\ «

� WULVRP\ ��� WULVRP\ ��� WULVRP\ ��  
ĺ 'RZQ V\QGURPH

DERUWLRQ
� ZRPHQ ZLWK SRVLWLYH WHVW UHVXOWV 
« �� � RI WKHP FKRVH WR DERUW WKHLU IHWXVHV 

ͤEDVLFDOO\ LOOHJDO LQ -DSDQ

����3�
WKH QXPEHU RI ZRPHQ ZKR WRRN WKH WHVW �����a�����

�33
WKH QXPEHU RI ZRPHQ ZKRVH WHVW UHVXOWV ZHUH SRVLWLYH

���
WKH QXPEHU RI ZRPHQ ZKR FKRVH WR DERUW WKHLU IHWXVHV
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DERUWLRQ
WULVRP\ ��：SDUHQWV« PRUH OLNHO\ WR FKRRVH DERUWLRQ

³GLIILFXOW WR WDNH FDUH RI WKHLU FKLOGUHQ´

,Q DOO WKH FDVHV� SDUHQWV KDG VRPH SUREOHP�V��
>FDVH�@ KXVEDQG 	 ZLIH « GLIIHUHQW RSLQLRQV

OLWWOH WLPH WR GHFLGH
>FDVH�@ DERUWLRQ ĺ ZLIH « PLVJLYLQJV
>FDVH�@ GLYRUFH  

4XHVWLRQV 
� FRQYHQLHQFH RI WKH WHVW ĺ LQFUHDVH WKH DERUWLRQ UDWH"
� XQQHFHVVDU\ UHFRPPHQGDWLRQ"
� +RZ IDU KDV VRFLHW\ SURJUHVVHG IURP WKH LGHD WKDW 
SHRSOH ZLWK GLVDELOLWLHV DUH DQ LQVXSSRUWDEOH 
EXUGHQ"

WULVRP\ ��：SDUHQWV« PRUH OLNHO\ WR FKRRVH DERUWLRQ
³GLIILFXOW WR WDNH FDUH RI WKHLU FKLOGUHQ´
:+<""""""

DWWLWXGH WRZDUG SHRSOH ZLWK 
GLVDELOLWLHV

³0LFKLNXVD´

SHRSOH ZLWK VHYHUH PHQWDO GLVDELOLWLHV OLYH RQ WKHLU RZQ 
LI WKH VRFLDO HQYLURQPHQW ZDV DFFHSWLQJ

DWWLWXGH WRZDUG SHRSOH ZLWK 
GLVDELOLWLHV

SXEOLF UHDFWLRQ WR 7DGDVKL 0DWVXQDJD¶V ZULWLQJ

� QHJDWLYH DERXW DOORZLQJ FKLOGUHQ ZLWK GLVDELOLWLHV LQWR 
WKH ZRUOG

� VSHQGLQJ WD[ PRQH\ «� GUDLQ RQ UHVRXUFHV

DWWLWXGH WRZDUG SHRSOH ZLWK 
GLVDELOLWLHV

7DGDVKL 0DWVXQDJD

� D GLVDELOLW\ � LQIHULRU � XQDEOH WR GR VRPHWKLQJ
� WKHUH DUH VRFLDO EDUULHUV
� GLVDELOLWLHV   D QRQGLVDEOHG SHUVRQ¶V LVVXH
� NQRZLQJ « WKH ILUVW VWHS WRZDUG XQGHUVWDQGLQJ

STEP 2 Ǘ STEP �
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6XPPDUL]H WKH PDWHULDO LQ (QJOLVK�

��� LQGLYLGXDO ZRUN

��� JURXS ZRUN

STEP �  3XW WKH DUJXPHQWV LQWR VKDSH
VR WKDW \RX FDQ WHOO \RXU RZQ LGHD DERXW WKH IROORZLQJ WRSLF� 

:KDW GR \RX WKLQN
DV D IXWXUH ZRUNHU LQ WKH PHGLFDO ILHOG
DERXW D SUHQDWDO WHVW"

GLVFXVVLRQ SRLQWV

PHULWV 	 GHPHULWV � HWKLFDO LVVXHV

� SUHQDWDO WUHDWPHQW

� FKLOGELUWK SUHSDUDWLRQV � SK\VLFDO 	 PHQWDO �

� VXSSRUW � PHQWDO FDUH « FRXQVHOLQJ

� EXVLQHVV "

� DWWLWXGH WRZDUG SHRSOH ZLWK GLVDELOLWLHV 

� DERUWLRQ �EDVLFDOO\ LOOHJDO LQ -DSDQ�
« VHOHFWLRQ RI ZKR VKRXOG OLYH ⾫ WKH ULJKW WR H[LVW
« WKH ULJKW RI ZRPHQ � SDUHQWV 

� LQIRUPHG FKRLFH « WKH ULJKW WR NQRZ 

� PDVV�VFUHHQLQJ "                                          
HWF « 

STEP �  :ULWH LQ (QJOLVK D ZHOO�RUJDQL]HG HVVD\ RI DERXW ��� ZRUGV�

:KDW GR \RX WKLQN

DV D IXWXUH ZRUNHU LQ WKH PHGLFDO ILHOG

DERXW D SUHQDWDO WHVW"

>WKH GXH RQ -XQH ��@
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課 題 研 究

課
題
研
究



観察し，仮説を立て，実験をし，考察する。そして，発表する。 

ＳＳＲA『課題研究Ａ』                   20191015 

 文献調査について 

１ 文献を調べなければ課題研究ではない。 

課題研究を進めるには，研究テーマを決める必要があります。研究テーマは身の回りの観察や，今まで

学習してきたことなどから導き出していくものですが，皆さんが出してくるアイデアは，ほぼ，過去の誰

かが既に研究している内容か，それに関連している内容になってしまいます。 

皆さんが疑問に思って調べたいと感じたことは，高校１年生ではまだ学習していないだけで，実は高校

3年生になればみんなが理解していることなのかもしれません。また，学校で学習する分野でなくても，

既に研究され疑問に対する答えが明らかになっている場合もあります。世間的にはわかりきっているこ

とを，まったく同じように初めから研究することは，あまり意味がありません。 

ですから，課題研究を進めるときには，研究する分野を学習することや文献（先行研究）を調べること

が大切なのです。先行研究を調べずに研究を続けて，研究成果をまとめるときに初めて論文を調べて，既

にわかりきっていることだとわかってしまうとそれまでの研究は全くの無駄な時間になってしまいます。

知らないということは恐ろしいことなのです。 

そこで，一般的には研究テーマを決めるときには，まずはその分野についてどのようなことがわかって

いるのか，どのようなことがわからないのかを「学習」します。次に，研究テーマについての文献（先行

研究）を調べていきます。 

２ 文献調査の方法 

では，どのように調べていけばよいのでしょう。 

 まずは，調べようとしている分野について基礎的な知識を教科書などから「学習」しましょう。 

 たとえば，アサガオが花を咲かせるしくみについて研究したいと思ったとしたら，生物の教科書を読め

ばいいのです。教科書には「光の当たらない時間の長さがアサガオの開花に影響を与える」ということが

書かれています。既にしくみのわかっていることを，自分が知らないからといって我流で研究していても

あまりよい研究にはなりません。ですが，アサガオ以外の生物についてはどうでしょう。教科書には書か

れていない植物も世の中にはたくさんあります。わかっていることを調べると，わからないことが見えて

きます。このようなときに文献（先行研究）を調査するとよいでしょう。 

 文献調査ではインターネットや図書館を活用することになります。積極的に英文の論文にもチャレン

ジしてみましょう。 

（１） インターネットを使った検索 

 一番手軽ですぐにできるのがインターネットによる検索です。みなさんは既に「ＳＳＲＡ」の

「情報」の授業でインターネットを利用した検索方法を学習しています。学習してきた知識をもと

に，論文検索をしてください。インターネットを利用するときには，情報の発信源については特に注

意をしましょう。誤った情報に振り回されることがないようにしてください。 
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（２） 学校図書館の利用 

長ޢ高校にはたくさんのஜがあります。Ӯ書の先生に調べたい分野に関連するஜが学校の図書館

にあるかどうかをᎥいてみましょう。ただし，とした内容でႻᛩされてもӮ書の先生はってし

まいます。あるᆉࡇ自分自身の考えをૢ理してからႻᛩすることが大切です。 

（Ჭ） Ⴤ内πσ図書館್ૺ検索の利用 

インターネットでૼჄ立図書館のțーȠȚージを開くと「Ⴤ内πσ図書館್ૺ検索」というȚー

ジがあり，ᡈくの図書館などに調べたいஜがあるのかどうかを検索することもできます。 

（Ხ） CiNii（さいにい）の利用 

情報の授業でもኰʼされたと思いますが，CiNiiを使えば，ଐஜの論文をインターネットでቇҥに

検索でき，信用のできるٶくの論文データをᄩᛐすることができます。 

このほかにも，ஜދに行けば高校生Ӽけにわかりやすく書かれたஜがたくさん見つかるはずです。 

これらの方法をӋ考にして，自分に合った方法で論文検索をしていきましょう。 

Ჭ 調査した文献のᚡ方法 

検索した૰はૢ理してᚡしてƓきましょう。Ჭ年生になると，研究成果を論文にまとめて発表しま

す。論文には必ずӋ考文献をᚡ᠍する必要があります。これは，自分たƪが調べた過去の論文を明ᄩにᅆ

すためです。研究を進めるにあたってᚡ᠍方法を学んでƓきましょう。 

（１）ஜをӋ考にしたとき 

  ஜのஇࢸにᡫࠝは「ښ˄」があります。これをᚡ᠍しましょう。 

 Ƃᓸᎍの൞Ӹ（発行年）『書Ӹ』発行Ψƃ 

   ̊ 長校一ᢹ（2006）『ʴ˳のɧ思ᜭを解明する』 SSHؘ書ࡃ 

（２）長ޢ高校の先行研究をӋ考にしたとき（ᩃᛏのᚡ᠍方法） 

  以ɦのႸをᚡ᠍します。 

 Ƃ全ᓸᎍの൞Ӹ(発行年)論文タイトȫ ਫ਼᠍されているᩃᛏӸ இ初とஇࢸのȚージƃ 

      ̊ ǯǺの光に対するӒࣖ（2016）， 

成 27年ࡇ理ૠ科サイǨンǹǳーǹ課題研究論文ᨼ,15-19  

（Ჭ）インターネットを利用して論文を検索した場合 

 調べたǦǧȖȚージの URLではなく，もとになっているᩃᛏなどの情報をᚡ᠍します。ᩓ܇༿

のᩃᛏなどの場合には，doi（digital object identifier）をᅆしてƓくとよいでしょう。 

Ƃᚡ᠍̊ƃ ʮᣃ大学関連の以ɦのțーȠȚージで論文を検索しましたが，検索したときのURLはᚡ

しません。ᚡするのは実ᨥの論文の情報です。  

ᚡ᠍しない URL https://repository.kulib.kyoto-u.ac.jp/dspace/handle/2433/49780/ 

browse?type=author&sort_by=1&order=ASC&rpp=20&etal=-1&value=Yamanaka%2C+Shinya&offset=20 

ᚡ᠍するもの   

 Induction of pluripotent stem cells from mouse embryonic and adult fibroblast 

cultures by defined factors  Takahashi, Kazutoshi, Yamanaka, Shinya (2006-08-25)   

Cell, 126(4): 663-676 

 

è ኰʼしたもの以外の૰をӋ考にすることもあります。ᚡ᠍方法はਃ当の先生にႻᛩしましょう。 
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観察し，仮説を立て，実験をし，考察する。そして，発表する。 

ＳＳＲA『課題研究 A』 2019/11/05 

�

得られた結果（データ）を分析してできるだけ情報を得て、それらを考察することで、内容を

深め、わかりやすいようにまとめなければならない。結果の記録が不正確だと、十分な分析がで

きず、再度、実験・観察を行わなければならない。�

自然科学の分野では、「実験の再現性」が重要となる。その際、実験ノートに記載した内容が

研究実施の証明になるほか、実験の再現条件の確認としても用いられる。�

研究実施中は、「研究方法に不備がないか」「正しく研究が行われているか」を常にチェックし、

研究がうまくいかなくなったときには、何が原因なのかをさかのぼって探ることができる。ま

た、研究の進捗状況を先生や専門家に説明する際にも用いることができる。�

日々の実験を記録するノートは「時系列」が大切です。�

書くときにはボールペンなど消えないものを用います。間違えた場合も修正液を使わず、二重線で消

すなど、消した跡がわかるようにします。もちろん、ページを破り取るのも 1*。�

これらはデータの改ざんや消失を防ぐために世界の研究機関で行われていることです。�

次に、具体的に何を、どのように記録するのかを示します。�
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実験Ʒᚘဒ 

Ĭ 研究ȆȸȞ

ᐻԛƋる研究ȷʙ̊ƴƭƍてŴʻǇưƲƷǑƏƳǋƷƕנ܍しƨƷƔŴଢǒƔƴƳƬてƍる

ໜŴᚐൿƞǕてƍƳƍໜƸ˴ƔをଢᄩƴするƜƱưŴᐯЎƨƪƷȆȸȞƕᙸƑてƘる。

ĭ 研究ƷႸႎ

そƷ研究ư˴をଢǒƔƴしƨƍƷƔŴ˴をǴȸȫƴするƷƔをଢᄩƴする。

Į 研究Ʒ්Ǖ

˴をŴƍƭǇưƴᘍƏƷƔƳƲᲢᢊ̲ദƷ࣏ᙲࣱƕЈてƘるƜƱƸƋるƕᲣŴ実験ڼƔǒ

ኳʕǇưƷƓƓǇƔƳଐᆉをᚡ᠍する。

᬴ܱȎȸȈ 

① ଐ˄

Ƹᙱୣư࠰

② ʻଐƷႸႎ

ƦƷଐƷᄂᆮƷႸႎǍႸǛИǊƴଢᚡƢǔƜƱưŴࢸǄƲᢋưƖƨƔǛᄩᛐưƖǔŵ

③ ̅ဇƢǔᚾᕤȷ֥φȷᘺፗ

ᚾᕤƷࣱឋŴ֥φƷኵǈᇌƯ૾ŴᘺፗƷҾྸƳƲǛƋǒƔơǊᛦǂƯƓƜƏŵ

ᚾᕤǍ֥φƴǑƬƯƸŴৢƍ૾Ǜ᧓ᢌƑǔƱʙƴƭƳƕǔǋƷǋݲƳƘƳƍŵИǊƯৢƏ

ǋƷƴƭƍƯƸཎƴໜႎƴᛦǂǑƏŵ

④ ᬴ܱƷᲢદ˺Უ

ƜǕǛᙸƳƕǒ᬴ܱǛᘍƏŵžᚾᕤƷſŴžӒࣖภࡇſŴžӒࣖ᧓ſƳƲᛇኬƴƍƯƓƜ

Əŵ֥φƷኵǈᇌƯ૾ǛᅆƠƨǓŴ᬴ܱદ˺ǛȕȭȸȁȣȸȈƱƠƯǇƱǊƨǓƢǔƱǘ

ƔǓǍƢƘƳǓǇƢŵዋǛဇƢǔƜƱǋǪǹǹȡưƢŵ

ƜǕǛƖƪǜƱᚡƢǔƜƱƴǑǓᄂᆮƷોծໜǛඹƍЈƢƜƱƕưƖǔŵǇƨŴ᬴ܱǛϐ

ྵƢǔᨥƷᙲƳᚡƱƳǔŵ

⑤ ኽௐȷȇȸǿ

ƦǕƧǕƷ૾ඥŴவˑưƲƷǑƏƳኽௐƕᘙǕƨƷƔǛᛇኬƴᚡƢŵƏǇƘƍƔƳƔƬƨئ

ӳưǋ࣏ƣƘǑƏƴƢǔŵᚡλǕǍƋƍǇƍƳᘙྵƕƍǑƏƴදॖƠǇƠǐƏŵʙܱ

ƱီƳǔƜƱᲢǦǽᲣƷᚡλƸӈᅠưƢŵ

ȇȸǿǛȑǽǳȳưǇƱǊŴȗȪȳȈǢǦȈƠƯȎȸȈƴᝳƬƯǋǑƍŵ

⑥ ൢƮƍƨໜȷƬƨໜ

ܱᨥƴ᬴ܱƢǔƱʖยưƖƳƔƬƨʙ७ƕឪƜǔƜƱƕٶƍŵ᬴ܱɶƴൢƮƍƨƜƱŴᎋƑ

ƨƜƱƸȡȢǛƱǔŵǇƨŴᚘဒƔǒ٭ƠƨƜƱሁǋᆢಊႎƴᚡλƠǇƠǐƏŵ

メȢǛƱǒƳƔƬƨƜƱƸࣔǕƯƠǇƏŵƖǕƍƴƘƜƱǛ࣎ƕƚǔƋǇǓŴƖᡂǈƷ

ȏȸȉȫƕɥƕƬƯƠǇƬƨǒஜ᠃͂ŵʞज़ƢǂƯǛȕȫƴƭƔƬƯŴǘƣƔƳᑥƷ҄٭Ŵ

ѻƍŴ᪦ƳƲǋൢƴƳƬƨǒ࣏ƣȡȢƠǑƏŵ

ƜǕǒƕોᑣໜǍഏƷǹȆȃȗƴᡶǉƕƔǓƱƳǔƷưŴׅࢸƠƴƤƣŴൢƮƍƨǒƢƙ

ƴᚡƢǔǑƏƴƠǑƏŵ

㛗ᒸ㧗ᰯでは、実験ノートをඹ᭷㈈⏘としてᢅい、ྛ実験ᐊにಖ⟶したいと考えています。�

ㄢ㢟研究⤊ᚋ（༞ᴗ時）、ᚋ㍮のためにྛ研究⌜で㸯はṧしてもらえるとຓかります。�
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観察し，仮説を立て，実験をし，考察する。そして，発表する。 
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 仮説の設定
�

�

１．研究を計画・実施するにあたり 

自分の研究を進めるにあたり、その目的や内容をはっきりさせておかないと、無駄な実験を行った

り、そもそもその研究が無意味なもの物であったりと、何にも成果が出ないことは絶対に避けなけれ

ばなりません。そのためには研究の目的を明らかにさせるために「リサーチクエスチョン」を設定

し、その目的を達成するための「仮説」を立てることが必要となります。�

�

２．リサーチクエスチョンの設定 

まず、自分の研究の方向性を決める作業をおこないます。これが「リサーチクエスチョン」です。

次の手順にならい、設定してみましょう。�

�

○6WHS�「Ｗｈａｔ」：研究テーマを選び、「何を」明らかにしたいのかを決める�

� 最初に研究の範囲を決めることは必要です。そして、その範囲で何が知りたいのかを決

めてはじめて、研究が始まります。自分が興味を持っていることや、日常生活で疑問を感じ

ていること、切実に思ったことからはじめてみよう。おおまかにテーマを分けると、「～は

どうなっているか？」という記述の問い、「なぜ～なのか？」という説明の問いになります。�

�

○6WHS�「Ｗｈｙ」：テーマが決まったら、「なぜ」の疑問を問いましょう。�

この「なぜ」を繰り返していくと、問題の状況がわかってくるはずです。�

�

○6WHS�「Ｈｏｗ」：問題の状況がわかったら「どのように」取り組むのかを考えましょう。�

問題によっては複数の原因と複数の結果が絡み合っている場合があり、どこから取り組め

ばいいのか分からなくなってしまいます。問題を解きほぐし、いくつかの具体的な問いに

分割していきましょう。�

�

� 自分自身で十分なリサーチクエスチョンの設定ができたと思っても、内容によっては全く意味を

なさない物もあります。以下を参考にチェックしてみましょう。�

�
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○ὀ意Ⅼ㸯：「それの何が㠃ⓑいの？」「なぜそれが㔜要なの？」「それってᙜたり๓では？」�

常㆑的にゝわれているものであっては౯್がありませんよࡡ。�

○ὀ意Ⅼ㸰：「わࡊわࡊ研究をする意味があるのか？」�

᪤に⟅えが出ている研究、┤感的にすぐに思いつくような研究をおこなっても意味は

ありませんよࡡ。�

○ὀ意Ⅼ㸱：「⤊わる？」�

研究するᮇ㛫は決まっています。また、研究するための⨨の㛤Ⓨ、そのための㈨㔠、

㈨᱁が必要ななる場合もあります。そのᮇ㛫内に⟅えがでるような問いでなくてはな

りません。�

�

ୖ記にヱᙜする場合は、ㄢ題研究には向いていないྍ⬟性が㧗いです。研究を進めてからẼ࡙いて

しまったら取り返しのつかないែになりかࡡません。そうならないためにも、自分の研究テーマに

㛵㐃するඛ行研究をᚭᗏ的にㄪることが㔜要です。�

�

Ჭ．仮説を設定する。 

実㝿に何かを始める๓に⌧ᅾの状況をᢕᥱし、᰿ᣐをもとに⟅えをணしたものを仮説といいま

す。ࢹーࢱをぢていく୰で自分のணがそされることはᙜ↛ありますが、むしࢁ、そのほうがきな

Ⓨぢとなりえます。では、ணእの⟅えがでるかもしれないのに、なぜ仮説を立てなければならない

のでしょうか。⌮⏤は次の㸰Ⅼです。��

�

ձリサーチクエスチョンのぢ┤し：仮説が立てられないものは、クエスチョンとしては問題がある場

合がከいです。具体性がないか、テーマに対しての知㆑が十分な場合です。��

ղㄪᰝ࣭研究の方向性を決定：仮説を立てると、どんなㄪᰝが᭷ຠかぢえてきます。��

�

次に仮説を立てたら、その᰿ᣐとなるㄽ⌮をᒎ㛤してみよう。ここで㔜要なのは、⌮ㄽに౫ᣐして

ㄽ⌮を立てるということです。⌮ㄽというのは、えば、「㸿が㹀の原因となる」といった因果㛵ಀ

が繰り返し㉳こるというἲ๎性がㄽ⌮的かつ実ド的に᳨ドされたものになります。�

�

このẁ㝵で㝗りやすい問題は、㆟ㄽが┤感的で、ㄽ⌮的でなく、よって⊂りよがりになっている場

合があります。仮説をᥦ♧しようとするときの⌮⏤が、「なんとなくከくのேが常㆑ࡔと思っている

知㆑、┤感的にそうࢁࡔうと思うようなண 」であっては意味がありません。なぜならば、「㸿が㹀

の原因じࡷないのでは？」「㸿が㹀の原因とはならない場合もあるのでは？」というㄽが出たとき

に、「それは常㆑的にはこうࡔから」という説明をすることに➼しいからです。常㆑ࡔからという説

明ではᏛ⾡的ࡔとはゝえませんよࡡ。�

�

�
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観察し，仮説を立て，実験をし，考察する。そして，発表する。 
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 実験

�

①目盛りの読み取り方�

� � 一般的には、最小目盛りの ���� の値を読み取る。ただし、目盛りの小さい計器や、指針型ストップ

ウォッチなどは最小目盛りの ��� や最小目盛りを用いる場合がある。�

�

②読み取り誤差について�

� � デジタル式・アナログ式いずれの方式の器具を用いても数値を読み取る操作において読み取り誤差

が生じる。読み取り誤差は、最小単位の ��� と定められている。�

� � �

最小単位とは�

� � � � デジタル：表示されている数値の最小の単位�

� � � � アナログ：最小の目盛りの ����（場合に応じて ��� や最小の目盛りを用いる）�

� � � 例、デジタルのストップウォッチ� � � ����� 秒� （±� � � � � ）�

一般的な定規では� � � � � � � � ������FP��（±�������� �）�

�

③有効数字の桁数について�

� � 測定によって得られる意味のある数字のことを有効数字という�

� � � 例、��FP� � � � � � � →� （� � � 桁）�

� � � � � �����FP� � � � � �→� （� � � 桁）�

� � � � � ������FP� � � � � →� （� � � 桁）�

� � � � � ���×����FP� � � � →� （� � � 桁）�

� � � � � ���FP� � � � � � �→� （� � � 桁）�

�

④加減計算における有効数字�

� � 計算した結果を四捨五入によって測定値の末位が最も高い位のものに合わせる�

�

例、�����＋���＝（� � � � � � ）� � �����＋����＝（� � � � � � ）�

�

⑤乗除計算における有効数字�

� � 最も少ない有効数字の桁数（四捨五入した後）とする�

� � �

� 例、����×���＝（� � � � � � ）� � � ���÷���＝（� � � � � � � � ）�

観察し，仮説を立て，実験をし，考察する。そして，発表する。 
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観察し，仮説を立て，実験をし，考察する。そして，発表する。 
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⏕ᚐの⮬ᕫホ౯⾲࠾よࡧᩍဨによるホ౯⾲㸦ඹ㏻࣮࢛ࣇム㸧� � � � � � � � � 県立長岡高等学校�

௹ེᇁዉ᫅࢟᱔ዾഁࠓ SSH ᯃᇿካ ឵Г 
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� 

5�（����）ᖺᗘ 㛗ᒸ㧗ᰯＳＳＲⅠ ㄢ㢟◊✲ᇶ♏ࠕ⏕≀ศ㔝ࠖ 

 ேయࠖࠕ㸸࣐࣮ࢸ 
 

（１）グルーȗЎけ・ȆーȞൿめ 

   � 名ᆉ度のグルーȗでᛢ題にӕりኵみます。 

   ǳȟȥȋケーシȧン能щをӼ上させることを意識して，μՃで，ᆢಊႎにᛢ題にとりくみましょう。 

（２）情報ӓᨼ 

  ž人˳ſに᧙する法ЩŴྵᝋやそのᛦ௹૾法をᅹやインターネットなどでᛦǂます。 

   ̊Ჴބ౨௹   ストレスと˳の᧙̞   ᘉኄ͌の࣎   ҄٭ਊૠやԠԈૠの٭動 

     ᅕኺの情報ˡᢋᡮ度のยܭ   ǦǧーȐーの法Щ   ܖ፼について（ᡕែܖ፼） など 

  ȝイントᲴᛦǂたもののЈχを明らƔにすること。 

      ă ワークシートに記λしましょう。 

        ᄂᆮをまとめて発ᘙするとƖにはŴӋᎋ文ྂを明らƔにして説明します。 

（３）ˎ説をᚨܭする。                     

  （２）でᛦǂたᢅӊのᄂᆮ成ௐなどをもとにしてŴᐯЎなりのˎ説をᚨܭします。 

    ̊Ჴவˑを٭える  ݣᝋ者の࠰ᱫ・˳・性К・ޓしているᢿ・˰んでいるؾ  などなど 

      வˑがᚨܭされるとˎ説がᇌてやすくなるでしょう。 

  ȝイントᲴˎ説はᇌてたྸဌが明ᄩでなければなりません。ȭǸǫルであれᲛ 

    。ႎには意ԛがありませんܖいᡂみにǑるˎ説はኽௐがЈてもᅹ࣬・ेڨ       

       ยܭኽௐはŴૠ͌でᅆされなければなりません。 

  Ȁメな̊Ჴ൦は良いᚕᓶをᎥくとƖれいなኽになる。 

（Ხ）ˎ説の౨ᚰ૾法（᬴ܱ）をᚘဒする。  ă ᬴ܱᚘဒを੩Јする。       

  どのǑうなᢊφを̅って˴᬴ׅܱすればˎ説がദしいことを౨ᚰでƖるのでしょうƔ。 

  間とƓにはСኖがあります。ʖምはŴӲྰ ����� ό。 ྵܱႎなᚘဒをᇌてることも大切です。 

  ȝイントᲴஇ˯ � ׅはȇータをยܭでƖる᬴ܱをしましょう。 

       2 つのவˑでൔ᠋でƖるǑうにᚘဒしǑう。 

（Ჯ）᬴ܱする（ȇータૢྸとᎋݑ）。ă レȝートに記λする。 

 。はദしいȇータといえるのでしょうƔר  

  情報でแ͞ࠀをܖんでいるはずです。用しましょう。 

  ʚつのவˑで᬴ܱをしたኽௐにŴࠀがあるといえるのはどのǑうなとƖでしょうƔ。 

（Ჰ）まとめて発ᘙする。 

  ˂の人にЎƔりやすく説明するにはどうすれば良いのでしょうƔ。 

  ȑワーȝイントを利用してȗレǼンȆーシȧンを˺成しましょう。 

㻌

䛆ὀព䛇㻌 㻌 ẖᅇ䚸グ㘓䠄ᥦฟ⏝グ㘓䝥䝸䞁䝖䜢ྛ⌜䜈１ᯛ㓄ᕸ䛧䜎䛩䠅䛾ᥦฟ䜢䛩䜛䛣䛸䚹㻌

ಶே䛾䝥䝷䜲䝞䝅䞊䜢Ᏺ䜚䠈ே䜢ㄦㅫ䞉୰യ䛩䜛䛣䛸䛜䛺䛔䜘䛖䛺ᐇ㦂ィ⏬䜢❧䛶䜛䛣䛸㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 䜿䜺䛺䛹䛜䛺䛔䜘䛖䛻Ᏻ䛻␃ព䛩䜛䛣䛸㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 ᐇ㦂䛻ᚲせ䛺≀ရ䛺䛹䛜䛒䛳䛯䜙᪩䜑䛻┦ㄯ䛩䜛䛣䛸㻌

㻌

䛆ホ౯䛇㻌 㻌ྛಶே䛾䝽䞊䜽䝅䞊䝖䠄ᮏᏊ䠅䛸ᐇ㦂䝺䝫䞊䝖䠄ู㓄ᕸ䠅㻌

⌜䛷సᡂ䛩䜛ᥦฟ⏝グ㘓䝥䝸䞁䝖䛸Ⓨ⾲䛾䝟䝽䞊䝫䜲䞁䝖㻚㻌

㻌 㻌

୧᪉䛷ホ౯䛧䜎䛩㻌
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ᧈޢ᭗ఄＳＳí ᛢ題ᄂᆮ基ᄽžဃཋſᄂᆮਖ਼ᡶワークシート 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ഏのႸにඝって᬴ܱをᡶめていこう。 

ᇹ ᵏ ׅᴾ ᵏ ᧓Ⴘᴾ

（１）ȆーȞൿめ 

ᅶたƪのグルーȗではŴˌɦのศ㔝䠄⾑ᾮ䚸ᚰ⮚䚸⭈⮚䚸⫢⮚䚸⬻㻌 䛺䛹䠅のᄂᆮをします。 

 

 

 

 

 

（２）情報ӓᨼ    

 Ĭ上記の䇾ศ㔝䇿の情報をᨼめる。   情報用能щ・ᛠ解щ 

 ĬᲧ１ ʻׅᄂᆮするЎについてŴӋᎋとなるஜやᛯ文をᛦǂましょう。 

     ᛦǂたஜやᛯ文の名前のタイトルŴᓸ者ŴЈ༿社名ŴЈ༿࠰などを記してƓこう。 

 

 ĬᲧ２ インターネットにも情報はたくさんあります。 

     インターネットでᛦǂた場合 74. など記してƓƖましょう。 

 

 è ʻׅのᛢ題ᄂᆮ基ᄽではӈ݅なӋᎋ文ྂのᛦ௹は間がないのででƖません。 

なくともݲ    � ׅႸのಅ間で見つƔったものを記してƓくことにとどめます。 

   ᅹや૰ᨼのӋᎋになるȚーǸの記でもƔまいません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᘻにも記λでƖます 

ஜ人 １࠰   ኵ   番 ൞名 

共ӷ 

ᄂᆮ者 

 ኵ   番 ൞名   ࠰１

 ኵ   番 ൞名   ࠰１

 ኵ   番 ൞名   ࠰１

 ኵ   番 ൞名   ࠰１

ᛦǂたϋܾ それにݣしてွ問に࣬うこと 

ᄂᆮȆーȞを大Ɩな䇾ศ㔝䇿䛷ᎋえてみǑう 
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ᛦǂたϋܾ それにݣしてွ問に࣬うこと 

170



� 

ᇹ ᵏ ׅᴾ ᵐ ᧓Ⴘᴾ

（３）ˎ説をᚨܭ   ᛢ題発見щ・ᘙྵщ 

 Ჴ ᨼめた情報Ɣらွ問に࣬うことをྰμ˳でƖЈしてみてŴˎ説をᇌててみる。 

 

 ź ȆーȞᚨܭの૾法 Ż 

    Ĭ ڼめに˄ሗにӲᐯがွ問に࣬うことをƖЈしてみます。 

    ĭ Ӳᐯが説明しながらμՃでွ問ໜをᄩ認しǑう。 

     みんなのွ問ໜの中ƔらᄂᆮでƖそうなȆーȞをってˎ説をᚨܭしてみましょう。 

 

Š ˎ説をᚨܭしたらŴਃ࢘ƔらȁǧックをӖける 

  ȁǧックࢸŴ『ἘὊἰൿܭὉˎᛟإԓဇኡ』ίКኡ）に記λし੩Ј      

ȆーȞ 

ˎ説 

 

ˎ説にݣするఌਗ（そのǑうにᎋえるᛯྸႎྸဌ ȭǸǫルであれᲛ） 

171



� 

ᇹ ᵐ ׅᴾ ᾀύᾁ᧓Ⴘᴾ

（Ხ）ˎ説の౨ᚰ૾法（᬴ܱ）のᚘဒ    

Ĭ ౨ᚰ૾法（᬴ܱ）をᎋえる  ᛢ題解ൿ能щ・ᛯྸႎ࣬ᎋщ・Йႎ࣬ᎋщ 

ĬᲧ� ˎ説のദしさを౨ᚰするには，どのǑうな᬴ܱをしてŴどのǑうなኽௐがЈればǑいのだǖ

うƔ。 

ද意Ჴ᬴ܱኽௐがŴૠ͌でᅆされる場合はŴย૾ܭ法もپしてみǑう。 

 

ĬᲧ２ φ˳ႎな᬴ܱᚘဒをᇌてる 

Ź ᬴ܱのׅૠ 

その᬴ܱを˴ׅ行えば，信᫂されるȇータになるとᎋえられるのだǖうƔ。 

᬴ܱׅૠはҥにٶければǑいのだǖうƔ。でƖるだけݲないׅૠでᄩ認でƖないだǖうƔ。 

 

Ź ᬴ܱはどこで行うのだǖう。また，᬴ܱを行うのに間はどのᆉ度ƔƔるのだǖう。 

 

Ź ᬴ܱをᡶめるにあたって必要なᢊφやᕤԼをμてƖЈしてみǑう。 

ද意ᲴᕤԼを̅う場合にはどのくらいのが必要なのƔも記してƓƖましょう。 

 

᬴ܱϋܾ（でƖるだけφ˳ႎにŴイラストなどあると良いです） 

᬴ܱኽௐのʖย 
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ĭ ᬴ܱᚘဒのϐᄩ認   ᛯྸႎ࣬ᎋщ・Йႎ࣬ᎋщ 

ĭᲧ１ グルーȗϋでもう一度Ŵ᬴ܱᚘဒをこのままᡶめてǑいのƔϐ౨᚛してみましょう。 

Кの᬴ܱྰの人に᬴ܱᚘဒを説明してŴアドȐイスをしてもらƓう。 

問題ໜŴોծໜがあったらŴしっƔり記してƓƖましょう。 

Ź ᬴ܱの問題ໜ 

Ź ᬴ܱのોծໜ 

 

Šਃ࢘にᄩ認をӕる 

ĭᲧ２ ਃ࢘のέဃに᬴ܱᚘဒを説明してみǑう。   ᘙྵщ 

    ᬴ܱᚘဒの̲ദȝイント（問題ໜŴોծໜ）を記してƓこう。 

Ź ᬴ܱの問題ໜ 

Ź ᬴ܱのોծໜ 

 

Šਃ࢘のᄩ認をӕったら『実験計画書』（Кኡ）を੩Јする 

 

173



� 

ᇹ ᵑ ׅႸẆᴾ ᇹᾃׅႸᴾ

（Ჯ）᬴ܱ（ȇータૢྸとᎋݑ） 

Ĭ ᬴ܱする   ǳȟȥȋケーシȧンщ  

 ĬᲧ１ どのǑうな᬴ܱኽௐがЈたのƔ記しましょう。    

Ɔ ૠ͌҄でƖるኽௐの場合 Ƈ 

・ǳンȔȥータにȇータをλれて͌רをЈしてൔ᠋してみましょう。 

・ยܭにᛚࠀはあるものです。ᛚࠀのҾ׆は˴だと࣬いますƔ。౨᚛してみましょう。 

・ยܭኽௐのแ͞ࠀを൭めてみましょう。 ・この᬴ܱではஊ意なࠀがЈましたƔᲹ 

 

 ĬᲧ２ ᬴ܱ中にŴڂしたことやોծしたことを記してƓƖましょう。また，もっとこうすれば

ǑƔったとᎋえたことも記してƓƖましょう。   ᛯྸႎ࣬ᎋщ・Йႎ࣬ᎋщ 

 

ĬᲧ３ ᬴ܱኽௐをૢྸしŴそのኽௐについて౨᚛しましょう。   情報用能щ 

 

 

ĭ ഏׅの᬴ܱᚘဒをᇌてる 

ĭᲧ１ ˎ説のϐ౨᚛をしましょう。   情報用能щ・ᛯྸႎ࣬ᎋщ・Йႎ࣬ᎋщ 

᬴ܱኽௐƔらŴஜ࢘にᐯЎたƪのˎ説はŴあっているのƔᲹ ᄩ認Ŵ౨᚛しましょう。 

 

ĭᲧ２ ᬴ܱ૾法のϐ౨᚛をしましょう。 

このままの૾法で᬴ܱをᡶめてǑいのƔᲹ 問題ໜがあればŴોծሊをᎋえましょう。そのᨥŴ

ોծሊがᛯྸႎでなくてはいけません。ોծのྸဌŴȝイントも記λしましょう。 

 

ĭᲧ３ ഏׅの᬴ܱのแͳをしましょう。  

ഏׅの᬴ܱのᡶめ૾Ŵ必要なཋԼŴそのแͳなどŴ必ず情報を共ஊしましょう。  

 

ŠӲׅの᬴ܱがኳʕしたໜで ᇹ３ׅႸはŴ『実験ᾀᴾ ἾἯὊἚίᄂᆮྰဇὸ』（Кኡ）を 

ᇹᲮׅႸはŴ『実験ᾁᴾ ἾἯὊἚίᄂᆮྰဇὸ』（Кኡ）を੩Јする。 
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᬴ܱ１ レȝート（ஜ人用） ᬴ܱଐ    உ   ଐ（  ） 

᬴ܱኽௐ 

᬴ܱ中にڂしたことŴોծしたこと 

᬴ܱኽௐのૢྸと౨᚛ 

ˎ説のϐ౨᚛Ჴஜ࢘にᐯЎたƪのˎ説はあっているのƔᲹ ᢊ̲ദすǂƖƔᲹ 

᬴ܱ૾法のϐ౨᚛Ჴ上記を៊まえŴ᬴ܱの問題ໜŴોծໜをᎋえǑう。 

ഏׅの᬴ܱแͳ 
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᬴ܱ２ レȝート（ஜ人用） ᬴ܱଐ    உ   ଐ（  ） 

᬴ܱኽௐ 

᬴ܱ中にڂしたことŴોծしたこと 

᬴ܱኽௐのૢྸと౨᚛ 

ˎ説のϐŷ౨᚛Ჴஜ࢘にᐯЎたƪのˎ説はあっていたのƔᲹ 

ኽௐƔらݰƖЈしたኽᛯはᲹ 

このᄂᆮのʻࢸのޒஓ   

ኽᛯƔらᎋえてŴこのᄂᆮはŴどんなݩஹ性をਤつだǖうƔᲹまたŴどんなことがࢳでƖるƔᲹ 
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ᇹᾄׅႸᴾ

（Ჰ）まとめて発ᘙ   情報用能щ・ᘙྵщ 

ᄂᆮ成ௐをまとめて発ᘙしましょう。 

˂人にわƔりやすく説明するにはどうすれば良いでしょうƔᲹ 

ă わƔりやすいグラȕとはŴわƔりやすい文章とは（ᎮᘌはŴИめてᎥくϋܾであることが前੩） 

 

Ĭ ȑワーȝイントを˺成する 

ЎƔりやすいȑワーȝイントとはどんなものでしょう。 

 

ĭ 発ᘙҾᆜをᎋえǑう。 

 

 

 

ႆᘙแͳᴾ

Ȫȏーサルをします。このଐまでにŴྰでの発ᘙแͳを完ʕしてƓいてください。 
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�2 

ႆᘙ˟  Š ˌɦを発ᘙ会࢘ଐ記λしŴこのƀᄂᆮਖ਼ᡶワークシートƁ（ώ܇）を੩Јする。 

ᄂᆮをਰりᡉってわƔったことやज़ेを記してƓƖましょう。Йႎ࣬ᎋщ 

発ᘙ会のज़े 

 

ᐯЎのᄂᆮをਰりᡉって 

 ਃ࢘者Ү  
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ᛢ題ᄂᆮ基ᄽžဃཋЎſ   ᇹ ᵏ ׅᴾ 『ᴾ ἘὊἰൿܭὉˎᛟإԓဇኡᴾ 』 

ž人˳ſ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

共ӷ 

ᄂᆮ者 

 ኵ   番 ൞名   ࠰１

 ኵ   番 ൞名   ࠰１

 ኵ   番 ൞名   ࠰１

 ኵ   番 ൞名   ࠰１

 ኵ   番 ൞名   ࠰１

ȆーȞ 

ˎ説 

 

ˎ説にݣするఌਗ（そのǑうにᎋえるᛯྸႎྸဌ ȭǸǫルであれᲛ） 

உ   ଐ（   ）੩Ј ਃ࢘者Ү 
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ᛢ題ᄂᆮ基ᄽžဃཋЎſ  ᴾ ᇹᾁׅᴾ 『ᴾ 実験計画書ᴾ 』 

ž人˳ſ 
 

 

 

 

 

 

 

 

共ӷ 

ᄂᆮ者 

 ኵ   番 ൞名   ࠰１

 ኵ   番 ൞名   ࠰１

 ኵ   番 ൞名   ࠰１

 ኵ   番 ൞名   ࠰１

 ኵ   番 ൞名   ࠰１

Ũ ᬴ܱϋܾ（でƖるだけφ˳ႎにŴイラストなどあると良いです） 

Ũ ᬴ܱኽௐのʖย 

Ź ᬴ܱのׅૠ 

その᬴ܱを˴ׅ行えば，信᫂されるȇータになるとᎋえられるのだǖうƔ 

Ź ᬴ܱはどこで行うのだǖう。また，᬴ܱを行うのに間はどのᆉ度ƔƔるのだǖう。 

 

Ź ᬴ܱをᡶめるにあたって必要なᢊφやᕤԼをμてƖЈしてみǑう。 

ද意ᲴᕤԼを̅う場合にはどのくらいのが必要なのƔも記してƓƖましょう。 

 

உ   ଐ（   ）੩Ј ਃ࢘者Ү 
  

�� 

ᛢ題ᄂᆮ基ᄽžဃཋЎſ   ᇹᾂׅᴾ 『ᴾ 実験ᾀᴾ ἾἯὊἚίᄂᆮྰဇὸᴾ 』 

ž人˳ſ 
 

 

 

 

 

 

 

 

共ӷ 

ᄂᆮ者 

 ኵ   番 ൞名   ࠰１

 ኵ   番 ൞名   ࠰１

 ኵ   番 ൞名   ࠰１

 ኵ   番 ൞名   ࠰１

 ኵ   番 ൞名   ࠰１

᬴ܱኽௐ 

᬴ܱ中にڂしたことŴોծしたこと 

᬴ܱኽௐのૢྸと౨᚛ 

ˎ説のϐ౨᚛Ჴஜ࢘にᐯЎたƪのˎ説はあっているのƔᲹ ᢊ̲ദすǂƖƔᲹ 

᬴ܱ૾法のϐ౨᚛Ჴ上記を៊まえŴ᬴ܱの問題ໜŴોծໜをᎋえǑう。 

ഏׅの᬴ܱแͳ 

᬴ܱଐ    உ   ଐ（   ） ਃ࢘者Ү 
  

�� 

ᛢ題ᄂᆮ基ᄽžဃཋЎſ  ᴾ ᇹᾁׅᴾ 『ᴾ 実験計画書ᴾ 』 

ž人˳ſ 
 

 

 

 

 

 

 

 

共ӷ 

ᄂᆮ者 

 ኵ   番 ൞名   ࠰１

 ኵ   番 ൞名   ࠰１

 ኵ   番 ൞名   ࠰１

 ኵ   番 ൞名   ࠰１

 ኵ   番 ൞名   ࠰１

Ũ ᬴ܱϋܾ（でƖるだけφ˳ႎにŴイラストなどあると良いです） 

Ũ ᬴ܱኽௐのʖย 

Ź ᬴ܱのׅૠ 

その᬴ܱを˴ׅ行えば，信᫂されるȇータになるとᎋえられるのだǖうƔ 

Ź ᬴ܱはどこで行うのだǖう。また，᬴ܱを行うのに間はどのᆉ度ƔƔるのだǖう。 

 

Ź ᬴ܱをᡶめるにあたって必要なᢊφやᕤԼをμてƖЈしてみǑう。 

ද意ᲴᕤԼを̅う場合にはどのくらいのが必要なのƔも記してƓƖましょう。 

 

உ   ଐ（   ）੩Ј ਃ࢘者Ү 
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ᛢ題ᄂᆮ基ᄽžဃཋЎſ   ᇹᾂׅᴾ 『ᴾ 実験ᾀᴾ ἾἯὊἚίᄂᆮྰဇὸᴾ 』 

ž人˳ſ 
 

 

 

 

 

 

 

 

共ӷ 

ᄂᆮ者 

 ኵ   番 ൞名   ࠰１

 ኵ   番 ൞名   ࠰１

 ኵ   番 ൞名   ࠰１

 ኵ   番 ൞名   ࠰１

 ኵ   番 ൞名   ࠰１

᬴ܱኽௐ 

᬴ܱ中にڂしたことŴોծしたこと 

᬴ܱኽௐのૢྸと౨᚛ 

ˎ説のϐ౨᚛Ჴஜ࢘にᐯЎたƪのˎ説はあっているのƔᲹ ᢊ̲ദすǂƖƔᲹ 

᬴ܱ૾法のϐ౨᚛Ჴ上記を៊まえŴ᬴ܱの問題ໜŴોծໜをᎋえǑう。 

ഏׅの᬴ܱแͳ 

᬴ܱଐ    உ   ଐ（   ） ਃ࢘者Ү 
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ᛢ題ᄂᆮ基ᄽžဃཋЎſ  ᴾ ᇹᾃׅᴾ 『ᴾ 実験ᾁᴾ ἾἯὊἚίᄂᆮྰဇὸᴾ 』 

ž人˳ſ 
 

 

 

 

 

 

 

共ӷ 

ᄂᆮ者 

 ኵ   番 ൞名   ࠰１

 ኵ   番 ൞名   ࠰１

 ኵ   番 ൞名   ࠰１

 ኵ   番 ൞名   ࠰１

 ኵ   番 ൞名   ࠰１

᬴ܱኽௐ 

᬴ܱ中にڂしたことŴોծしたこと 

᬴ܱኽௐのૢྸと౨᚛ 

ˎ説のϐŷ౨᚛Ჴஜ࢘にᐯЎたƪのˎ説はあっていたのƔᲹ  

ኽௐƔらݰƖЈしたኽᛯはᲹ 

このᄂᆮのʻࢸのޒஓ   

ኽᛯƔらᎋえてŴこのᄂᆮはŴどんなݩஹ性をਤつだǖうƔᲹまたŴどんなことがࢳでƖるƔᲹ 

᬴ܱଐ    உ   ଐ（   ） ਃ࢘者Ү 
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Chemistry
experiments

in English

（ALTによる英語での化学実験）
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&hemistry e[periments in (nglish 
 

0easXrement oI +eat oI 5eaction 

2EMectiYe: 
   To understand the generation and absorption of heat during chemical reactions by measuring 
the heat of solution and neutralization of a sodium hydroxide solution. 
 
InstrXments: 
   You need to prepare a polystyrene cup / graduated cylinder / beaker / a film case / a magnetic 
stirrer / a stirring bar / a PC / a temperature sensor / a data logger / tweezers 
 
5eagents: 
   1.0 mol/L hydrochloric acid, 1.0 mol/L sodium hydroxide solution, and sodium hydroxide (solid) 
 
&aXtions: 
※ <oX neeG to Zear saIet\ glasses GXring the experiment� 
※ II \oX touch some reagents Zith \oXr hanG� \oX neeG to Zash them immeGiatel\� 
 
ProceGXre: 
Experiment 1� 0easXring heat oI solXtion oI soGiXm h\GroxiGe 
I. Measure 100 mL of distilled water using a graduated cylinder and put it into a polystyrene cup 

with a stirring bar. 
II. Begin measuring the temperature of water inside the cup using a temperature sensor attached 

to a PC. Measure for 1 minute, and check that the temperature reading is stable. 
III. Put sodium hydroxide (4.0 g, already prepared in a film case) into the cup and dissolve it using 

a magnetic stirrer. Measure the temperature for 5minutes. 
IV. Finish measurement and read the change in temperature from the graph 
V. Empty the solution from Ϫ into the beaker on the teacher’s desk. Rinse the cup, stirring bar 

and the temperature sensor first with tap water, then with distilled water. 
Experiment 2� 0easXring heat oI neXtrali]ation 
I. Measure 50 mL of 1.0 mol/L hydrochloric acid using a graduated cylinder and put it into a 

polystyrene cup. 
II. Put a stirring bar into the cup and stir the solution with a magnetic stirrer 
III. Measure the temperature of the solution inside the cup. Measure for 1 minute, and check that 

the temperature reading is stable. 
IV. Measure 50 mL of 1.0 mol/L sodium hydroxide solution using a graduated cylinder. 
V. Slowly pour the sodium hydroxide solution into the polystyrene cup. Measure the temperature 

for 5minutes. 
VI. After finishing measurement, stop the temperature sensor, and read the change in temperature 

from the graph 
VII. Empty the solution from 5ۑ into the sink. Rinse the measuring cylinders, temperature sensor, 

cup and stirring bar with tap water 
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Data Processing 
Based on the graphs, analyze how many degrees (K) the temperature rose in Experiment 1 and 2. 

 
Experiment 1           K, Experiment 2           K 

 
Experiment 1 

i. Calculate heat energy generated in this experiment. 
specific heat of solution: 4.2 J/(g・K)  density of water: 1.0 g/cm3 

 

 

 
ii. Calculate the heat of solution per 1 mol of sodium hydroxide. H=1.0, O=16, Na=23  

 
 
 

iii. Write a thermochemical equation which expresses the heat of solution of sodium hydroxide. 
 
 
 
 
Experiment 2 

i. Calculate heat energy generated in this experiment. 
specific heat of solution: 4.2 J/(g・K)  density of solution: 1.0 g/cm3 

 

 

 
ii. Calculate the heat of neutralization per 1 mol of H+ and OH㸫. 

 
 
 

iii. Write a thermochemical equation which expresses the heat of neutralization. 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

Impressions 
 
 
 

 
Date           Grade     Class     Student Number         Group Number     Name                          

Technical Terms  
solution ⁐ゎ・⁐ᾮ  neutralization ୰  sodium hydroxide Ỉ㓟࣒࢘ࣜࢺࢼ 
hydrochloric acid ሷ㓟  stir ࡁΰࡐる  graduated cylinder  ࣓࣮ࢲࣥࣜࢩࢫ 
polystyrene ࣥࣞࢳࢫ࣏ࣜ  reagent ヨ⸆  dissolve ⁐ࡍ     
specific heat ẚ⇕  thermochemical equation ⇕Ꮫ᪉⛬ᘧ 
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ᛂ⇕の ᐃ  ～ 度センࢧーを用いた 度計 ～ 

 

 

目的：  Ỉ㓟ࢼトリ࢘ムの⁐解⇕と中⇕の ᐃを㏻して 

学反ᛂにకう⇕の出ධりを理解する。 

 

ჾල：  発Ἳポリスࢳレン〇カップ、�00P/ ࣓スシリンࢲー、�00P/  、ーカーࣅ

フィルムࢣース�1D2+ ධり�、マグࢳࢿックスࢱーラー、᧠ᢾᏊ、ࢯࣃコン、 

 度センࢧー、デーࢱロ࢞㸫、ࣆンセット 

 

ヨ⸆：  1.0 mol�/ ሷ㓟、1.0 mol�/ Ỉ㓟ࢼトリ࢘ムỈ⁐ᾮ、Ỉ㓟ࢼトリ࢘ム�ᅛ体�  

 

実験᧯作：  දॖ ᬴ܱɶ↞μՃがܤμ∇⇒⇳をბ用すること。 

          ᚾᕤがについたئӳ↞൦↖җ分にඹい්すこと。 

 

ᐇ㦂㸯 Ỉ㓟࣒࢘ࣜࢺࢼの⁐ゎ⇕の ᐃ 

① 留Ỉ100 m/を࣓スシリンࢲーで りとり、発Ἳポリスࢳレン〇カップに᧠ᢾᏊと

ともにධれる。 

 ーを用い、①容ჾ内の 度計 を開ጞする。１分間 ᐃしてࢧコンの 度センࢯࣃ ②

度の್がᏳᐃするのを確認する。 

③ フィルムࢣース内のỈ㓟ࢼトリ࢘ム（㸲�㸮 J‽ഛ῭）をすべて①容ჾにධれ、 

マグࢳࢿックスࢱーラーで᧠ᢾし⁐解させる。 度ኚを㸳分間 ᐃする。 

մ 計 ⤊後、 度センࢧーをṆし、グラフから 度ኚを読みྲྀる。 

  յ ③のỈ⁐ᾮを教༟上のࣅーカーに⛣す。ポリスࢳレンカップ、᧠ᢾᏊ、 

 度センࢧーのඛ➃をỈ㐨ỈでὙい、その後留ỈですすࡂὙいする。 

 

ᐇ㦂㸰 ୰⇕の ᐃ 

① 1.0 mol�/ሷ㓟50 m/を࣓スシリンࢲーで りとり、発Ἳポリスࢳレン〇カップにධ

れる。 

② ᨩᢾᏊを①容ჾにධれ、マグࢳࢿックスࢱーラーで᧠ᢾする。 

 ーを用い、①容ჾ内の 度計 を開ጞする。１分間 ᐃしてࢧコンの 度センࢯࣃ ③

度の್がᏳᐃするのを確認する。 

մ １.㸮 mol�/のỈ㓟ࢼトリ࢘ムỈ⁐ᾮ㸳㸮 m/を࣓スシリンࢲーで りとる。 

յ  ①の発Ἳポリスࢳレン〇カップに、մの࣓スシリンࢲー内のỈ㓟ࢼトリ࢘ムỈ⁐

ᾮをᑡ㔞ࡎつධれる。 度ኚを㸳分間 ᐃする。 

ն 計 ⤊後、 度センࢧーをṆし、グラフから 度ኚを読みྲྀる。 

շ յのỈ⁐ᾮはὶしにᤞてる。࣓スシリンࢲー、 度センࢧーのඛ➃、 

ポリスࢳレンカップ、᧠ᢾᏊをỈ㐨ỈでὙう。 
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 。ᐇ㦂㸰࡛ 度がఱ.上᪼したかグධしなさいࡧฎ⌮   グラフより、ᐇ㦂㸯およࢱ࣮ࢹ

 
        ᐇ㦂㸯        . 、  ᐇ㦂㸰        .  

実験１ 
 �1� この実験により発生した発⇕㔞をồめなさい。 

ỈおよࡧỈ⁐ᾮのẚ⇕：4.2 -��g･k�  ỈおよࡧỈ⁐ᾮのᐦ度：1.0 g�cm3 
 
 
 
�2� Ỉ㓟ࢼトリ࢘ム1 molあたりに┤し、⁐解⇕をồめなさい。H 1.0� O 16� Na 23 
 
 
 
�3� Ỉ㓟ࢼトリ࢘ムの⁐解⇕を表す⇕学方程ᘧを書きなさい。 
 

 
 
実験２ 

�1� この実験により発生した発⇕㔞をồめなさい。 
ỈおよࡧỈ⁐ᾮのẚ⇕：4.2 -��g･k�  ỈおよࡧỈ⁐ᾮのᐦ度：1.0 g�cm3 

 
 
 
�2� H㸩、OH㸫 1 molあたりに┤し、中⇕をồめなさい。 
 
 
 
�3� 中⇕を表す⇕学方程ᘧを書きなさい。 

 

 

 

ឤ 

 

 

 

 

 

 

᭶  ᪥ �ᖺ  ⤌ ␒ ⌜ 
Ặྡ 
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長岡高校 66+ ᴗ� �人材育成ࣝࣂ࣮ࣟࢢ

&KHPLVWU\�H[SHULPHQWV�LQ�(QJOLVK�

�

ᐇ᪥� � � � 㸸� ௧３ᖺ㸯᭶㸰㸯᪥㸦ᮌ㸧�

ሙ� ᡤ� � � � 㸸� 化学ᐇ㦂ᐊ�

ᑐ㇟ࢡラス� � 㸸� 㸰ᖺ㸵⤌㸦㸲㝈┠㸧、㸰ᖺ㸶⤌㸦㸳㝈┠㸧、༗ᚋ᭰�

ᤵᴗ・༢ᩘ� 㸸� ⌮ᩘ化学・３༢�

ᢸᙜ $/7� � � �㸸� �⏕ඛۼۼ �

ᢸᙜᩍㅍ� � � 㸸� �ۑۑ

ⱥㄒᤵᴗᢸᙜ� 㸸� �ඛ⏕㸦ۍۍ、⏕ඛڹڹ、⏕ඛڧڧ ᖺ㸵・㸶⤌㸧�

༢� ඖ� � � � 㸸� ᩍ科᭩� ᩘ研ฟ∧「ᨵゞ∧� 化学」�

� � � � � � � � � 第 � ⦅� ≀㉁のኚ化� � 第㸯❶� 化学ᛂ࣮ࢠࣝࢿ࢚� ᛂ⇕の✀㢮�

�

┠� ⓗ�

㸯㸬Ỉ㓟化ࢼトリ࢘ムの⁐ゎ⇕୰⇕の ᐃを㏻ࡋて化学ᛂにక࠺⇕のฟධࡾを⌮ゎ�

するࠋ�

㸰㸬科学ᐇ㦂をⱥㄒ࡛⾜ࡇ࠺によࡾ、科学ⱥㄒの㛵ᚰ・ពḧをᣢࡏࡓ、科学ⱥㄒ⾲⌧の▱㆑を�

深ࡵるࠋ�

�

ᤵᴗ�

ᒎ㛤� ෆᐜ� ὀពⅬ�

�

�

ᑟධ�

㸯㸮ศ�

�

ձᛂ⇕のᐇ㦂を⾜ࡇ࠺に࠸ࡘてのㄝ᫂�

ղ「(DV\�VHQFH」の⏝に࠸ࡘて�

ճㅮᖌ⤂� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 㸦௨ୖ、ۑۑ㸧�

�

㸦௨ୗ、$/7ۼۼඛ⏕㸧�

ᤵᴗの┠ⓗのㄝ᫂�

Ỉ㓟化ࢼトリ࢘ムの⁐ゎ⇕୰⇕の ᐃを㏻ࡋて化学ᛂに�

క࠺⇕のฟධࡾを⌮ゎするࠋ� �

�

ᛂ⇕に࠸ࡘて☜ㄆするࠋ� �

ձᛂ⇕ࡣ、ᛂの✀㢮によってᅛ᭷のྡ⛠࡛よࢀࡤ、╔┠する≀

㉁㸯PRO �ࠋるࢀࡉ⾲࡛⇕のࡾࡓ࠶

�

ղ⁐ゎ⇕ࡣ㸪⁐㉁ �PRO �ࡣࡓࡲ⏕にⓎࡁከ㔞のỈに⁐ゎするࡀ

྾する⇕の࠶࡛ࡇるࠋ�

�

ճ୰⇕ࡣ、㓟ሷᇶࡀ୰ᛂࡋてỈ㸯PRO �⇕のᛂࡁるࡁ࡛ࡀ

�、ࡎࡽ㓟、ሷᇶの✀㢮によࡣᙉ㓟、ᙉሷᇶの୰ᛂ࡛ࠋる࠶࡛

����N-�PRO �ࠋᐃ್を♧す୍࠺࠸

�

մୖ᪼ 度をồࡵるࠋ㸦ࢢラࣇのㄞࡾྲྀࡳに࠸ࡘて㸧�

㹎㹁の⏬㠃ୖ࡛、ᛂ㛤ጞの 度ᛂ⤊ᚋの 度をㄞྲྀࡳるࠋ�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

᪤に学⩦ࡋて࠸

るෆᐜᐇ㦂を

�ࠋるࡅࡘࡧ⤖

�

�

�

�

�

�
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ᒎ㛤 

㸱㸳ศ 

 

�㹼� ேࢆ㸯࡚ࡋࣉ࣮ࣝࢢᐇࠋ㒊࡛ ��  ࠋࣉ࣮ࣝࢢ

 

 

 

 

ᐇ㦂㛤ጞ 

ᐇ㦂㸯 Ỉ㓟࣒࢘ࣜࢺࢼの⁐ゎ⇕の ᐃ 

ձ␃Ỉ ���P/  ࣥࣞࢳࢫ࣏ࣜⓎἻࠊりり ࡛࣮ࢲࣥࣜࢩࢫ࣓ࢆ

〇ࣉࢵ࢝ᨩᢾᏊࡶධれるࠋ 

ղࣥࢥࢯࣃの ᗘࠊ࠸⏝ࢆ࣮ࢧࣥࢭձᐜჾෆの ᗘィ ࢆ㛤ጞ 

 ࠋるࡍ

ճࢫ࣮ࢣ࣒ࣝࣇෆのỈ㓟࣒࢘ࣜࢺࢼ（���J ‽ഛ῭）࡚ࡍࢆ 

ձᐜჾධれ࡛࣮࣮ࣛࢱࢫࢡࢵࢳࢿࢢ࣐ࠊᨩᢾࡋ⁐ゎさࡏるࠋ 

մィ ⤊ᚋࠊ ᗘࢆ࣮ࢧࣥࢭṆ3ࠊࡋ& ⏬㠃ୖ࡛ ᗘᕪࢆㄞࡳ 

ྲྀるࠋ 

 

ͤ⏝ࡓࡋỈ⁐ᾮࢡࣥࢩࡣὶࠋࡍ 

 

 

ᐇ㦂㸰 ୰⇕の ᐃ 

ձ㸯�㸮PRO�/ ሷ㓟㸳㸮P/  ࢳࢫ࣏ࣜⓎἻࠊりり ࡛࣮ࢲࣥࣜࢩࢫ࣓ࢆ

ࣞࣥ〇ࣉࢵ࢝ධれるࠋ 

ղᨩᢾᏊࢆձᐜჾධれ࡛࣮࣮ࣛࢱࢫࢡࢵࢳࢿࢢ࣐ࠊᨩᢾࡍるࠋ 

ճࣥࢥࢯࣃの ᗘࠊ࠸⏝ࢆ࣮ࢧࣥࢭձᐜჾෆの ᗘィ ࢆ㛤ጞࡍるࠋ 

մỈ㓟࣒࢘ࣜࢺࢼỈ⁐ᾮ㸳㸮P/  ࠋるり ࡛࣮ࢲࣥࣜࢩࢫ࣓ࢆ

յ ձのⓎἻࣥࣞࢳࢫ࣏ࣜ〇ࠊࣉࢵ࢝մの࣓࣮ࢲࣥࣜࢩࢫෆのỈ㓟 

 ࠋධれるࢆỈ⁐ᾮ࣒࢘ࣜࢺࢼ

նィ ⤊ᚋࠊ ᗘࢆ࣮ࢧࣥࢭṆ3 ࠊࡋ& ⏬㠃ୖ࡛ ᗘᕪࢆㄞࡳ 

ྲྀるࠋ 

 

ͤ⏝ࡓࡋỈ⁐ᾮࢡࣥࢩࡣὶࠋࡍ 

 

 

ᐇ㦂୰ࡣဨ

ࢿ࢞Ᏻ࣓

 ࠋるࡏさ⏝╔ࢆ

 

 

 

ヨ⸆ࡀᡭࡘ

Ỉࡣሙྜࡓ࠸

࡛༑ศὙ࠸

ὶࡍよ࠺ᣦ♧

 ࠋるࡍ

 

ᗘ ࠊࣥࢥࢯࣃ

๓ࡣ࣮ࢧࣥࢭ

࠾࡚ࡏ㉳ືさ

 ࠋࡃ

 

1D2+ ࡚ࡍࡀ

☜ࢆࡇࡓࡅ⁐

ㄆࡍるࠋ 

 

 

 

 ࡵࡲ

㸯㸮ศ 

⏕ᚐࡣᐇ㦂⤖果ࢆࢺࣥࣜࣉ，ࡵࡲࢆᡂさࡏるࠋ 

 

వ⿱࠶ࡀれࡤ，ᐇ㦂の⤖果ᕤኵࡁࡍⅬࢆⱥㄒ࡛Ⓨ⾲さࡏるࠋ 

 

 

ᚋࢺ࣮ࢣࣥ

のグධ 

 

ഛ ⪃ 

 ணഛᐇ㦂㸸㸯᭶㸯㸳᪥�㔠�㸲㝈（Ꮫᩍᐊ） $/7ۼۼඛ⏕ࠊ ᐇ⩦ᩍㅍۃۃඛ⏕ۑۑ ࠊ   
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Biology
experiments

in English

（ALTによる英語での生物実験）

B
i

o
l

o
g

y
experim

ents
in

 E
n

g
lis

h



 

 

ᴾ ᴾ ᵵᶍᶐᶉᶑᶆᶃᶃᶒᵏᴾ  
 

ဃཋ実験[ Biology experiments ] (in class2-4/5, 2-7,2-8)ᴾ ᴾ ᴾ ᣞእίỽἑἻὊἎὸỉࣱឋᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ    ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ

 (教科書 P25,ᅗ表 P32～33)    

࠙ Goal ࠚ 

 To understand the nature of enzymes, using Catalase 
 

࠙Procedureࠚ 

<< Operation A>> 
 To make enzyme solution  
    1) Grind 1.5g chicken liver with a mortar  
    2) Add 20ml water 
 
<< Operation B>> 
  [Test tube 1,2,5,7,9 ]  

 : Add 1ml enzyme solution with a pipette  
[Test tube 3,4,6,8,10 ] 
 : Add 1 spatula of manganese dioxide (about 0.05g)  
  and 1ml water with a pipette 

 
<< Operation C>> 

[Test tube 5,6] : Heat the test tube by putting it in boiled water for about 1minute  
and then remove and let it cool  

[Test tube 7,8] : Add 1ml of 10% HCl with a pipette and then mix well 
[Test tube 9,10] : Add 1ml of 20% NaOH with a pipette and then mix well 

 
 
<< Operation D >>  

[Test tube 1,3 ] : Add 2ml water with a pipette                
[Test tube 2,4 ] : Add 2ml of 3% H2O2 with a pipette                      

ń  write observation 
<< Operation E >> 

[Test tube 2,4 ] : After the reaction of << Operation D>> :  
                   1) Light an incense stick  

2) Blow out the incense stick  
3) Put the burning end of the incense stick inside the test tube 2,4          

ń  write observation 
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<< Operation F >> 
[Test tube 2,4 ] : After the reaction of << Operation E>>: 

                   Add 2ml of 3% H2O2 with a pipette  
                   After the reaction , put the burning end of the incense stick inside the test tube 2,4           

ń  write observation 

 
<< Operation G >>  

 [Test tube 5,6,7,8,9,10 ]: Add 2ml of 3% H2O2 with a pipette             →  write observation 
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ᴾ ᴾ ᵵᶍᶐᶉᶑᶆᶃᶃᶒᾁᴾ  
 ２㸫   No.   Name                           

㻰㼑㼟㼏㼞㼕㼎㼑㻌㼠㼔㼑㻌㼞㼑㼍㼏㼠㼕㼛㼚㻌 㻌 㻌

<< Operation D >>  
Test tube 1                                                                                                
 
Test tube 2                                                                                               
 
Test tube 3                                                                                                
 
Test tube 4                                                                                               
 
 
<< Operation E >>  
Test tube 2                                                                                               
 
Test tube 4                                                                                               
 
 
<< Operation F >>  
Test tube 2                                                                                               
 
Test tube 4                                                                                               
 
 
<< Operation G >>  
Test tube 5                                                                                                
 
Test tube 6                                                                                               
 
Test tube 7                                                                                                
 
Test tube 8                                                                                               
 
Test tube 9                                                                                                
 
Test tube 10                                                                                             
 
 
 
 

࠙wordsࠚ Catalase カࢱラーࢮ  enzyme 㓝⣲  hydrogen peroxide 過㓟Ỉ⣲ liver ⫢⮚ 

manganese dioxide 㓟マン࢞ン   spatula ⸆さࡌ（小）   pipette ࣆペット   mortar ங㖊  

test tube ヨ験⟶  inorganic catalyst ↓ᶵゐ፹   incense stick ⥺㤶     gas Ẽ体      

reaction 反ᛂ    evolve(ືモ)ࠑ⇕・ග・࢞スなどをࠒᨺ出する  decompose(ືモ)͐ࠑをࠒ分解する 

heated（ᙧ）ຍ⇕した  Chemical reaction formula 学ᘧ  enzyme solution 㓝⣲ᾮ  catalysis ゐ፹作用 

denature ኚᛶする  protein ク㉁  acidࣃンࢱ 㓟  base ሷ基  substrate specificity 基㉁≉異ᛶ 
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ᴾ ᴾ ᵯᶓᶃᶑᶒᶇᶍᶌᶑᴾ  
1 What does Catalase decompose? 
 
 
2  What kind of gas was evolved in test tubes? 
 
 
3  Write chemical reaction formula for the Catalase reaction. 
 
 
4 After the reaction, does Catalase have the ability to decompose H2O2? 
 
 
 
Answer following questions.                                                       (You can use Japanese )          

5  test tube 1 and 2 の結ᯝからఱがわかりますか。 

 
 

6  test tube 3 and 4 の結ᯝからఱがわかりますか。 

 
 

7  test tube 5 and 6 の結ᯝからఱがわかりますか。 

 
 

8  test tube 7 and 8 の結ᯝからఱがわかりますか。 

 
 

9  test tube 9 and 10 の結ᯝからఱがわかりますか。 

 
 

10 test tube 1 and 3 のような実験をఱとぶのか。 

 
 
 
Write down what you think or understand through this experiment.                           (You can use Japanese )         
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ᴾ ᴾ ᵯᶓᶃᶑᶒᶇᶍᶌᶑᴾ ỉᴾ ẮẺảᴾ ẮủỊᣐࠋẲễẟ 
１ What does Catalase decompose? 

   ࠙H2O2ࠚ 

2  What kind of gas was evolved in the test tube? 

   ࠙O2ࠚ 

3  Write chemical reaction formula for the Catalase reaction. 

   ࠙２H2O2 → 2H2O 㸩 O2 ࠚ 

4 After reaction, does Catalase have the ability to decompose H2O2? 

   ࠙ Yes，it does. 能力はもっている。 ࠚ 

 
 
Explain following questions.                                                       (You can use Japanese )           

1  test tube 1 and 2 の結ᯝからఱがわかりますか。 

  ࠙㓝⣲ᾮは過㓟Ỉ⣲を分解できるがỈは分解できないࠚ。  

2  test tube 3 and 4 の結ᯝからఱがわかりますか。 

  ࠙㓟マン࢞ン(ϫ)は過㓟Ỉ⣲を分解できるがỈは分解できないࠚ。  

3  test tube 5 and 6 の結ᯝからఱがわかりますか。 

  ࠙ຍ⇕した㓝⣲ᾮははたらきをኻうが、㓟マン࢞ン(ϫ)はኻわないࠚ。  

4  test tube 7 and 8 の結ᯝからఱがわかりますか。 

  ࠙㓟によって㓝⣲ᾮははたらきをኻうが、㓟マン࢞ン(ϫ)はኻわないࠚ。  

5  test tube 9 and 10 の結ᯝからఱがわかりますか。 

。ࠚン(ϫ)はኻわない࢞ルカリ（NaOH）によって㓝⣲ᾮははたらきをኻうが、㓟マン࠙    

6 test tube 1 and 3 のような実験をఱとぶのか。 

  ࠙対↷実験 control experimentࠚ 

 
Write down what you think or understand through this experiment.                           (You can use Japanese )          
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⏕≀ᐇ㦂
㼇㻌㻮㼕㼛㼘㼛㼓㼥㻌㻱㼤㼜㼑㼞㼕㼙㼑㼚㼠㻌㼉

㓝⣲䠄䜹䝍䝷䞊䝊䠅䛾ᛶ㉁

䛆 㻳㼛㼍㼘㻌䛇
㼀㼛㻌㼡㼚㼐㼑㼞㼟㼠㼍㼚㼐㻌㼠㼔㼑㻌㼚㼍㼠㼡㼞㼑㻌㼛㼒㻌
㼑㼚㼦㼥㼙㼑㼟㻘㻌㼡㼟㼕㼚㼓㻌㻯㼍㼠㼍㼘㼍㼟㼑

䛆 㻹㼍㼕㼚㻌㻵㼐㼑㼍䛇

C㼛㼙㼜㼍㼞㼑㻌㻱㼚㼦㼥㼙㼑㼟㻌㼍㼚㼐㻌㻵㼚㼛㼞㼓㼍㼚㼕㼏㻌C㼍㼠㼍㼘㼥㼟㼠㼟

&DWDODVH 0DQJDQHVH�'LR[LGH��0Q2��

6DPH�
HIIHFW

%XW�WKHUH�DUH�VRPH�GLIIHUHQFHV
/HWbV�ILQG�WKH�GLIIHUHQFHV�LQ�RXU�H[SHULPHQW

㻯㼍㼠㼍㼘㼥㼟㼕㼟㻌㻾㼑㼢㼕㼑㼣
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㻺㼍㼓㼍㼛㼗㼍

㼀㼛㼏㼔㼕㼛

㼏㼍㼠㼍㼘㼥㼟㼕㼟
㻔㼠㼡㼚㼚㼑㼘㻕

&DWDO\VLV � ,PDJH

㻱㼚㼦㼥㼙㼑㻌㻼㼞㼛㼜㼑㼞㼠㼕㼑㼟㻌㻾㼑㼢㼕㼑㼣

KWWS���ZZZ.QFEL.QOP.QLK.JRY�&ODVV�0/$&RX
UVH�OULJLQDO8+RXU�*HQHWLFV�SURWHLQ.JLI

3URWHLQ�6WUXFWXUH

.H\�SRLQWV�
� 2QG��3UG��4WK DUH�ZHDN
K\GURJHQ�ERQGV

� (Q]\PH�VKDSH�FUHDWHV�
FDWDO\VLV�DELOLW\
1R�VKDSH� �1R�FDWDO\VLV

KWWSV���ZZZ.QFEL.QOP.QLK.JRY�6WUXFWXUH�PPGE�PPGEL
PDJH.IFJL"W\SH 1	XQP 1	XLG 16,8

䛆 T㼛㼐㼍㼥䇻㼟㻌㻼㼞㼛㼏㼑㼐㼡㼞㼑䛇

�������������

��������������

&DWDODVH�VHW�

0DQJDQHVH�'LR[LGH�VHW

)LYH�&RQGLWLRQV
⾜ FRQWURO �:DWHU�
⾞ FRQWURO��+�2��

+HDWHG
$FLG
%DVH/RRN�IRU�

GLIIHUHQFHV
([WUD

)ODPH�WHVW
�QG )ODPH�WHVW

䐟 㻼㼞㼑㼜㼍㼞㼑㻌C㼍㼠㼍㼘㼥㼟㼠㻌㻿㼛㼘㼡㼠㼕㼛㼚㼟㻌

&DWDODVH
>$@�t 0DNH�HQ]\PH�VRO��
>%@�t $GG��PO�VROXWLRQ�WR�WXEHV

0DQJDQHVH�'LR[LGH��0Q2��
>%@�t VPDOO�VSRRQ�RI�PHWDO����PO�ZDWHU�WR�

WXEHV

������������� ��������������
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䐠 㻼㼞㼑㼜㼍㼞㼑 㻭㼏㼕㼐㻘㻌㻮㼍㼟㼑䈈㻴㼑㼍㼠㼑㼐㻌㼠㼑㼟㼠㼟

&DWDODVH
>&@�t 2QH�WXEH�HDFK�FRQGLWLRQ

0DQJDQHVH�'LR[LGH��0Q2��
>&@�t 2QH�WXEH�HDFK�FRQGLWLRQ

�� ����� ���������

䙷 T㼑㼟㼠㻌䎪㻌㻘㻌䎩㻌㼏㼛㼚㼠㼞㼛㼘㼟
㻲㼘㼍㼙㼑㻌㼠㼑㼟㼠

&DWDODVH
>'@�t ⾜���⾞ FRQWURO

5LJKW�DIWHU�'
>(@�t )ODPH�WHVW
>)@�t 6HFRQG�)ODPH�WHVW

0DQJDQHVH�'LR[LGH��0Q2��
>'@�t ⾜���⾞ FRQWURO

5LJKW�DIWHU�'
>(@�t )ODPH�7HVW
>)@�t �QG )ODPH�WHVW

���� ����

䐢 T㼑㼟㼠㻌㻴㼑㼍㼠㼑㼐㻘㻌㻭㼏㼕㼐㻘㻌㻮㼍㼟㼑㻌㼏㼛㼚㼐㼕㼠㼕㼛㼚㼟

&DWDODVH
>)@�t $GG�+�2��WR�HDFK�WXEH

0DQJDQHVH�'LR[LGH��0Q2��
>)@�t $GG�+�2� WR�HDFK�WXEH

�� ���� ���������

㻴㼕㼚㼠㼟
㻙 㻭㼘㼣㼍㼥㼟㻌㼣㼞㼕㼠㼑㻌㼥㼛㼡㼞㻌㼛㼎㼟㼑㼞㼢㼍㼠㼕㼛㼚㼟㻌㼍㼒㼠㼑㼞㻌

㻴㻞㻻㻞 䊻 㻾㼑㼍㼏㼠㼕㼛㼚㻘㻌㼚㼛㻌㼞㼑㼍㼏㼠㼕㼛㼚

㻙 㻰㼕㼢㼕㼐㼑㻌㼠㼔㼑㻌㼣㼛㼞㼗㻘㻌㼟㼔㼍㼞㼑㻌㼥㼛㼡㼞㻌㼛㼎㼟㼑㼞㼢㼍㼠㼕㼛㼚㼟

C㼍㼠㼍㼘㼍㼟㼑㻌㻼㼞㼑㼜 㻹㼍㼚㼓㼍㼚㼑㼟㼑㻌㻼㼞㼑㼜
C㼛㼚㼠㼞㼛㼘㼟㻌㻗㻌㻲㼘㼍㼙㼑㻌㼠㼑㼟㼠 㻭㼏㼕㼐㻘㻌㻮㼍㼟㼑㻌㻼㼞㼑㼜

㻴㼑㼍㼠㼕㼚㼓㻌㼜㼞㼑㼜

7HDP���
3UHSDUH�Ｅ̶̿͋͊̾ 6ROXWLRQ���VHW�����>$��%@
7HVW�⾜���⾞ FRQWUROV��)ODPH�WHVW��>'��(��)@

7HDP����
3UHSDUH�̸̶̶̤̲̲̿̿̈́ VHW�����>%@
3UHSDUH�$FLG��%DVHʞ+HDWHG�WHVWV���>&@
7HVW�$FLG��%DVH��+HDWHG�FRQGLWLRQV�>*@

�������������

��������������

&DWDODVH�

0DQJDQHVH�
'LR[LGH

⾜���⾞ɼIODPH
����������

$FLG��EDVH��KHDW
�����������������
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ᘬ⏝ཬࡧཧ⪃ᩥ⊩� ୍ぴ�

�

 

本Ꮚにᥖ㍕して࠸るグや文❶に࠸ࡘてはࠊ㐺ษなᡭ⥆きのࡶとࠊ新⪺♫やฟ∧♫ࠊ

ⴭ⪅から用ᢎㅙ（ⴭసᶒのチㅙ）を得てᥖ㍕して࠾ります。 

グを↓᩿でデーࢱベース化することやインࢱーࢿットの࣍ーム࣌ージ等の㟁Ꮚ፹体に

ᥖ㍕することࠊ及びࠊ↓᩿で㌿・」することを⚗Ṇします。 

 

 

�ڦ �㸦㹁㹒㹒㸧ࢢンࢽト࣮ࣞࢢンキンࢩカࣝリテࢡ

  ᭩き᪉ ۑ

・『あまりに͆ࡶ㐣ಖㆤ͇㸫⤖᰾࿌▱には⪏えたはࡎ㸫』 ⏘⤒新⪺ 1987 年 1� 月 11 ᪥付 

・㤶す⚽ಙ（1995）『論の技術 ࡑのព⩏とカ⦎᪉ἲ』 ᫂図᭩ 

 

 生理 ۑ

・はࡵࡌて学ࡪ生理 ᑠᯘளὠᏊ ⴭ ࡃࡕまプリマー新᭩ 

ᾏ㐨大学 Ᏻ⾨生本㒊ᩍᤵ ▼ဴஓ 

・ニューステージ生≀図表（ᓥ᭩ᗑ） 

 

 Ａ㹇 ۑ

・「Ａ㹇ではなࡃならな࠸」 

     ᏳᏯ人Ặ（ࣖࣇー・ࢳーࣇストラテジーࣇ࢜ィサー）の論考 

     インࢱーࢿットグ ࣅジࢿスインサイࢲージャࣃン 2�17 年 2 月 14 ᪥ 

・ཧ考㈨ᩱ࠙௨ୗＣ㹒㹒３㸫２  ࠚの㈨ᩱ࠙௨ୗＣ㹒㹒３㸫３とグ㍕ࡵ論のたࠊࠚ

     「ᖹ成２㸶年∧情報通ಙⓑ᭩」（⥲ົ┬） 

     「Ａ㹇（人ᕤ▱能）まるࢃかり」（ྂ᫂ᆅṇಇ・㛗㇂ె᫂ⴭ㸭᪥⤒文ᗜ） 

     「人ᕤ▱能がよ～ࢃࡃかる本」（⚄ᓮὒⴭ㸭⚽システム） 

     「数理科学」（サイエンス♫）  ࡑの᭱ࠊ新の新⪺グ 

 

�ڦ ⤫ィ学 

 ∧ャート研究ᡤ⦅ⴭ  数研ฟࢳ  %ャートᘧ ᨵゞ∧ 基礎からの数学Ⅱ㸩ࢳ   

   ᨵゞ∧ 数学 %  数研ฟ∧ 

 

�ڦ 科学ⱥㄒⅢ�

   ・7H( -$3$1 7,0(6 2�19 年 5 月 26 ᪥付 

�1eZs RXWOeWs GeEaWe eWhLcs RI a SreQaWaO WesW� E\ 3hLOLS %rasRr 

・Ἑྜ⹒（2�15）『ฟ生๓デ᩿ ฟ⏘ジャーࢼリストがぢࡵࡘた⌧≧とᮍ᮶』ᮅ᪥新⪺ฟ∧ ᢤ⢋ 
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新潟県立長岡高等学校
〒940－0041  
新潟県長岡市学校町３丁目 14番１号
TEL 0258－32－0072／FAX 0258－33－0650
URL http://www.nagaoka-h.nein.ed.jp




